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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ










１　ひとりぼっちの女王の両手は空っぽでした。もちろん、心も。

２　人形師の魂はからくり仕掛けです。生身のほうは、もう人形に盗られた後なので。

３　身体は死んでも恋は死なない。きっとそんなことを信じたのでしょう。

４　あなたは人形？　それとも人間？　それとも、もっと別の何かなのでしょうか。

５　墓守の役目は永遠に生き続けること。ただそれだけです。

６　では、墓守を埋葬するのは誰なのでしょう。人形師？　人形？　女王陛下？

７　それはきっとあなたの仕事。お祭りの日、眠っていたものが目を覚ます。
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　私は、あなたのことを覚えている。

　あなたの言葉を覚えている。

『セレネ──わたしの大事なセレネ。いいかい、お前はこの世界の女王なんだよ』

　聞いているだけで、心が、身体からだが蕩とろけそうになるあなたの言葉。

　私はそれを何度でも思い出す。何度でも抱きしめる。

　そう、私は女王。この世の全部、過去も、今も、未来も、全部が全部私のもの。

『なんでだか、わかるかい？』

　わかる。もちろん、わかる。

　それはあなたがそう決めたから。あなたがそう言ったから。あなたは私の創造主。

『それはね。お前がこの世で一番美しいからだよ。お前はこの世界の全部を併あわせたよりも、偉大ですばらしい存在なんだ』

　創造主は心地ここちよい言葉を囁ささやいて、慈いつくしむようにセレネの身体に触ふれる。

　彼の指に触れられると肌がじん、と温ぬくまって、そこから全身が濡ぬれた砂糖菓子みたいに溶けていく感じがした。むずがゆくて、いたたまれなくて、どうしようもなくて、そんなときのセレネは震える瞳で創造主を見上げた。

　視界に映る創造主の姿はいつでもうっとりするほど美しくて、その指は少し固くなっているけれど信じられないくらいに形よくて、声はいつだって歌うように柔やわかった。

　そして彼の周りに漂ただよっていたのは、蘭らんとバニラのむせかえるような甘い香り。

（愛してる、あなたを。ちょっとでも気を抜いたら壊れてしまいそうなくらい、愛してる。私に触れて。私を愛して。そう、そんなふうに優しく囁いていてほしい）

　髪の毛の一本までも幸福に浸ひたされながらセレネは思い、創造主はごく優しく囁く。

『わたしはお前を愛している。──でも、悲しいことだね。お前はとても邪悪だ』

（邪悪。──邪悪ってどんな？）

　聞き慣れない言葉が聞こえると、セレネの胸にほんの少しだけもやもやが湧わいた。

　けれどそんな気持ちはすぐに砕くだける。

　創造主が言うなら自分は邪悪なのだ。それでいい。

（もっと、もっと私のことを話して。もっと私のことを教えて、もっと私を定めて。私にはあなただけだから）

　セレネの心に応こたえるように、創造主の声は甘くなる。どこまでもどこまでも柔やわくなる。

『お前はあらかじめ、とても邪悪で残酷に生まれついたんだよ。可か哀わい想そうなセレネ。美しいセレネ。お前はいつでも世界を呪っている。だからお前はいつか、誰も見たことがない熱い悪の坩堝るつぼに落ちていく。そうしてみんなに憎まれる。わたし以外のみんなに呪われる』

（そうなのか？　私は呪われる？　でも、あなたは私を呪わないのか。なら、それでいい。私は女王。私は邪悪。私は残酷。私は世界を呪う。私は悪の坩堝に落ちる。かまわない。あなたさえずっと傍そばにいてくれるなら、私はそれでしあわせだから）

　セレネは創造主の言葉を静かに吞みこみ、深く願う。

　この時間が永遠でありますように。ずっとあなたの声を聞いていられますように。

　永遠に続く今日の中、あなたとふたりで手に手を取って、悪の坩堝に落ちていけますように。

　悪がどんなものかはよくわからない。でもぼんやりとは想像できる。

　──それはきっと、熱くて、むせかえるほど甘い闇やみのことなのだ。
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　甘い甘い夢から醒さめると、そこは闇の中だった。

　ただし、甘くも熱くもない闇だ。

（……ここは、どこだ）

　セレネは湿しめった臭においのする暗闇の中で緩ゆるやかに瞬まばたき、瞳に集中する。

　そうすればもう少しだけ辺りが見えるようになると知っていたからだ。

（闇よ、そこを退しりぞけ。私は世界の女王なのだぞ）

　心の中で囁いてみると案あんの定じよう、視界が端からゆるゆると薄うす明あかるくなってくる。闇は徐じよ々じよに薄まって紗しやのように透すけ、やがてセレネの目の前には冷たい石の部屋が広がった。

　ここはどこもかしこも灰色だ。

　真四角の部屋の壁と天てん井じようは乳白色に灰色の絵の具を流したみたいな大理石でできていて、床には同じ模様の大理石で作られた家具が所狭しと置かれている。

　部屋の真ん中には葡ぶ萄どうの木と乙女が支える形の石の円卓、その上には石の薔ば薇らが入った石の花か瓶びん。石の暖炉の上には石の鏡や石の硝子ガラスケースなんていう奇妙なものが載のっかっていて、壁からは石のガス灯が生えていた。

　どれも実際に使えるわけもなく、ただ死者を慰なぐさめるためだけにおそろしい手間と金をかけて作られた模造品だ。すべては端からほんの少しずつ、緑の苔こけに覆おおわれ始めている。

（そうか、ここは霊れい廟びようだ。死んだ人間が眠るところ）

　辺りの様子が見えてくると、ようやくセレネの記憶からも霧きりが晴れ始めた。

　さっきまでみていた夢は遠い昔の話。今、この身体は墓の中にある。硬い石の椅子に腰掛け、空っぽの石の寝台を見下ろしている。寝台の上には誰もいなかった。

　この墓の主がいるのは、この寝台型棺かん桶おけの中だ。

　セレネは死んだ老人と一緒に墓の中に埋うめられた。そしてその老人は、創造主ではない。

　セレネの創造主はいなくなってしまった。ずっと昔に、どこかへ行ってしまった。

（創造主。どうして、どこへ消えてしまったのだ──あなたは）

　記憶が戻れば、悲痛な思いもまた、甦よみがえる。

　セレネは透明な琥こ珀はくの瞳を震わせて、ちぎれそうな思いでそのひとを呼んだ。

　創造主。自分の傍にいるべきは、あなただけのはずだったのに。

（あなたが消えたのは、一体いつの話だ？　とにかく、昔だ。ずっと昔──私の記憶が曖あい昧まいになってしまうくらいに昔だ。創造主、あなたは今どうしている？　あなたが消えてしまってからこちら、私の前に現れる人間はばかで醜みにくい者ばかりだぞ）

　セレネは創造主に作られて以来、長いこと人間は創造主ひとりしか知らなかった。

　初めて他の人間を見たときの衝しよう撃げきは今でも忘れられない。彼らは創造主とは似ても似つかない醜さだったし、そのうえセレネの前でとんでもない相談を始めたのだ。




　──これが噂うわさの人形か。『時とき無なしの人にん形ぎよう師し』の最高傑作という。なるほど美しいものだな。

　──しかし、動かんようじゃないか。美しい人形なら、特に『時無しの人形師』ほどの技量の人形師が作った人形なら、普通は『魂たましい持もち』になって動き出すのでは？

　──旦だん那な様さま、それがこの人形の珍めずらしいところでございます。この人形はおそろしく美しいが動かない。ひょっとしたら、美しさに嫉しつ妬とした魔物が人形から魂を盗んだのやもしれませんよ。

　──なるほど、それはいいな。うむ。実に高貴な趣味を持つ諸しよ兄けいに人気のありそうな物語だ。よし、わたしはどうあってもこの子をわたしの蒐しゆう集しゆう部屋に加えようじゃないか。




　醜い人間たちは勝手に話し合って頷うなずき合うと、セレネを大きな箱の中に絹きぬのクッションと一緒に詰めこんで、こっそり創造主のアトリエから持ち出してしまった。

（あれは今思い出しても腹が立つ。よりによって、箱だぞ？　きらびやかな輿こしを仕立てて連れ出すならともかく、箱詰めにして売ばい買ばいするとは……悪趣味で身の程知らずの悪人どもめ！　創造主以外の人間は、みんな醜いクズばかりだ！）

　当時を思い出すと、今でも怒りで胸の中央がじんわりと熱くなる。

　セレネはなるべく高慢そうな目つきを作り、目の前の寝台型棺桶を見下ろした。

（あれから何度も売り買いされたが、中でも貴様は最悪だ。死んでまで私を手放さないとは、思い上がりにもほどがある！　聞いているか？　貴様だ、貴様！　よいか、私は女王なのだぞ？　私が殉じゆん死し者しやを連れて行くならともかく、これでは逆ではないか！）

　棺桶の中でからからに乾かわいているであろう老人に向かって、セレネはせっせと説教する。

　返事がないのは知っていたけれど、他にすることもないからだ。

（かくなるうえは、呪ってやる。私はとても邪悪な女王なのだ。創造主がそう言ったのだから間違いない。私は貴様を呪って、呪って、いつか絶対、死ぬより怖い目にあわせるからな！　どうだ、恐ろしかろう？）

　精一杯恐ろしげに考えてみるが、もちろん棺ひつぎはぴくりとも動かない。辺りに満ちるのは静寂ばかり。昨日も一昨日おとといもその前も、ずっとずっとこんな思考の繰り返しだ。

　やがてセレネは棺桶を睨にらむのにも飽き果てて、視線を宙へと泳がせた。

（……しかし、ここはつまらんな。どんなばかでも生きていれば私の美しさを褒ほめ称たたえる。ごちゃごちゃとくだらんことを喋しやべったりもする。そんなおかしな姿を見て悪あく態たいを吐つけば、多少は私の気も晴れるのに。相手が死人ではあまりに張り合いがない）

　セレネはつまらないのは嫌いだ。つまらないとセレネの胸の真ん中はしんみりして、なんだかどうしようもないような気持ちになってしまう。

　ならばもう一度創造主の甘い思い出に沈みこもうか、と記憶を繙ひもときかけて、セレネはぎょっとした。

（──いかん。創造主の顔が、よく思い出せない）

　そんなばかな、とばかりにセレネは大おお慌あわてで集中し、さっきまでみていた甘い夢を思い出そうとする。甘い甘い夢。あのひとの声と言葉。蘭とバニラのむせかえるような匂い。淡い蠟ろう燭そくの光が揺れる部屋。差し伸べられた手。そこまでは思い出せる。

　なのに、創造主の顔だけはぽっかりと記憶から抜け落ちていた。

　そう言えば、さっきまでみていた夢にも創造主の顔は出てこなかったのかもしれない。

　全身がひどく冷えてきたように思って、セレネは瞳を震わせた。

　──苦しい。

（なぜ、だ？　ずっと愛しているのに。美しかったことは覚えているのに、瞳の色すら思い出せない。これでは、再会してもわからないかもしれないではないか）

　こんなのは駄目だ、とセレネは思う。創造主のことを忘れてしまったら、自分もなくなってしまうような気がする。そんなのは嫌だ、そんなのは怖い。

（ええい、それもこれも、このつまらない場所が悪いのだ！　誰か、ここから私を救い出す者はいないのか？　女王の不在に気づく者は？　創造主が迎えに来られないのなら、代理の者でもいい。私に忠誠を誓い、私を創造主のもとまで連れて行ってくれる者はいないのか。もしもいるなら、私がいくらでも褒ほう美びを取らせてやるのに！）

　力をこめて思い、セレネは霊廟の石の扉をねめつける。

　開け。開け。早く、一刻も早く。自分が創造主のすべてを忘れて、すっかり消え去ってしまう前に！

　──セレネがそんなふうに考え始めて、一体どれだけ経った後だろう。

　不意に、セレネはどこかから卵の殻からを割るような音が響いてくるのに気づいた。

　こつこつ。こつこつ。

　ひよこが殻を破ろうとしているような音。

（なんだ？　どこかから風でも吹きこんでいるのか）

　セレネが気を引かれた途端、音はいきなり大きくなった。

　がんがんと何かが打ちつけられる音と共に石の霊廟が震え、細かな砂が石の継ぎ目からあふれ出す。これは風ではない。地中で迷った哀れな動物の仕し業わざでもない。

　外にいるのは人間だ。誰かが外から霊廟をこじ開けようとしている。

（迎えだ！　本当に、迎えが来たのだ……！）

　冷えきっていた胸の中心が一気に温まり、セレネは食い入るように扉を見つめた。重々しく閉まって以来、一度も開いたことのない扉。あれを開けてやって来るのはどんな人間だろう。

（正式な迎えなら、きっと創造主ほどではなくとも美しい人間だろうな。それとも──ひょっとして、創造主本人……？）

　セレネが期待でいっぱいいっぱいになっている間にも、扉の封印は念入りに削り取られていった。永遠にも思えるじれったい時間の後、分厚い石の扉はついにごりごりと重い音を立てて動き出す。

　まぶしい明かりの筋が霊廟内に射しこみ、淀よどんだ大気が搔かき混ぜられる。

　そして、今ひとつ品のない声が辺りに響き渡った。

「──よし、当たりだ、間違いない！　あの耄もう碌ろく伯はく爵しやくの紋章だらけだぜ！」

「やった……！　やったな、おい！　……はあ、こりゃまた綺麗なもんだ……。まだ誰の手もついてない。こんなとこに墓掘りやがった爺じじいに感謝しないとな」

「感謝してどうする！　戦前の地下道のさらに下だぜ？　俺たちがたどり着かなきゃ、それこそせっかくのお宝が全部腐くさり果てちまってたとこだ」

　口々に喋りながら重い靴音を響かせて入ってきたのは、だらけた身体と真っ白な顔を持つ青年ふたりと、ぼろをまとった屈強な男がひとりだった。

（違う。これは違う。私の迎えではない。何しろ、ものすごく美しくない！）

　一瞬で決めつけ、セレネは心の底からがっかりして瞬く。

（迎えでないなら、泥棒か？　……ん？　なんだ。このふたり、この墓に眠っている老人にそっくりではないか。ひょっとして親族か。やはりばかの親族はばかになるのだな。クズめ。お前たちのような奴、私が地上に出たら一族ひっくるめて即刻死刑だ）

　期待が大きかったぶん、失望もかなりのものだ。セレネが脱力して内心ぶつぶつ言っている間に、角ラン灯タンを持った男は霊廟の中をくまなく照らし始めた。

「確かにな。当時の使用人も随ずい分ぶんぼやいてたぜ。いくら爺の最後の望みとはいえ、こっそりこんな墓造つくった奴らはさぞかし大変……うわっ！」

（……なんなのだ、うるさい。私の顔を見て叫ぶな、転ぶな。私が美しいのはこの世界が私のものであるのと同じくらいに当たり前のことだろうに）

　うんざりするセレネの目の前で、男たちは尻餅をついた仲間を慌てて助け起こす。

「なんだ、どうした！」

「そ、そこ。椅子に、お……おんなのこ、が」

　男がわなわな震えながら言ってセレネを指さし、つられてもうひとりもセレネを見る。

　すると男は大きく目を瞠みはり、ますますぎらついた嫌な顔になってつぶやいた。

「やったぜ……当たりも当たり、大当たりだ。ほんとに、ここにあったのか……！」

「し、死体じゃないのか？　それ」

　セレネを見つめてがたがた震える男に、もうひとりの男がむきになって叫ぶ。

「ばか言え！　死体ならとっくにミイラになってるっての！　これはあの爺が墓まで持ちこんだ、『時無しの人形師』の最高傑作の人形だろうが！　美しいのに動かない、『魂を盗とられた女神』セレネだ！　長く闇で取り引きされてたって話だが、あの爺、本当に持ってやがったとはな。こりゃ、ものすごい高値で売れるぞ！」

（やはりこいつ、泥棒だな。まともに私の美を褒め称えもせん。この調子でお披ひ露ろ目めの夜や会かいもせずに、ただ私を金のために売り払おうというのだろう。実にくだらん）

　聞き飽きた人間たちの戯ざれ言ごとに、セレネはほとほと呆れて暗い視線をふたりに向ける。

（愚おろか者どもめ。お前たちがきちんと私を女王として遇ぐうするのなら、褒美をやらないでもないというのに──お前たちときたら罪の上に罪を重ねることしかしない。やはりお前たちは滅びるべきなのだ。創造主以外はみな、いずれ一列に並べて端から首を切ってくれる）

　セレネが心から思ったそのとき、男たちの背後から新たな声が飛んできた。

「──あー、それは無理です」

　少し困ったような、呆れたような、若い男の声。

　墓荒らしの男たちはぎょっとして振り返る。セレネも少しばかり驚いて目を凝こらす。

　墓荒らしのひとりが角灯を突き出すと、霊廟に空あいた穴の向こうに大小ふたつの人影がぼんやりと浮かび上がった。

「……！　誰だ、お前！」

　緊張した男の声に導かれるように現れたのは、鋲びようやら鳩はと目めやらがやたらと多い服を着た青年だった。歳の頃なら二十代半なかばくらいなのだろうか？

（なんだろう。これはまた、『手入れのいい』という感じの人間だな）

　不思議な第一印象に、セレネは心の中で少しだけ首をひねる。

　青年はすらりとした長身で、暗い茶色の髪を無造作にまとめ、物入れがたくさんついた革かわ帯おびを腰に巻いている。身なりはけして上等ではないが、すべてにおいて実によく手入れが行き届いた様子だった。みずみずしい力に満ちた身体はほどよく均きん整せいが取れていて、顔立ちにはすっきりとした端整さと精せい悍かんさが同居している。

　どこか隙すきのない姿の青年は、角灯を持った男たちを見るとやんわりと苦笑した。

　そうして片手に赤毛の少女の手を引いたまま、切れのいい所しよ作さで一礼する。

「まあ、まずは自己紹介からですか。こんにちは、初めまして。俺は水すい葬そう都と市しの人形師、アーセル・グランディです。おふたりはこちらの霊廟にお休みになっておられる伯爵のお孫さんたち。そっちは穴掘りのために連れてこられた作業員さん、ってことでいいですか？」

（人形師！　創造主と同じ職業か。ならばこの盗掘者どもよりはまともな人間だな。見れば容よう姿しもそう悪くないし……連れている赤毛の女の子はおそらく自作の人形か。これも素直に美しいと言うべき容よう貌ぼうではないが、癖くせっ毛と丸っこい瞳がなかなかに愛らしいではないか）

　興きよう味み津しん々しんで観察するセレネの前で、盗掘者のひとりが警戒心丸出しで目を光らせる。

「水葬都市だと？　他都市の人形師がどうしてこんなところにいる。我々のことをどこで知った？」

　訊きかれたアーセルはますます困った笑いを浮かべて何か言おうとしたが、一足先に赤い髪の少女人形がべっ、と舌を出した。

「あんたらの正体なんか、さっきからの話聞いてりゃ誰にだってわかるよ。訊いてもいないのにべらべら喋りやがって、ばーか！」

「ばか……？　まさかそれは、わたしのことか……？」

　ぽかんとしていた盗掘者の顔が徐々に険けわしくなり、もうひとりも静かに青ざめてアーセルと少女人形を交互に睨にらんだ。

　アーセルは曖昧な笑顔のまま、少女人形を自分の後ろへかばって前に出る。

「すみません、この子は人間と違って噓ってものが吐つけないんです。でもまあ、俺はそれも人形のいいところだと思ってますよ」

「貴様……正気か？　それではやはり、わたしが侮ぶ辱じよくされたということになるではないか！」

「あ、ばれちゃいました？　実はそうなんです」

　アーセルはしれっと笑って言い、盗掘者たちは怒りですっかり顔面蒼白になった。

「信じられん……！　我々なしでは生きてはいられん人形師の分ぶん際ざいで、なんという態度だ！　一体なんのつもりでのこのこやって来た？　まさか、墓泥棒でもする気だったか？　え？」

　男たちの口調はうなるように低くなるが、セレネは呆れ果てて彼らを見やる。

（ばかめ、泥棒はお前たちのほうだろうが。あげく、れっきとした貴族が人形の言うことにいちいち腹を立てるというのもばかばかしい。人形は人形。ただの愛あい玩がん物ぶつ。そう思えない人間に、人形を買う資格などないのだ）

　人形。それはかつて人間の文明が栄えた頃の技術を元に、戦後の貴族によって生み出された芸術品だ。作り方は実に難解であり、値段は高額。公おおやけに人形を所有できるのは貴族やそれに準じる権力者と決まっており、逆に貴族なら一体は持っていなくては格好がつかないものとされている。

　中でも完璧な造りと美を兼ね備え、完成直後から自然に動き、喋るようになる『魂持ち』の人形は数も少なく、その主となるのは名誉なことでもあった。

　そのくらいならセレネも歴代の主人に聞いて知っている。

（貴族の風上にも置けぬ奴らめ。……とはいえ、このアーセルとやらの人形もあまり人形らしくないがな。まるで人間のように自由に動く。アーセルのほうも、今まで見たことのある人形師に比べるとやけに若いし、気安い雰囲気の男だ。珍しい）

　セレネは考え、アーセルのほうを見やる。すると、いきなり真っ向から目が合った。

　アーセルがこちらを見ている。おそろしくまっすぐに瞳をのぞきこんでくる。

　途端にセレネの胸にむずがゆいような感覚が走り、彼女はかすかに戸惑った。

（なんだ？　これは）

　見つめられることなんて年中なのに、なんだか今日はいつもと違う。

　今日は──それとも、この男が妙なのだろうか？

　アーセルはいつの間にか表情から笑みを消し、じっとセレネを見み据すえて言った。

「俺は泥棒ではありません。そちらのセレネを迎えに来ました」

（なんだと？　本当か？　やはり私の迎えだったのか！）

　思わぬ台詞せりふに違和感など吹き飛び、セレネは食い入るようにアーセルを見つめる。

　一方の盗掘者たちは、互いに顔を見合わせて不愉快そうに薄ら笑う。

「迎えに来た、か。ものは言いようだな？　ばかばかしい。この人形はわたしたちの祖父のものだ。祖父は死に、今はわたしたちの父のものになっている。貴様にくれてやるいわれはひとつもないのだ、このこそ泥めが！」

　ひとりの男が叫ぶと、アーセルは懐ふところから小さく折りたたんだ羊よう皮ひ紙しを取り出し、細かな文字がびっしりと記された書面を相手に突きつけた。

「ええ、おっしゃるとおりです。この人形はあなたたちのお父上のもので、あなたたちのものじゃない。それをあなたたちは勝手に奪おうとした。つまり、泥棒はあなたたちです。さらに言えばあなたたちのお父上は、すでに競けい売ばいでその子の所有権を売り払っちゃってるんですよ。で、その権利を競せり落おとしたのは俺の師匠のバラッドです。……わかります？　つまり、この人形は今、俺の師匠のものっていうわけなんです」

　一息に告げられた台詞の後、霊廟はしん、と静まり返った。

　しかしそれは一瞬のこと。盗掘者はすぐにうるさく騒ぎ立て始める。

「父が所有権を売っただと？　そんな適当なでたらめでわたしたちが騙だまされると思うな！　父はこの人形の在あり処かを知らなかったはずだ。祖父は死ぬときにこいつを一緒に埋葬させ、墓の位置を親族にすら教えなかったのだからな！　在り処も知らない人形をどうして売れる！」

「ええ、だからあなたたちのお父上は、セレネの所有権だけ競売にかけたんです。この都市のどこかにあるはずだから、所有権を買った人間が自由に捜して持って行きなさい、っていう条件でね。俺だって話を聞いたときはびっくりしましたよ。都市の力が弱ったときの貴族っていうのはなりふりかまわないなあ、と思いました。だけどそんなもんを大金出して買ううちのバラッドも変わってます。あげく、肝心のセレネを捜す作業は弟で子しの俺に丸投げですよ？」

　てきぱきと説明した後、アーセルは少し苦い顔になってまくしたてた。

「大体俺はね、人形師であって、管かん理り機き構こうや探検家じゃないんですよ。なのに気づけば面倒事ばっかりに駆り出されてる。これ、絶対おかしいですよ。俺はこの仕事が終わったら、そのことで師匠と思いっきり喧けん嘩かするつもりです。なので早めに帰りたいんです。お願いします、どうかその子を穏おん便びんに渡してください」

　最後はそれなりに真面目に頭を下げたアーセルだったが、すかさず後ろから顔を出した少女人形が囁く。

「そんなに頭下げることないって！　しょうがないよ、アーセルはこういうの得意なんだから。今回だってあんたじゃなきゃ、こんなにすんなりセレネのこと見つけられなかったよ？」

「ばか言え、カリン。今回うまくいったのは、この人たちのやり口がとっても不用心でわかりやすかったせいだって。ありとあらゆるところに怪しげな行動の痕こん跡せき残してたもん。別に俺じゃなくたって、普通より多少気の回る奴なら見つけられたよ。俺の最高傑作の時計を賭かけてもいい」

「貴様ら……本当に、紳士的に扱ってやればいい気になりおって……！」

　ついに痺しびれを切らしたらしい盗掘者のひとりが叫び、後ろに合図を送る。

「おい、お前。こいつをやれ、殺してもかまわん！」

　命令を受け、穴掘り要員だったであろう大男が前へ出た。

　彼が片手にぶら下げているのは、常人ならば両手でやっと使うだろう巨大な鎚つちだ。直撃を喰らったら、人間の頭ず蓋がい骨こつなんて卵の殻みたいにつぶれてしまうに違いない。

（まずい。これではアーセルが死んでしまう）

　セレネとしてはできれば盗掘者たちよりアーセルに連れ出してほしい気分なのだが、どうもアーセルに勝しよう機きはなさそうだ。

　少し心配に思って見守るセレネの前で、大男が筋肉の盛り上がった背をぐっとしならせる。次の瞬間、巨大な鎚が弧こを描いてアーセルたちを襲う！

　アーセルはあおられるように後ろへ跳び下がり、鋭く叫んだ。

「カリン！」

　声とほとんど同時に、赤い影が宙に舞う。

　影のものすごい速さについていけたのは、おそらくセレネだけだ。セレネの瞳に映ったもの、それはアーセルに呼ばれたカリンが床を蹴って跳び上がった姿。

（何？　人形が、こんな動きをするのか！）

　呆あつ気けに取られるセレネの眼前で、カリンは大男の顔面に思いきり膝ひざ蹴げりを見舞った。

　乾いた音がして鮮せん血けつが飛び散り、大男は大きくのけぞる。

　カリンは素早く着地したかと思うと、そのまま優雅に身体をひねって大男の足を払った。

　支えを失った大男の身体が軽々と宙に浮き、後頭部から床に倒れこむ。頭蓋骨と石が硬質な音を立ててかち合い、大男はひゅっ、と喉のどの奥から息を吐き出して気き絶ぜつした。

（……すごい。動く人形のやることなど、せいぜいが踊りの相手くらいかと思っていた）

　セレネは瞬きを忘れて目を瞠り、感かん嘆たんの思いでカリンを見つめる。

　一方堂々と腰に手を当てたカリンは、真まっ青さおな目をそっと細めて男たちに囁いた。

「ざーんねん。あたしの創造主は、死なせないよ」

　何が起こったのかさっぱり理解していないらしい盗掘者たちは、曖昧な表情のまま凍りついている。そんな彼らの背後にアーセルが忍び寄り、懐から取り出した手しゆ布きんをそれぞれの口元にあてがった。

　ふたりはしばらくもがいていたが、すぐにぐったりとして床に転がる。

（人形師のほうも人形師のほうで、なんというか、手慣れたものだな……）

　よくこういうことをしているのだろうか？　と、ちょっと不安になったセレネの前で、アーセルとカリンは盗掘者とその護衛をすっかり縛しばり上げてしまった。

「どうにか終わったなー。カリン、どっか怪け我がとかしてないよな？」

　アーセルが訊きくと、カリンは大きく笑顔を作って胸を張ってみせる。

「大丈夫だよ。ぴんぴんしてる。相手も殺してないし！」

「ばか、殺さないのは当たり前だろうが！　人形が人間殺しちゃったら、あっという間に廃はい棄き処分だぞ？　ってまあ、俺が貴族を殺しても確実に死刑だけどな。大体こいつら、この都市の領主の息子だろ。……あれ？　殴って気絶させて縛り上げた時点で、ばれたら死刑か？」

　ふと真顔になるアーセルに、カリンは気楽に頭の後ろで手を組んだ。

「大丈夫だって！　領主さんにセレネを捜す許可はもらってるんだし。後々面倒くさいことになったら、全部バラッドに押しつけちゃえばいいんだよ。あのひと、綺麗でいいひとだよー。何か困ったことがあったらおいで、って、あたしにもよく言ってくれるし」

（バラッドというのは私を買った者の名だな。そうか、綺麗でいいひとなのか）

　セレネが密かに期待して耳を澄ませていると、アーセルは真顔でいきなりカリンの薄い肩をつかむ。

「──おい、カリン。お前、いつの間にバラッドのところに行ったんだ？」

「え？　いや、たまに会うじゃない。総そう督とく宮きゆうとかで」

「それだけか？」

　アーセルの言いように、さすがのカリンも少しきまり悪そうになって瞬く。

「なんだよ、会っちゃ駄目なの？　あんたのお師匠だろ？」

「うん、師匠だ。だからこそわかることもある。……あのな。バラッドは能力的には最高だ、顔も素晴らしい、そりゃもう綺麗だ、だけど普段の生活態度はあえて頑張って控えめに言っても最っ悪最低のごろつき以下だからな！　いいか、バラッドの言うことは信じるな、奴の誘いには乗るな、長いこと奴の塔とうにいるな、会うときは絶対外で、俺がいるところ限定だ！」

「う……うう？　わ、わかっ、た……わかったからそんなに揺さぶらないで、アーセル！」

　騒がしいふたりの様子に、セレネはがっくり気落ちした。

　やはりまた、自分を買ったのは駄目な人間なのだ。それでもまだ墓の中にいるよりはマシだろうか、とセレネが考えこんでいると、不意にアーセルがカリンの肩から手を離す。

　彼はセレネの椅子の前にやって来て、ごく自然に片膝をついた。

　途端にふわりと胸が軽くなり、セレネは少し安あん堵どする。

　臣しん下からしい、所しよ作さだ。これならいい。これならセレネも穏やかな女王でいられる。

　アーセルのことは『いざとなったときにもなるべく首をはねない人間』の名簿に入れておこう、などと思いながら見下ろすと、彼の強い瞳と視線が合った。

　表情をころころと変えているとどこか少年くさい印象のアーセルだが、こうして真面目な顔をしていればすっきりと凜り々りしい青年だ。そんな彼が、ただ一心に、まっすぐにセレネの瞳をのぞきこんでくる。
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（なんだ？　何かが妙だ。何か、慣れん。この男は他の人間とは違う。しかし、何が違うというのだ？　顔は普通だし、乱暴だとはいっても私にはこうして従順そうだし──）

　そこまで考えて、ふとセレネは気づいた。

（ひょっとして、きちんと臣下らしい礼を取られたのは、初めてなのでは？）

　そうだ。創造主から『女王』と呼ばれ、そのように振る舞ってきたつもりのセレネであったが、なぜか創造主以外の人間たちは誰も彼女を女王扱いしなかった。

　アーセルは世界で初めて、セレネにひざまずいた人間なのだ。

　とすれば、セレネはやっと悪党ではない人間と出会えたということになる。喜ぶべきことではあるが……どうも、この目は苦手だった。

（せめて私の美しさに見とれてくれればいいものを、大真面目に見られるだけというのはどうにもこうにもいたたまれん。こういうときはどうしたらいいのだ？　どうしたら一番女王らしく、気け高だかく見える？　ええい、初めてではさっぱりわからん）

　誰かそのあたりを教えてくれないものだろうか。そもそもなんで自分には教育係がいないのだろう？　そんなことを考えながら、セレネはなるべくさりげなく自分の膝あたりに視線を落とした。

　と、そこに絶妙の間でアーセルの声がかかる。

「──セレネ？」

　どこか疑問と不安を含んだ呼び声に、反射的にセレネの視線は跳ね上がってしまった。

　まずい、と思ったときにはもう遅い。セレネはアーセルの目をのぞきこんでいる。

　彼の瞳。穏やかな茶色の中いっぱいに広がる感情。

　どこまでも優しい穏やかな光。そして、その奥に潜むのは、底なしの悲しみと……驚き、だろうか。

（なぜ？　お前はなぜそうも悲しんでいて、驚いていて──どうして、それが私に伝わってくる、のだ）

　戸惑っている間にも、アーセルの感情がこちらに浸しみてくる気がする。胸の奥にある魔ま抱ほう石せきを叩かれているみたいで、胸がかすかに震えながら熱くなる。

　苦しい。できればアーセルから目をそらしたい。でも、できない。どうしよう、これは本当になんなのだろう？

　困惑するセレネの目の前で、アーセルの顔は一気に険しくなった。

「お前……っ！」

「何？　その子がどうかしたの？　アーセル」

　カリンが慌てて前へ出ようとするのを、アーセルは片手で制する。そのまま彼は革かわ帯おびにつけた物入れを探さぐり、レンズを幾つも重ねた眼鏡を取り出して耳へと引っかけた。

「黙ってろ、カリン！　この子、ひょっとしたら……」

　アーセルは物入れからさらに小さな小こ瓶びんをふたつ取り出し、他の空瓶でふたつの瓶の中身を合わせる。二種類の液体が入りまじると瓶から青い光が生まれ、薄暗い霊廟の中を照らし始めた。

（この光、創造主のアトリエで見たことがあるような気がする）

　おぼろげな記憶が甦り、セレネの胸騒ぎは高まる。

　アーセルは厳しい顔のまま、青い光をそっとセレネの上に滑らせた。大理石そのものの白く硬質な肌に、同じく真っ白で艶つやのある長い巻き毛。夢みるように半なかば閉じられた白いまつげと琥珀の瞳が織りなす、どこまでも冷たく高貴な容貌。そしてレースたっぷりの袖そでからのぞいた小さな手や、幅広の複雑な薔薇レースで縁取ったドレスと、お揃そろいの黒いボレロに囲まれた折れそうに細い首筋。さらにはエナメルの黒い靴と絹の靴下を穿はいたくるぶしあたりまでを素早く光で撫でてから、アーセルはかすれ声で囁いた。

「やっぱりだ。この子には魂がある。『魂持ち』だ」

（──！）

　いきなりの台詞に、セレネは小さく目を震わせた。

　魂がある？　自分に？……本当に？

（しかし、しかし……魂がある人形というのは、カリンのように動くのではないか？）

　セレネはこの世界に生み落とされた瞬間から、まったく動けなかった。だから誰もセレネに魂がある、などと言った人間はいなかった。そう、創造主でさえそんなことは言わなかった。

　今までおとなしく待っていたカリンも、さすがにびっくりして声を裏返す。

「何それ！　だって、セレネって『綺麗だけど動かない』ってのが有名な人形なんでしょ？」

　対するアーセルはセレネの足下にひざまずいたまま、苦しげに歯を食いしばった。

　かすかに肩を震わせ、どうにか深呼吸してから低い声で話し出す。

「ああ。だってこれじゃ動けない。──お前は知ってるだろ、カリン。どんな人形だって、みんな動くための仕組みは持ってる。魔抱石が世界から取りこんだ力を、身体中に張り巡らされた回路が運んでくれる仕組みだ。『魂持ち』っていうのは、まだはっきりわかってない幾いくつかの条件が嚙み合って、魔抱石がちゃんと動力として機能した人形のことなんだ。だけど彼女は元から身体中の回路がほとんど寸断されてる」

（なんだ、それは？　一体どういう意味だ）

　突然すぎて、セレネには何を言われているのかがよくわからない。唯一確かなのは、アーセルの話を聞いているうちに胸の魔抱石がじわじわと痛みだしていることだけだ。

　途方に暮れたセレネがアーセルの目をのぞきこむと、彼の顔は悲しげに歪ゆがんだ。

「やっぱり、見えてるんだよな、お前。それに、聞こえるし、考えてる。そうだな？　……俺の声、聞こえるよな、セレネ」

（ああ、聞こえるぞ。確かに見えている。考えても、いる……ひょっとして、これが魂があるということだったのか？　そもそもアーセル、お前はどうしてそのことに気づいたのだ。他の人間は誰も気づかなかったのに）

　セレネが疑問を覚えると、今度はアーセルの背後にたたずむカリンが声をあげた。

「わ、ほんとだ！　瞬まばたいた！　この子、目だけは壊れてなかったんだねえ」

（なるほど、瞬きか。アーセルが私の目ばかり見ていたのは、そのせいだな。しかし私は壊れたわけではないぞ。元からこうだったのだ）

　セレネが考えていると、アーセルの声が鋭く霊廟に響き渡る。

「壊れたんじゃない！　この子はわざとそう作られたんだ！　『時無しの人形師』くらいの人形師ならわかってたはずだ。魂持ちになる人形は、基本的にすごく綺麗に作られたやつに限られる。──これだけ綺麗な人形なら魂を持つ可能性が高いってことくらい、人形師には予測がついたはずだ。なのに、奴はこの子をわざと動けなくした。多分、誰にも彼女の魂を気づかせないために！」

　冷たいと言ってもいいほどの声に、セレネの石が再び拳で叩かれたみたいに痛む。

（……っ！　痛っ……なんだ、これは。共鳴でも、しているのか）

　セレネは慌てて痛みを抑えようとするが、どうにもうまくいかなかった。

　気晴らしに過去の安らかな記憶を繙ひもとこうとしても、どうしても目の前のアーセルのほうが気になってしまう。

　アーセルは震えていた。震えて、怒りに瞳を燃やしていた。けれどそれはあっという間に解ほどけて、今度はその瞳の上にひどい悲しみの色がせり上がってくる。彼の声はますます震え、かすれる。

「で、実際、気づかなかったんだよ、今まで、誰も。なあ……なんなんだよ、これ。どうしてそんなことになったんだ？　どうして誰も気づけなかったんだ。この子、こんなにまっすぐで雄ゆう弁べんな目をしてるのに、どこのばかどもがこの子を魂のない人形だなんて信じたんだ！」

　そこまで叫ぶと、アーセルは砕くだけるほどに歯を食いしばって身体を丸めてしまった。

「アーセル……」

　カリンが心細そうに名前を呼んでも答えない。

　そんな彼を見ていると不安になってしまい、セレネは心の中でアーセルに声をかけた。

（アーセル、大丈夫か？　何がそんなに苦しいのだ。身体の調子でも悪いのか？）

　セレネが問うたのとほぼ同時に、アーセルの口からも問いが零こぼれる。

「何年だ？　生まれてから、何年そうやって動けずにいた？　ずっと見てたんだよな。お前を魂のない人形だと思って、勝手に売り買いする人間たちのこと。ずっと黙って見てるだけで、あげくにこんな、墓の中に放りこまれて……誰もお前に話しかける人間がいなくなって、本当のひとりぼっちになってから、どれだけ経った……？」

（そんなもの、数えてなどいるものか。やたらと数を数えたがるのは人間だけだ。それよりお前、自分があんまりにも苦しそうなのをどうにかしろ。私は知っている、人間というのは人形よりもずっともろくて、すぐ死んでしまうものなのだ）

　セレネの答えは当然ながらアーセルには届かない。

　もどかしさにセレネがじりじりしていると、アーセルはやっと顔を上げた。

　疲れた様子の彼の顔は、すっかり涙に濡ぬれている。セレネは驚いて何度か瞬いた。

（──どうしたんだ、アーセル。なんだ、その涙は。なぜ泣く。涙というのは、すごく嬉しいときか、すごく悲しいときに出るものだろう。お前は今、すごく嬉しいのか？　……そうではないな。きっと悲しいのだろう。しかし、何が泣くほど悲しい？）

　セレネがアーセルの気持ちをつかめずにいるうちに、彼は涙の残る顔でぎこちなく笑った。あんまり格好のよくない泣き笑いだ。

　それでも、アーセルが笑うとセレネの胸の石は少しだけ温あたたまる。

　胸の熱がほんのりと緊張を解かしてくれて、セレネは心の中でほっとして頷いた。

（ああ、笑えるようなら、きっと身体のほうはまだ大丈夫だな。……うん。泣いているより笑っているほうがいいぞ、お前は）

　内心頷いているセレネの手を、アーセルの手がそっと握った。

　ところどころ少し固くなった、職人の指。

　──懐かしい、創造主に似た指。

　その温かみが広がって、セレネはかすかに目を細めた。

（少し無礼だが、今日は許そう。お前は私の王国で唯一、私を忘れなかった臣下なのだから）

　セレネの前にひざまずいたアーセルは、握りしめた彼女の指を軽く額に当てる。

　そんな彼の指は震えていた。彼の声も、まだ少し震えていた。

「ごめんな、セレネ。来るのが、遅すぎて」

　囁きが胸の石に浸みてくるのを感じつつ、セレネはとても不思議に思う。

（何を謝ることがあるのだろう？　お前は間に合った。私はまだここにいて、迎えを待っていたのだから。──喜ぶがいい。誇ほこるがいい。お前は間に合ったのだぞ、アーセル）
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　その後、アーセルはセレネをビロウドの布で包んで、とても大事に抱いて行ってくれた。

　箱になんか詰めずに、恋人みたいに優しく耳元で囁ささやいてくれた。

『帰ろう。お前の故郷へ』

（故郷──故郷って、なんだ？）

『故郷っていうのは、お前が生まれた場所のことだよ。大丈夫、無事に連れて行くからな』

　アーセルはセレネの考えを読んだように言って歩いて行く。

　セレネは彼の腕にすっかり身体からだを任せ、地下道に響くアーセルの足音を聞いていた。

　──かん、かん、かん。

　硬い床を打つ踵かかとの音。いつまでも止やまず、反射し続ける固い音。

　この音が響いているかぎり、セレネの身体はあの忌いま々いましい墓から離れていける。

　そう思えば、その音すらもいとおしい。

　──かん、かん、かん。

　規則正しい音。歯切れがいいのに、どこか優しい音。それを聞いているうちに、いつしかセレネの意識は夢の世界に迷いこんでしまった。

　懐かしい創造主の夢ではなく、穏やかな闇の夢。ひたすらの温かさの中にたゆたっているうちに、闇の中から聞こえる音は足音ではなくなっていった。

　──きりきりきり、かたん。きりきりきり、かたん。

　何かが巻かれて、何かと触れ合う。そんな不思議な音が聞こえる。

　同時にふわりと乾いた花の匂いが漂ただよって、セレネは少しばかり我に返った。

（知らない匂いがする。ということは、もう夢の中ではないのだな。ここは一体どこだろう？　ちゃんと、墓の外か？）

　もしも目を開けたとき見えるのが、あの灰色の霊れい廟びようだったら。

　そう思うと身体が芯から冷える。アーセルなんて最初からいなかったとしたら？　創造主の甘い夢の代わりに、墓から助け出される夢をみていただけだったとしたら？

　灰色の不安に身体を浸ひたすセレネの背を押すのは、ほんの小さな優しい音だけ。

　──きりきりきり、かたん。

　大丈夫。目を開けても、きっと怖いものは見えないよ。

　音にそんなことを言われているような気持ちになって、セレネはおそるおそる目を開けた。

　途端に強い光を感じ、琥こ珀はくの瞳が刺されたように痛む。

「光を感じるなら、ここは墓の外、だ」

　セレネは考え、痛む瞳にどうにか力をこめた。

　黄こ金がね色いろの陽光が容赦なく視界を満たし、そこにあるすべてを輝かせる。

　セレネの眼前にはとにかくたくさん物があった。

　あまり広くはない部屋を埋うめているのは、人形の部品や、工具や、大小様々な歯車や、書物など。あとは何がなんだかさっぱりわからないがらくただ。ぎりぎりの均きん衡こうを保って積み上げられた物のせいで、壁も床もほとんど見えない。窓だって下半分がつぶれている有あり様さまだ。

　セレネの目を射いた光は窓の上半分から温かに射しこみ、室内の埃ほこりを砂金みたいにきらめかせていた。

「──物もの置おきに入れられた、のか」

　そう思っても、あまり嫌な気分にならないのが自分でも不思議だった。

　だって、ここはなんだか温かい。

　──きりきりきり、かたん。

　さっきからしていた優しい音を追ってみると、音の源みなもとは壁際に置かれた大きな置き時計だった。文字盤には月星の絵が見える窓があり、その上には金属製のフクロウが載っている。

　時間が進むにつれ、きりきりきり、とフクロウが首を回しては、かたん、と元に戻っていく仕掛けだ。

「変な仕掛けだな。あまり優美な造ぞう作さくでもなし、制作者の好みがさっぱりわからん」

「なんだ、起きたの？　あんた」

　フクロウに注目しているところへ声をかけられ、セレネはぎょっとして扉のほうを見やる。

　ごちゃついた部屋の扉はいつの間にか半分くらい開いていて、薄暗い廊下に真っ赤な髪をした少女人形が立っていた。見覚えのある彼女の姿に、セレネは微笑ほほえむ。

「おや、アーセルが連れていた人形か。やはり墓を出たのは夢ではなかったのだな。しかし改めて見ると、この子には貴族的美しさというものがさっぱりないな。実に庶しよ民みん的だ。女王たる私が言葉をかけるべき相手かは疑うたがわしいが、ここは鷹おう揚ようなところを見せてやろう。何しろ今の私は割合気分が良い。品のない人形相手にも、心の中で優しく声をかけるくらいのことはしてやるのだ。──さて、カリン。くるしゅうない。もっと近くへ寄ってよいぞ」

　そこまでセレネが考えたところで、カリンは思い切り素すっ頓とん狂きような声を出す。

「は？」

「うん？」

　何か変だな、とセレネは瞬まばたいた。

「何やらカリンの反応が過か剰じようのように思えるな。一体どうしたことだ。アーセル、お前は少し、人形の教育を間違ってはいないか？　そもそもアーセル、お前はどこにいるのだ」

　アーセルの姿を探してきょろつくと、作業台にのっかっている粗末な毛布の塊かたまりが目につく。不審に思ってよくよく眺めてみると、毛布の端からは茶色い髪が零こぼれていた。

「──ひょっとしてお前、その毛布の下か？　紛まぎらわしいことをする。私はてっきりぼろ切れの塊かと思ったぞ。むしろそういう仮装だったのか？」

「ちょっと！　さっきから黙って聞いてりゃ、何がぼろ切れの塊だよ！」

「む？」

　セレネが首をひねっていると、カリンはつかつかとセレネの目の前までやって来て、目の前に人差し指を突きつけた。

「む、じゃない！　あんた、綺麗な顔してれば何言っても許されると思ってるんでしょ！　あたしは許さないからね！　大体あんた偉そうなんだよ！　アーセルがあんたのために何日頑張ったと思ってんの？　アトリエに帰って来てから、ほとんど寝てないんだよ？　なのに何がぼろ切れの塊!?　それになんなの、『くるしゅうない』って。そんな言葉、聞いたことない！」

「ほう、なんともよく回る舌だな。無礼もここまで来るといっそ小気味よいぞ。しかし『くるしゅうない』を聞いたことがないというのは、お前が物知らずなだけではないか？」

　セレネがさらりと言うと、カリンはぽかんと口を開けた。

　これまたみっともない表情だな、とセレネが面白く観察していると、カリンはどうにか気を取り直して猛もう然ぜんと怒ど鳴なりつけてくる。

「冗談じゃないよ！　あたしはそこらの人形より、よっぽど物知りなんだから！　だってアーセルの人形だもん。他のとこの人形みたいに、お辞じ儀ぎとか踊りの仕方だけ習ってるわけじゃないもん！　本だって読めるし、簡単な時計の仕組みだって知ってるんだ！」

「それは確かに珍しいな。ならば──うん、きっと私が墓に入っている間に長い時間が経って、私の言葉は古風になってしまったのだな。それでお前は私の言葉を理解できないのだろう。可か哀わい想そうに。しかしお前、古い言葉は知らないのに、私の心を読む力はあるのだな？　それは素直に羨うらやましいぞ。私にもできる技なら覚えたいが、何かコツはあるのか？」

　一息に言い終えて、セレネは自然に小さく息を吐く。

　そして改めて何度か瞬いた。

　──息？　息ができるのか、今の自分は。

　と、いうことは？

　試しに何度か呼吸してみているセレネに、カリンは少し複雑な表情になって答えた。

「心を読む？　あんた、ほんとに何言ってんの？　心なんて読めるわけないだろ！　あんた、さっきから喋ってるじゃないか。アーセルに修理されて、声が出るようになってるんだよ」

　声が出る。

　言われてみれば確かにそうだ。

　さっきから、考えるだけのときとはいちいち何かが違っていた気がする。けれどまだいまひとつ『喋っている』実感が湧わかなくて、セレネは首をひねった。

「そうか。……そうだな。うん、そうとしか思えん。息が吐けるなら声も出るものな。──ふむ、これが私の声か。初めて聞く割に違和感がないのはよいが、自分だとあまり声の良よし悪あしというものがわからんな。ちゃんと私にふさわしい美声が出ているのだろうか？」

　生まれて初めて動かす舌は思ったよりなめらかで、言葉を紡つむぎ出すのに苦労はなかった。少し面白くなってきて、セレネは喉のどから長く息を吐き出してみる。

　すると喉の奥から歌みたいな優しい音が零れ、セレネの心は一層浮き立った。

　彼女は軽く微笑み、ひとりで熱心に頷うなずく。

「悪くない。むしろかなり上出来だ。アーセルは良い仕事をした。ここは何か褒ほう美びをやらねばなるまい。カリン、すまんが彼を起こしてくれるか？」

「なんで起こすの!?　あたし、言ったよね？　アーセルはあんたの整備で疲れて寝てるんだよ？　それにどうして、あたしがあんたの言うこと聞かなきゃならないの？」

　カリンは嚙かみつくように言ってくる。

（丁てい寧ねいに頼んでみたつもりなのだが、難しい子だな。まあいい、徐じよ々じよにしつけていこう）

　セレネは寛大に考えて、堂々と告げた。

「それは私が女王だからだ。女王には誰もが従うべきなのだぞ」

「女王って、どこのだよ！」

「世界の女王だ。つまり、世界で一番偉いのが私なのだ。ひざまずいて崇あがめたててもよいぞ」

「あんたほんとにおかしいんじゃないの？　あたし、全然そんなことしたくないけど！」

　さも嫌そうに言われ、セレネはまた首をひねる。

「そうか？　おかしいな。確かに、私の創造主がそのように言ったのだ。『いいかね、セレネ。お前の前に出れば、ありとあらゆる人間と人形がひざまずく。お前は誰より美しい、女王なのだから──』」

　ひとつひとつ思い出して言葉にしている途中で、セレネは横から変な音がするのに気づいた。ちらりと見ると、作業台にわだかまった毛布がふるふると震えている。

　直後、作業台に突っ伏していたアーセルが、毛布をはねのけて笑い始めた。

「は、は、はははは！　いいなあ、それ！　あのな、セレネ。そりゃ、人形師の言った単なるのろけだよ」

「のろけ？　そんな言葉は知らん。下町の俗ぞく語ごではないか？」

　セレネが首をひねっているうちに、アーセルは笑いの残る顔でじっとセレネを見つめてくる。

（うっ。またこの目か。やっぱり少し苦手だ）

　セレネはこっそり視線をそらしたが、アーセルは立ち上がってセレネの顔をのぞきこんだ。

「無事に声は出てるみたいだな。身体はどうだ？　ちゃんと動くか？　気分は？　どこかおかしいところは？」

「そういっぺんに訊きくな！　私とて起きたばかりなのだ。まだすべてを把は握あくしてはおらん」

　セレネは不機嫌そうに言い、自分の指に視線を落とす。

　奇跡的なまでに繊細な造作の白い指は、小さな椅子の肘ひじ掛かけに置かれていた。

（これが──この指が、動くというのか。しかし、一体どうやったものか……）

　初めてのことに困惑するセレネだが、意識が指に集中すると、彼女の指は勝手にぴくりと動いた。セレネは思わず息を吞み、動いた指から身を引きかける。

「なっ、な、な……アーセル、やはり無理だ、奇妙だ、これは！　私は動かなくていい！」

　セレネが混乱して叫ぶと、アーセルは素早く彼女の椅子の前に膝ひざをつく。彼の両手が肩の上に置かれ、セレネはびくりと全身を震わせた。

　まっすぐに見つめてくるアーセルの目が、相変わらず恐ろしい。

　でも、両肩に載ったアーセルの手の重みは、少しだけ安心だった。

　アーセルはすぐに穏やかで落ち着いた笑顔になって言う。

「大丈夫。まだ慣れてないだけだ。すぐに思いどおりに動くようになるよ。俺がお前のこと、変に動かないように押さえてるから。まずは右手からやってみないか？　自分の右手を見て、動け、って命令するんだ。──わかる？」

「そのくらいわかる。私は女王なのだぞ。命じるのは得意だ」

　口ではそう言いつつも、セレネの胸の魔ま抱ほう石せきは緊張で冷たくなっている。セレネはこわごわ自分の右手を見下ろし、アーセルに言われたとおり、『動け』と考えてみる。

　すると、小指と親指以外の三本が、ゆっくり持ち上がって、すぐに下がった。

　アーセルは真剣な面持ちでその様子を見つめ、小さく頷うなずく。

「……よし。もう一度できるか？」

「できるに決まっている。当たり前だろう。お前はもっと臣下らしく喋れ、アーセル」

　こんなことを教えられているのがどうにも恥ずかしく、セレネはついつい文句をつけた。

「ちょっと、あたしのアーセルに何言ってるんだよ！」

「カリン、我慢我慢。この子はお客さんなんだから、丁寧に扱ってくれ。──さ、陛へい下か。もう少し頑張りましょう」

　アーセルは軽くカリンに言い聞かせ、セレネに向かって丁寧な言こと葉ば遣づかいをしてみせる。

（む、なぜだ。この男、丁寧に喋ってもあまり臣下らしくないな）

　内心複雑になるセレネだが、ここで音ねを上げるのもしゃくに障さわる。

　とにかく手を動かしてこいつを見返してやろう、とばかりに真剣に集中すると、もう一度指が持ち上がった。

（よし、いい子だ。なんならもう少し、上に上がってもいいのだぞ）

　そう自分の腕に語りかけてやると、セレネの細い腕はごくゆっくりとだが、肩を支点にして上がり始める。

「お上手ですよ、陛下。その状態で、指も動きますね？」

「当然だ。このようなもの、幾いくらでも動く」

　言ってから、動かなかったらどうしよう、と少しひやりとする。けれど一度腕が持ち上がったことで緊張が解けたのか、セレネの指はそう集中しなくても思いどおりに動き出した。

　少し安心して左手のほうも試してみると、こちらも同じようにきちんと動く。

「おお……動いているな。どうだ、アーセル？　すごかろう？」

　なんだかわくわくしてきて、セレネは淡く微笑んで胸を張った。

　それでもアーセルはしばらく真剣な顔を崩さなかったが、いきなり満面の笑顔でセレネの身体を搔かき抱いだく。

「すごい！　すごいよ、セレネ、おめでとう！　やあ、ほんと、よかったなあ！」

「な、ま、待て、お前、これはいささか親しすぎっ……うわ、持ち上げるな！　危ない！」

　うろたえるセレネの両脇に手を入れて、アーセルは彼女を高々と掲かかげてしまう。

　そのまま踊り出しそうな勢いで、アーセルはカリンに浮かれた声を投げた。

「カリン！　お祝いだ、お祝い！　セレネが直ったお祝いに、上で朝ご飯にするぞ！　水とビスケットでいいから、台所から取って来てくれ！」

「ちょっと、なんだよアーセル、そんないきなり！　大体その子、他のとこの子だよ!?　そんなふうに触らないでよ！」

　カリンはむきになって叫ぶが、アーセルはあっさりしすぎなほどにあっさり答える。

「はあ？　何言ってんだ、お前。しょうがないだろ。セレネはまだちゃんと歩けるようになるまでは時間がかかる。お前は跳んだり走ったりできるんだから、俺が赤ん坊みたいに抱きかかえてやる必要はないの。それより俺、昨日からろくに食べてないから腹減っちゃって。朝ご飯、食べたいんだけどなー？」

　アーセルが言った直後、駄目押しのように腹の鳴る音が辺りに響く。

　こうなるとカリンも逆らえないようで、ぐっと詰まった後にアーセルに抱かれたセレネを睨にらみつけながら言った。

「──わかった。わかったけど……いい？　あんた、あんまりアーセルにべたべたしないでよね。創造主はあたしのなんだから！」

「それは私に言っているのか？　カリンとやら。ならばよく見ろ、私がべたべたしているのではなく、この男が勝手に私を抱き上げて──」

　セレネが説明を終える前に、カリンはとっとと身を翻ひるがえして隅すみの階段から降りていってしまった。こんなのは理不尽だ、とセレネは眉根を寄せる。

「なんなのだ、あの子は。奔ほん放ぽうなのはいいが、いささか勝手すぎないか？　アーセル、お前の教育、が……っ!?」

「さ、上に行きますよ、陛下！　俺のアトリエ、中はかなりむさくるしいんですが、上からの眺めは最高ですから。水すい葬そう都と市しが一望できます」

　アーセルはアーセルで、セレネの言うことをちっとも聞かない。彼はセレネを片手で抱き直すと、鼻歌交じりで作業室の隅から梯はし子ごを引っ張り出してきた。

　セレネの身体はアーセルが動くたびに大きく揺れて、セレネは悲ひ鳴めいじみた声をあげる。

「あ、アーセル！　私を抱いているのを忘れるな！　そんなに動いたら落ちてしまう！」

「そりゃ、両手を離してますからね。俺の首につかまってください。こう、腕を回して」

「腕？　回す？　こ、こうか？」

　セレネが必死に自分の腕に『動け』と念じると、細い腕は勢いよくアーセルの首にしがみついた。すると目の前にアーセルの横顔がせまって、セレネの胸の石は一気に熱くなる。

「っ……こ、これは、駄目だ！　位置が近い！　女王と臣下にしては近すぎる……か、顔が」

「大丈夫ですって、そんなことより安全第一です。俺は気にしませんから」

「違う！　お前の気持ちはどうでもいいのだ、私が気にすると言っている！」

　セレネが懸命に怒ど鳴なっている間に、アーセルはさっさと梯子を上っていった。

　彼は片手で器用に天窓の掛け金を外し、肩で板戸を押しのける。

（うわ……！　すごい、光！）

　途端にあふれた金色の光に包まれ、セレネはびっくりして目をつむった。

　すぐにぐっと身体が持ち上げられる感覚があり、温かな大気がセレネの全身を包みこむ。

　同時に押し寄せるのは水の匂い、風の匂い、木の匂い。鮮やかすぎる世界の匂い。

（こんなのは……初めてだ。すごい。──少し、怖い）

　初めての感覚にセレネが小さく震えると、アーセルの腕が彼女を強く抱き直した。

　確かな力が身体に触れる。そして耳元には、優しい声が落ちた。

「光に慣れたら目を開けてみてください。ここが陛下の故郷、水葬都市ですよ」

「水葬都市──」

　どこかで聞いたことがある都市名だ。セレネを買った人間たちが、何度かその名を厳おごそかに囁ささやき合っていたような気がする。

（それが私の故郷の名、なのか……？）

　覚えていない、というより、多分セレネは故郷のことをはっきりとは知らなかった。創造主は都市の名前なんかセレネには教えなかった。

　彼が教えてくれたのは、ただひたすらに愛の言葉だけ。

　そしてセレネが創造主のもとで見ていたのは、創造主のアトリエと創造主自身だけ。

（でも、ここが私の故郷だと言うなら──創造主もここにいるのかもしれない。だとしたら、私は目を開けなくては。あのひとを、見つけなくては）

　創造主のことを思えば心がふっと強くなる。セレネは覚悟を決め、ゆっくりと目ま蓋ぶたを開けた。

　同時に視界に飛びこんでくるのは、恐ろしいまでの青色だ。

「これは……」

　我知らず言葉が零れ出て、ついつい口が半開きになる。

（綺麗だ……！　あんまりにも、美しい。そして、奇妙だ。こんな景色、見たことがない）

　声にならない思いを抱え、セレネは目の前の光景をひたすらに見つめた。

　信じがたいことではあるが、この街は巨大な穴の中にあるようだった。

　真っ青な空はぐるりと円形に切り取られ、切り立った壁の底には石で造られた建物がびっしり生える。どれも凝こりに凝った造りの三階から四階建ての建物が、所狭しと肩を並べていて、隙間などほとんどない。

　わずかに隙間と言えるような場所には、残らず鮮やかな青が光っていた。

　──青。

　陽光を受けてきらめく、信じられないほどに鮮やかな青が、青いエナメルの縁取りのように家々の間を埋めていた。

「水──なのか？」

　かすかに震える声で問うと、すぐにアーセルの声が答える。

「ええ。水路です。この街じゃ、道よりも運河のほうが多いんですよ」

　彼は当然のように言うけれど、それはなんて不思議なことなのだろう。

　水に浸された街には朝の光が注いで、都市の景色を二分している。

　穴の壁から落ちる影に覆われた部分では、水路だけが不思議に薄青く光る。

　対して陽光を受けた部分では、青い水面がにぎやかにきらめき、さらには水路沿いの家々についた金の飾りもきらめいていた。

（すごいな。いつだったか、誰かに見せられた細さい密みつ画がのようだ──金や、エナメルや、細かく砕いた宝石で作ったような景色だ）

　完全に魅み入いられているセレネに、背後から彼女を抱いたアーセルが訊いてくる。

「懐かしいですか？」

「懐かしい？」

　セレネはふと首をかしげ、アーセルの顔を見上げた。

「……わからん。懐かしいというのは、そもそもどのような感情だ？」

「うーん、説明するとなると難しいな。……あなたはこの街で作られたはずなんですが、この景色で何か思い出したりしません？」

　アーセルは困り顔になって訊き返してくる。

　言われて改めて景色を見やるものの、そこに広がるのはやはり、生まれて初めて見る世界だった。何かを思い出そうとすれば、創造主の香りだけが甦よみがえる。

　ほとんど自動的に切ない気分になり、セレネは白いまつげを伏せてつぶやいた。

「創造主のことは覚えている。──少しだけ。だが、彼と一緒にいた頃の私は、ずっと創造主の部屋の中だったのだ。外のことは知らん。別に知りたいとも思わなかった。創造主の部屋は、この物置とは全然違う、すばらしく美しい部屋だったはずだしな」

「いや、その、えーっと。念のために言っときますが、この下は物置じゃなくて俺の作業室ですから！　あそこはちょっとごちゃついちゃいますが、他の部屋なら多少は……」

「美しいのか？」

　セレネが少し顔を上げて訊くと、アーセルはぐっと詰まって視線を宙に泳がせる。

「あー……普通、かな。だけどほら、からくりとかが面白かったでしょ？　フクロウの時計があったの、見ましたよね。あれ、俺が作ったんです。あんなふうにそれっぽく動く仕掛け時計なんて、どんな宮廷を探したってありませんよ」

「うん、珍めずらしかったが、なんというか、変だった」

「そ、そっか……変、ですか。──やっぱり俺、美意識おかしいのかなあ」

　セレネの素直な感想に、アーセルの肩が微妙に下がる。

　ぼやきながらさらに遠くを眺め始めたアーセルに、セレネは思わず少しだけ微笑んだ。

（変わり者だが、悪い人間ではなさそうだな、この男）

　強い視線はきまり悪いが、彼のくるくる変わる表情を見ていれば、どんなに暗い気持ちも自然に晴れる。何よりアーセルは、セレネを墓から連れ出してくれたひとだ。

　セレネはそっとアーセルの胸を押して彼との距離を広げ、薄く磨いた貴石の爪を貼った手を彼の目の前に持ち上げた。

「美意識はおかしいように思うが、よい。許す。お前は私を助けてくれたからな。褒ほう美びをやろう。……さ、口づけるがよい」

「──え……？」

　虚きよを突かれた風にアーセルが瞬く。

　ほとんど同時に、屋根に開いた窓からカリンの真っ赤な頭が飛び出した。

「駄目ーっ！　駄目、駄目、何それ口づけとかどういう冗談!?　そんなの絶対駄目っ！　アーセルは、あたしのっ！」

　カリンは大声で叫んで屋根に這はい上がると、横からアーセルの首にがっしとしがみつく。

「っ、おい、こら、よせって！　目覚めたてのガキじゃないんだから、カリン！」

　アーセルは慌ててセレネを屋根に置き、カリンをもぎ離そうと必死になった。

　そんなふたりの不可解極まる行動を眺め、セレネは少し眉をひそめる。

「どうした、カリン？　私は彼に褒美をやるだけだ。別に酷ひどくも痛くもしない。お前は無知だから知らないかもしれんが、女王に口づけるのは全世界最高の栄誉なのだぞ。私は今まで、創造主にしかさせていないのだ」

「だから、それが駄目だって言ってるの！　ほら、やめてよっ！」

　カリンは懸命に叫び、アーセルを放してセレネの手を強くはねのけた。

　その拍ひよう子しに、セレネの軽い身体はぐらりと揺らぐ。

（む？　いかんな、このままだと屋根から転がり落ちるぞ）

　そう想像はつくものの、とっさにどう動いたらいいのかはわからない。困った、と思っているうちに目に映る光景が反転し、身体は緩ゆるく傾けい斜しやした屋根を転がっていく──かと思いきや、途中で回転がぴたりと止まった。

　何度か瞬いて頭上を見上げると、アーセルの顔がある。

　彼が自分の腕をつかんでいるのを確かめ、セレネはほっとして頷いた。

「お前は素早いな、アーセル」

「──はー……よかった。危ないとこでした」

　アーセルはすっかり血の気の失せた顔で言い、セレネを慎重に元の位置まで引き上げる。その後、縛しばりつけるようにぎゅっと抱きしめられて、セレネは少しびっくりして瞬いた。

（この男、抱きしめ方も、他の人間とは違うのだな）

　セレネがどことなくきまり悪くアーセルの胸に顔を埋うずめても、今度はカリンも怒る様子はない。むしろ、ふたりを見つめたままどこか怯おびえているようだ。

「あ……アーセル。その……ごめん。あたし、その子、もう動けるんだと思って……」

　さっきまでとは打って変わったか細い声に、アーセルの表情は複雑なものになった。

　彼は細く息を吐いた後、怒りと緊張を秘めながらも静かに言う。

「謝るならセレネにだろ。いいか、セレネは今日初めて動いたんだぞ？　すぐお前みたいに動けるようになるわけないだろう。それに、この街の水路の水には魔抱石を溶かす作用がある。お前たち人形が落ちたら最後だ。──お前は知ってるはずだよな、カリン。俺が何度もちゃんと教えたんだから」

（魔抱石を、溶かすだと？）

　なんだか恐ろしい話に、セレネは緩やかに瞬いて屋根の下を見下ろした。

　三階建てらしきアーセルのアトリエの脇にも、裏路地めいた細い水路が走っている。鏡のように陽光を照り返す美しいあの水に、そんな恐ろしい作用があるなんて。

（そんなところに落ちそうになったのか、私は）

　改めてセレネの身体が小さく震える。その震えを感じたのか、アーセルの腕にこもる力はさらに少し強くなった。

　カリンのほうはカリンのほうで、セレネよりもっと苦しそうだ。彼女はうつむき、自分のつま先あたりを見つめながらうめくようにつぶやく。

「わかるけど……」

「けど、か。──珍しくねばるな。どうした、何がそんなに引っかかってる？」

　辛しん抱ぼう強づよいアーセルの問いに、カリンはいきなり顔を上げて叫ぶ。

「だってその子はあんたにべたべたして、なんにもできないのに偉そうで！　ずるいよ、やだよ、見てると苦しい！　ねえ、言ってよ。アーセルの一番はあたしでしょ？　あたしのほうが綺麗だよね？　あたしのことが一番好きだよね、アーセル。あたしのこと、いつか奥さんにしてくれるよね！」

　途端にアーセルの身体が少しこわばった。動揺しているのだろうか、とセレネが見上げてみると、アーセルの顔はあくまで穏やかな無表情だ。

（でも、どこか雰囲気が冷たくなったな）

　セレネがひっそりアーセルにくっついていると、彼は静かにカリンを呼んだ。

「──カリン」

　同時にカリンの身体は可哀想なほどに震え、硬直する。

　彼女を見つめたアーセルは、まずはセレネを天窓の窓枠にしっかり座らせた。

「ここ、しっかりつかまっていてください。大丈夫そうですか？」

「ああ。安心しろ、私は女王だ。さっきのような無ぶ様ざまな真ま似ねは何度も見せない」

　セレネがこくりと頷くと、アーセルはかすかに笑ってからカリンに向き直った。

「いいか、カリン。もう何度も話したはずだ。お前は俺のとっても大事な人形だ。生まれて初めて作ることができた、『魂持ち』の人形なんだから。わかるな？」

「わかる。わかるよ。それって『運命』ってことだよね。あたし、いつかあんたに恋して人間になれるんだよね？」

「それはない」

　アーセルが言い切った瞬間、カリンは大きく目を見開いて震えた。

（──っ、つ、痛……い。なんだ、これは）

　聞いているだけでセレネの胸も痛くなってしまい、彼女はかすかに顔を歪ゆがめる。

「なんで？　どうして!?　あたしはこんなに、こんなにあんたのことが大好きなのに！」

　カリンの叫びが、必死の顔が、セレネの胸に響く。心に響く。そうだ、セレネだって創造主のことは大好きだった。創造主が世界のすべてだった。セレネの創造主は、いつだってセレネが一番だと言ってくれた。

　けれどアーセルは、カリンの頭を撫なでてきっぱり言う。

「あのな、俺にとってお前は娘みたいなもんなの。娘に恋なんかできないだろ？　そうじゃなくたって、俺は人形に恋はしないよ。悪いけど、人形と人間はやっぱり違う。俺が恋人をつくるなら人間を選ぶ。だからお前も、俺なんかやめとけ。な？」

「そんなの……噓だ、噓だ、絶対噓！」

　カリンはすがるように叫び、アーセルに向かって手を伸ばす。

　けれどアーセルはその手を取ろうとはせずに視線をそらした。

「この話はここまでだ、カリン。そんなことより、お前はこの子──じゃなくて、陛下がここにいる間はちゃんと面倒を見てやってくれ。仲良くして、動き方を教えてやるんだ。いいな？」

「待ってよ、アーセル！　今はこの子の話をしてたんじゃないよ！」

　カリンがどうにか食い下がろうとしているところへ、下から鋭するどい口笛が響いてくる。

　なんだろう、とセレネがそちらを見やりかけると、急にアーセルがこちらを振り向いた。

「──陛下、ちょっと失礼します」

　少しこわばった声で言うと、アーセルはセレネの腕を取って彼女を屋根の上に引き倒した。さらに自分の肩にかけていた上着をセレネの上へかけてしまう。

（む？　これはなんなのだ、一体。遊び、というわけでもなさそうだが）

　セレネがこっそり上着の下から様子をうかがっていると、アーセルは屋根の縁まで行って、下のほうに合図を送ってからすぐに戻って来た。

「アーセル、今のあれ、バラッドのとこの舟だよ？」

　おそるおそる言うカリンに、アーセルは軽く頷いてからセレネを抱き上げた。

　そのまま梯子を下りながら彼は答える。

「ああ。俺が帰って来たのに全然報告に行かないもんだから痺しびれを切らしたんだろ。──陛下。物置同然のとこで申し訳ないですが、少しの間、カリンとここにいらしてください」

　どことなく険けわしい顔のまま、アーセルはセレネを赤い革かわを張った人形用の椅い子すに座らせる。

　その迫力に圧おされて反論もできず、セレネは曖あい昧まいに頷いた。

「うむ。かまわんが、なんとも忙しい男だな」

「申し訳ありません、すぐに帰って来ますんで。カリン！　俺はこれから師匠のとこに行ってくる。俺が留守の間、セレネのことは頼んだぞ。いいな、まだ外へは出すなよ。あと、客が来ても俺が留守だって言って全部断れ。セレネがここにいるってことは誰にも言うな」

「ええっ、ちょっと、待ってよアーセル！　話が、まだ……！」

　焦って叫ぶカリンには答えず、アーセルは作業台に放置してあったビスケットの紙包みと葡ぶ萄どう酒しゆの小こ瓶びんをさらって出て行ってしまう。

（ふむ。バラッドというのは私の持ち主だろうに、何か引き渡しの手続きでもあるのか？　とりあえずカリンとふたりきり、という状況なわけだが……この子、私を嫌って水路に落とそうとしたりしないだろうか？）

　残されたセレネは少し警戒してみるが、カリンはそれどころではなさそうだった。

　アーセルが出て行った扉を見つめて呆ぼう然ぜんとたたずみ、やがて小さく肩を震わせ始める。

「……酷いよ……アーセル、あたしのことなんてどうでもいいんだ。好きじゃ……ないんだ」

　絞しぼり出すように囁くと、カリンは白い両手に顔を埋めてしまった。

　セレネは少々考えた後、一向に顔を上げる様子がないカリンに声をかける。

「カリン」

「軽々しく呼ぶな！」

　すぐさま怒鳴り声が返ってくる。セレネは首を傾げて訊いた。

「重々しければいいのか？」

「っ……！　そういう問題じゃないよ！　とにかく話しかけるな、ってこと。あたしは今落ちこんでるの！　それに、あんたのこと嫌いだし！」

「嫌われているのはわかっている。状況的に仕方あるまい。しかしな、カリン。アーセルの名誉のためにも言っておくが、お前は充分創造主には愛されているし、少なくともすごく信頼されているぞ」

　だからそんなに落ちこむことはないのだぞ、と続けようとしたところ、カリンが怒りの形ぎよう相そうで振り返り、つかつかとこちらへ歩み寄ってきた。

　彼女はセレネの座った椅子から数歩の距離で立ち止まると、嚙かみつくように言う。

「いいかげんにして！　あんたにあたしたちの何がわかるっての？　いきなりあたしたちのアトリエに割りこんできて、適当なこと言わないでよ！」

　適当なことなど言っていないのだが、とさらに首をひねり、セレネは続ける。

「適当も何も、私が言っているのは本当のことだ。お前は今、混乱して叫んでいるから、まともにものが考えられないだけだと思う。いいか？　アーセルはアトリエの外どころか都市の外の危ない場所にまでお前を連れて行っていたし、今も私とお前をふたりっきりにしているだろう？　なぜだと思う？」

「そんなの、あたしのことがどうでもいいからだよ」

　なおもふてくされて視線をそらすカリンに、セレネはあっさり言った。

「お前はばかだな」

「何それっ！　あんた、ほんとむかつく！　あんたなんか直んなきゃよかった！　いっそまた壊れちゃえばいいのに！」

　カリンはムキになって地じ団だん駄だを踏むが、けしてセレネには手を触れようとしなかった。

（これはまた、困った子だ。あまりに感情豊かに過ぎる。これでは買い手も難しかろう。ここはひとつ、私が女王として一言びしっと言ってやらねばならん。アーセルはどうだか知らんが、私は邪悪だからな。言いたいことを言ってしまうのだ）

　セレネはそう心に決め、整備されたての喉を使って一息に告げる。

「本当のばかをばかと言って何が悪い。アーセルはお前が私を嫌っていることを知っていた。それでも私たちをふたりっきりにしたのだから、お前は絶対に私のことを傷つけない、と信じているに違いない。これが信頼でなくてなんだ？　そんなこともわからないなら、お前は創造主のことを全然理解していないただのばかだ。この大ばかめ」

「……っ……！」

　カリンは大きく息を吞み、何かを言おうとしているようだった。何度も怒鳴りかけ、結局やめて、それを繰り返していくうちに段々泣きそうな顔になってくる。

　こっそりとそんな表情の人間らしさに見とれながらも、セレネは静かに告げた。

「アーセルが私に敬意を払うのは、私が女王だし、美しいから仕方のないことだ。だが、それ以上のことは何もない。私の創造主は彼ではないしな。それに、見るがいい」

　言葉を切って急に椅子から立ち上がってみせると、足下がふわふわして腹の底から軽い恐怖が湧き上がった。どこに足を置いていいのか、どこに体重をかけたらいいのかわからない。全身がふらつく。それでもセレネは、えい、とばかりに見よう見真似で片足を踏み出す。

　途端にかくりと膝から力が抜け、セレネは顔からぱったりと床に倒れた。

「ちょ、ちょっと！　何やってんだよ、あんた！」

　カリンは大慌てで叫び、すぐにセレネの身体を抱き起こしてくれる。

　セレネは素直にカリンの腕にすがって床の上に座り直し、心配そうな彼女の顔を見上げて優美に頷いた。

「ほら、このとおりだ。私はまともに歩くこともできない。この点においては実にみっともない。威い厳げんをもって認めよう。それに比べて、墓の中で見たお前の動きはすばらしく綺麗だったぞ。目の保養であった。あれが、お前の持つ『美』というものだ」

「何、それ。慰なぐさめてくれてるつもり？」

　カリンは戸惑った様子で顔をしかめた。

　慰める──さて、慰めるというのはどういうことだろう。セレネにはあまり見当がつかなくて、彼女は小さく首を横に振る。

「ただの感想だ。きっと誰もがそう思う」

「……そんなことないよ」

　カリンはまだ頑かたくなに言い、セレネから視線をそらす。

　セレネは少しむっとして、カリンの袖そでを引きながら身を乗り出した。

「わからん奴だな。聞け、女王たる私の感想だぞ？　ありがたくてひれ伏したくなるのが普通なのだ、疑うたがうなどもってのほかだ。そもそもお前が否定しても、お前の美しさは消えはしない。そこはとっとと諦あきらめろ。私は自分の美しさについてはすっかり諦めている。私たちはこの美しさゆえに人間の欲望の的になって売り買いされる。それが人形の運命だ。──女王たる私ですら、その運命からは逃げられん」

　セレネが言い切ると、カリンはふと戸惑ったような顔になってセレネと視線を合わせた。

「運命……？　美しいから、売られるのが？」

「そう、運命だ」

　セレネはゆっくり頷いてみせる。

　自分は覚えている。創造主の後に自分の前に現れた人々を。そのぎらついた目を。欲にまみれた指を。ひたすらに、美しい、すばらしいとだけ繰り返された言葉を。

「最初は私も、ひとに売り買いされるのは何かの罰だと思った。けれど段々わかってくるものだ。人間を引き寄せているのは私のほうだ、とな。この美しさこそが罪なのだ。人間は私の美しさを買う。私自身を買うわけではない。だからそこにある感情は、人間同士が交わす愛とは少しだけ違うのだろう」

　セレネは淡々と語った。この世界に生まれて、創造主と離れて随ずい分ぶんと長い時間が経った。これはその時間の中で学んだことのひとつだ。

　ひとと人形に交わされる愛は、大抵一方通行。互いはそれぞれ、相手に届かない愛の中に住んでいる。

　けれど例外の愛はセレネの思い出の中にあった。どれだけ細部が曖昧になってしまっても、そこに愛があったのは本当のこと。

　セレネは静かに言う。

「しかし、創造主が人形に注ぐ愛は絶対だ。自分の人形を愛さない人形師はどこにもいない。愛がなければ、我々はけしてこの世界に生まれ出ることはないだろう」

「……そっか」

　力なく囁くカリンがひどく小さく見えて、セレネはつかんでいた彼女の袖を強く引いた。

　カリンは特に抵抗することなく、セレネの隣に座りこむ。セレネの指はほとんど勝手に動き、アーセルがしていたようにカリンの赤毛をそっと撫でた。

「うむ。そこは疑っても仕方あるない。愛はあらかじめ、そこにある」

「──セレネ。……あんた、変な子だ」

　ぽつり、とカリンは囁く。そしていきなりぎゅっとセレネに抱きついた。

　急なことにセレネは瞬き、さらに強くカリンの袖を握る。

「どうしたのだ、いきなり。……何か嫌だったか。これも一種の攻撃ではあるまいな？」

「そんなわけないだろ！　もういいよ……いいから、ちょっとだけ、こうしててよ」

　カリンはもどかしそうに叫んで、セレネにしがみつき直した。

　その身体が小さく震えているのを感じ、セレネはふと、カリンがセレネより一回り小さいことに気づいた。

（そうか。この子はきっと、私が守ってやらねばならない子なのだな）

　セレネは自然にそう感じ取り、そっとカリンの身体に腕を回して抱き返す。

　互いに温度のない人形の身体だが、カリンの身体はどことなく温かい気がした。

（なぜだろう。特殊な作り方でもされているのか？）

　不思議に思いながらセレネがカリンの背をじっと見つめていると、しみひとつないシャツの上にみるみる何かがにじみ出してくる。

　カリンの身体の中から湧き上がってきたそれは、ぼんやりした橙だいだい色いろの光だ。たった一粒の光がカリンの背にぽつんと灯り、大きくなったり、小さくなったりしながら輝き続けている。

（不思議な……。こんなものが見えるなんて初めてだ。これは、この子の魔抱石の色か？　なぜかそんな気がするぞ）

　魔抱石は人形の心臓であり、心そのものでもある。どうしてそんなものが見えるのかはよくわからなかったが、カリンの灯す光は元気そのもので、なんだかセレネまで嬉しくなってしまうような色だった。

　セレネは淡く表情をほころばせ、そっと光の上に手のひらを置く。

　カリンの肌を通してわずかな心ここ地ちよい振動が手のひらに伝わり、セレネは静かに目を閉じた。

（この素直で元気な子が、あまり苦労しないとよいな。アーセルは悪い人間だとは思わんが、カリンにはどことなく冷たいところがある。それに、私を外に出さないということは、私を創造主と会わせる気がない、とも取れるしな。……もう少し、彼がどんな人間なのか見み極きわめねばなるまい。私は女王だ。この子のことも、アーセルのことも、守ってやらねばならんのだ）

　アーセルのことを思い出すと、またあの目が目蓋の裏に浮かび上がってくるようで、セレネは自分の魔抱石がむずがゆくなるのを感じた。

　奇妙な男だ、と思う。奇妙だけれど嫌ではない。

　怖いときには必ずぎゅっと抱きしめてくれるあの腕。

　そうしてまっすぐで、感情豊かで──どこか悲しそうな、あの瞳。
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「やー……ほんと、びっくりするほどいい天気だこと。なあ？」

　口にビスケットをくわえたまま、アーセルは空を振り仰あおいで言う。

　同意を求められた船せん頭どうは、真っ昼間だというのに灰色のローブのフードを目ま深ぶかにかぶったまま、アーセルの言葉にも一切答えなかった。

（ま、答えないか。バラッドの船頭人形だもんなー、こいつ）

　アーセルはわずかに暗くなった瞳で船頭を見やってから、ビスケットを嚙み砕いて視線を水上へと戻した。

　ここは水葬都市の目抜き通りである大運河のど真ん中、きらびやかな装飾を施ほどこした小舟の上だ。

　どんな戦前の都市の大通りよりも幅広で堂々とした大運河には、今日も様々な装飾を施した黒い小舟が行き交っていた。心地ここちよい風に誘われて少しばかり視線をさまよわせれば、貴族の紋章をつけた豪ごう奢しやな小舟が見える。舟に備え付けられた寝椅子の上では、仮面の貴族と着飾った人形がひそひそ話をしては笑っているようだった。

（あれが本来の人形の姿だって言われたら、そのとおりだよな。俺だってあれはあれで綺麗だと思う。そうじゃなきゃ、最初から人形師になろうとか思わないし）

　考えこみながらビスケットを吞みくだし、アーセルは真っ青な水面を見下ろした。水面に映っているのは、セレネとカリンに向けるより大分疲れて無感情な男の顔だ。

（──駄目だ。こんな顔じゃ、バラッドにすぐに何かあったって見抜かれる）

　アーセルは自分の顔を手のひらで覆おおって軽く動かし、果てしなく長いため息を吐つく。

　今日も麗うるわしいのは天気と水葬都市の風景ばかり。人間の心はいつもどおり曇くもりがちだった。

　道の代わりに水路を巡めぐらせたこの都市は、元々は魔抱石の鉱脈があった場所なのだという。現在では人形にしか使われない魔抱石だが、かつてはもっと汎はん用よう性せいのある動力源として広く人間たちに使われていた。ゆえに人々は魔抱石を求めてここに大穴を空け、魔抱石をいったん溶かすための薬を流しこんだのだ。

　鉱脈が枯こ渇かつし、人々の文明が衰え、ついには人類に小さな都市国家をつくる力しかなくなった今こん日にちでも、この都市の水路の水には魔抱石を溶かす青い薬が溶けこんでいる。

　そんな奇妙な場所がどうしてこうも栄えているかといえば、その昔、この不思議な光景に魅みせられた『時無しの人形師』と呼ばれる伝説の人形師がここに住すみ処かを定めたせいなのだという。やがてこの地に彼の技を求める者たちが集い、忘れ去られかけていた『美』を追い求める者たちが生まれ、しまいにはどこか退たい廃はいした貴族文化が花開いた。

　ひとが集まるところには金が集まり、水葬都市の元げん首しゆは各都市間の貿易を牛ぎゆう耳じるなどしてさらに富み栄える。

　大きな戦争以来気力というものを投げ捨ててしまったように見える人類が、ほとんど唯一未いまだに金と欲に踊らされている場所。それがこの水葬都市なのだ。

　アーセルは従順に微笑む『魂持ち』の人形の顔を見るともなく眺めながら、眠い頭をどうにか動かして今後のことについて考えを巡らせていた。

（とりあえず、セレネをこれからどうするか、だよな。そのままバラッドに引き渡すのが順当なのに、俺はアトリエに着いた足でそのまま整備に入っちゃったわけだし。何食わぬ顔でバラッドに引き渡しても、あいつのことだ。俺が手を入れたのはすぐに見抜くだろう）

　回路の不備で動けない人形を動けるように整備しただけなら、何も隠すようなことはない。ただし今回はそう単純な話ではなかった。

（あの子の創造主は、『時無しの人形師』は、あえてあの子を動けないように作った。……なんでだ？　バラッドは──『時無しの人形師』の記憶を受け継いでるあいつは、あの子が動けないよう作られた理由、知ってるんだろうか）

　考えているうちにアーセルの顔は険しくなっていく。

『時無しの人形師』は確かに天才だった。この世界で初めて、魂持ちの動く人形を作ったのは彼だろうとも噂うわさされている。しかし彼が他の人形師と違い、一部の人間に神のように崇められるのには別の理由があった。

『時無しの人形師』は、死ぬ間際に自分と同じ容よう貌ぼうの人形を作り、記憶と、人形師としての技術と、今までに築いた財産を受け継がせたのだ。

　──それがバラッド。この世で唯一の、人形でありながらの人形師である。

（あいつは人形師としては超一流だけど、どっかで倫りん理り観かんがぶっ壊れてるからなあ。人形は動かないほうが綺麗だ、とかなんとか言い出さないとも限らない。……どう考えたって、セレネは動いてるほうがものすごく可愛いのに）

　セレネのことを思い出すと、それだけでアーセルの表情は和やわらいだ。

　出会った時のセレネは、近寄りがたいほどに高貴な美貌の、どこか神こう々ごうしい人形だった。

　それが動いた途端、上品な雰囲気はそのままにふんわりと柔らかな物腰と喋り方になって、しかもなんだかとても優しいときた。

（あの子、あんな目にあってたうえ、ずっと墓の中にいたのに、誰のことも恨うらんでるふうじゃないんだよな。『む』とか『くるしゅうない』とかそれらしいことを言ってみたり、ひっそり困り顔になったりして。すごく素直で、少し抜けてて。うちのカリン並みに感情も豊かだし、結構ものも知ってる。──そりゃ、長生きなんだから、当たり前かもしれないけど）

　アーセルとしてはあの美貌を腕に抱くだけで緊張で胸が高鳴るのに、それが愛らしく喋って、時におびえて小さく震え出したのだからたまらない。

　そのうえ彼女はアーセルに手を伸べ、不思議に澄んだ瞳で「口づけるがよい」などと言い切ったのだ。

（──あれは、びっくりしたなー……。カリンの目の前でそんなことしたら修しゆ羅ら場ばだぞ、修羅場。って、いや、ふたりっきりのときでも、それはちょっとまずいような……）

　思い出すだにいたたまれなくなり、アーセルはそれとなく顔をあおいだ。

　こればかりはどうにも悪い癖だ。自分でもそう思う。

　アーセルは人形と人間の扱いにあまり差をつけない。人形だって魂持ちになれば自分から動き出すし、そうなれば知識は人間以上の速度で吸収する。

　しかも人間に恋をすれば、性別がついてほとんど人間と変わらないまでに変化する不思議な存在なのだ。ならば人間も、人形を最初から人間に近いものとして扱うのが筋だろう、とアーセルは思うのだが、この考え方には弊へい害がいも多かった。

　カリンのことにせよ、セレネの整備のことにせよ、アーセルが人形に親身になればなるほど、事態はこじれていくようにも思う。

（……だけど、今さら考えは変えられないしな。とにかくバラッドと話して、あいつと『時無しの人形師』の真意を聞こう。セレネを引き渡す時期は、そのとき考える）

　アーセルが少し真顔に戻って考えていると、フードを目深にかぶった船頭が、小舟を大運河の三さん角かく州すへと着けた。

「ありがとう。バラッドは作業室か？」

　アーセルが桟さん橋ばしに飛び移って船頭に訊くと、船頭は黙ったままゆっくりと頷く。

　バラッド作の魂持ちの人形である彼は、必要なこと以外はいっさいしないし、喋らない。

　アーセルは人形師の証あかしの黒い袖無し外がい套とうを整えて、改めてバラッドの仕事場、兼、住居である薄紅の塔に向かった。

　大運河の三角州にある塔は方形で、表面には美しい花のような、やや悪夢じみた化け物のような紋もん様ようがくまなく刻まれている。鍵のかかっていない玄関扉をくぐった途端、アーセルは誰かとぶつかりそうになった。

「とと、失礼……。って、あれ、あなた……カロウリさん？」

「──君か、アーセル・グランディ」

　険しい顔でこちらを見つめてきたのは、すっかり白くなった髪を神経質に撫でつけた初老の紳士だった。黒で揃そろえた身なりは上等だが、貴族というには装飾が少なすぎる。

　彼の身分は、アーセルと同じ黒い袖無し外套が示していた。外套を留めているのは仮面のブローチ。人形師の印である。

　見知った顔の同業者に、アーセルは少し丁寧な口調になった。

「こんなところで、どうなさったんです？　──あ、ひょっとして師匠、また人形師ギルドの総会、さぼったとかですか？」

「さぼりなどいつものことだ。ギルド長であるわたしが自みずから出てくるほどのことでもなかろう。いいかね、今回は奴め、よりによってクレスターニ伯爵夫人に喧けん嘩かを売りおったのだ」

　人形師ギルド長、カロウリは苦々しく言う。

　そのとんでもない内容に、アーセルは思わず眩暈めまいを覚えた。

（クレスターニっていったら、水葬都市でもかなりの有力貴族だな……。やってくれるよ、相変わらず。師匠、お願いだからあんた、一回ものすごい痛い目みてくれ……）

　内心で美貌の師匠に悪あく態たいを吐きつつ、アーセルはとにかくギルド長に頭を下げる。

「すみません、ほんと、どうしようもない師匠で……。俺がなるべく言い聞かせてみます」

「君が言って、あれが話を聞くかな。あれは顔は『時無しの人形師』と同じだが、所しよ詮せんは人形だ。長く稼か働どうしすぎて、どこかねじが狂っとるのだ」

（なんだ、その言い方）

　ギルド長の冷淡すぎる言いようが少し気になって、アーセルはちらと視線を上げた。

　ギルド長はあくまで平然と肩をすくめて言う。

「何か異論があるのかね？　そもそも我々人形師ギルドは『時無しの人形師』を神しん祖そとしているが、バラッドを『時無しの人形師』本人とは認めておらん。君もギルドの一員であるかぎり、知らなかったとは言わせんぞ」

「そりゃ、もちろん知ってます。確かにバラッドは人形だ。『時無しの人形師』そのものじゃない。当たり前です。だけど奴の美意識と技術は結構なもんですよ？　俺はあのひとの人格はいっさい尊敬しませんが、人形師としては猛烈に敬愛してますんで。そういう言い方は、ちょっと気になりますね」

　アーセルがこの際ずけずけと思ったとおりを言うと、ギルド長はなぜか薄い笑いを唇に漂ただよわせた。彼はそのままアーセルの肩を叩き、少し声音を穏やかにする。

「君は若い。わたしのような歳になると、若さというものの価値がよくわかる。君の師匠を思う気持ちの真しん摯しさも、ものを言うときの率直さも、実にまぶしい。美しい。……君、祭りの『披ひ露ろう公こう演えん』には参加するかね？」

　不意に話がそれ、アーセルはわずかに警戒した。

　ギルド長の言う『披露公演』とは、水葬都市の祭りと一緒に開かれる、世界一大がかりな人形のお披露目と、売ばい買ばいのための会のことだ。出品される人形もやって来る客も超一流のきらびやかな催もよおしである。ちなみにあと一カ月くらい先の話だ。

「なんで俺にそんな話を？　俺は『魂持ち』はカリンしか作れてませんし、人形師の位も『銀位』です。祭りの『披露公演』に出られるのは、確か『金位』からですよね？」

　慎重に言うアーセルに、ギルド長は不機嫌そうに顔を歪める。

「なんだ、バラッドはまだ君に『金位』をやっていないのか。君にはもう充分、『金位』人形師たる資格がある。いいかね、すぐにバラッドに相談したまえ。人形はカリンを出せばいい。──万が一バラッドが『金位』を出し惜おしみするようなら、わたしのところへ来ることだ」

（ん？　それって、いざとなったらこのひとが俺に『金位』をくれるってことか）

　いきなりの話にアーセルは瞬いた。どうにも調子がおかしい。このギルド長とは、今までろくに話したことすらなかったのだ。

　あんまりにも怪しすぎて変な顔になってしまいそうな自分をどうにか引き留め、アーセルはせいぜい礼儀正しく頭を下げる。

「なんだかすごく買いかぶられてる気がしますが、お言葉はありがたくちょうだいします。けどまあ、位ってのは技が上達すれば自然についてくるもんだと思ってますので」

「なるほど、君は慎重だな。しかし知っておいてほしい。『金位』はけして人形師の到達地点ではないのだ。──『金位』になってこその人形師。このことを考えておいてくれ」

「わかりました。わざわざありがとうございます」

　ひたすら頭を下げているうちに、ギルド長はアーセルの肩を軽く叩いて歩き去っていった。

　彼が小舟に乗りこむまで見送ってから、アーセルは微妙な気持ちで身を翻す。

（変だな。俺、全っ然ギルド長に気に入られるようなことした覚えないんだけど。むしろギルドへの反逆に近いことをやってるくらいだよな？　……あー、ひょっとして、あれか。ギルド長がバラッドのことが気に喰わなくて、バラッドの手駒を減らしてやろうとかそういう話か？　だとしたらギルド長が可哀想だな。バラッド、そんなことじゃびくともしないだろ）

　アーセルは考えこみながら階ごとに内装の違う塔を上り、最上階の仰ぎよう々ぎようしい扉の前までやって来た。髪の長い乙女の形のノッカーをつかみ、室内へ合図を送る。

「バラッド、俺です。アーセルです。来るのが遅くなってすみません」

「──ばかは、どうしたかね？」

　少しの間を置いて、物もの憂うげなテノールが室内から響いてきた。

　聞くだけで鳥肌が立ちそうな美声だが、今日はいささか眠そうだ。バラッドの言動に慣れているアーセルは、無造作に声を張りあげる。

「ばかってのがギルド長のことなら、もう帰りましたよ。いいですか、入りますよ？」

「──よろしい。入りたまえ」

「はいはい、失礼します。っ、てっ、うわっ！」

　大扉を開けた途端に素すっ頓とん狂きような声をあげたアーセルに、室内の人形たちが振り返る。

　かなりの広さの正方形の部屋は、美しくも異様な人形たちの姿で満ちていた。

　顔の半分につる草の紋様が入った青年や、顔が魚の中世騎士、耳の位置から立派な羊の角が生えた貴婦人など、どれもどこか異様な姿だというのに間違いなく美しい。

　平均的な少年、少女形からかけ離れた人形たちは、皆が王侯貴族のごとく装い、これまた豪ごう奢しやそのものの絨じゆう毯たんや家具の間にたたずんでいる。

　見慣れない者にとっては夢む幻げんの世界のようにも見える作業室だったが、アーセルが見ているのはただ一点。部屋の中央にある円形の作業台だけだった。

「なっ……な、な、な……！」

　まともに声も出せずにひきつるアーセルの眼前では、麗しい少女人形と、長い白髪の青年が重なり合っている。

　何度か見直してみても見間違いではなかった。人形はこのアトリエで作られたもの、そして彼女に覆いかぶさるようにして口づけているのは──

「バラッド！　この、ばか師匠……っ！　あんたまた、自分の人形に手ぇ出したんですか!!」

　アーセルが声を限りに叫ぶと、白髪の青年は実に面倒くさそうに人形から唇を離した。

　自分の長い白髪を指で梳すき、甘くあざ笑うような微笑を浮かべてアーセルを見つめてくる。彼の美貌は女っぽいと言うには硬質にすぎ、男らしいというには艶なまめかしすぎる。その笑みも物腰も実に柔らかなのに、瞳に映る光はひどく冷たい。

　世界の老ろう若にやく男なん女によの八割は虜とりこにしてしまいそうなアンバランスな美をまとい、彼は澱よどんだ青と、瞳どう孔こうと白目の区別がない銀の瞳を細めて囁いた。

「ようこそ、おかえり。我が不ふ肖しようの弟で子し、アーセル・グランディ君。君は相変わらず礼儀と情緒というものを知らないね。だがそれもまた君のあふれる生命力のなせることとして受け入れよう。にしても、今日の君はまるで長い旅をしてきた鳩はとのようだな。平たく言うと、元々ずばぬけているわけでもない見た目が、さらに疲れでみっともなくなっている」

　歌うように告げられた嫌味に、アーセルはわなわなと震えながら歩み寄る。

「あんたに見た目の話はされたくありません！　確かにあんたに比べりゃ全人類の九割九分が醜いですよ、それで結構！　ですがね、美しきゃ何やっても許されるなんて思ったら大間違いですからね？　昼間っから何やってるんですか、あんたは！　っ、うあ、あ、あ、あ……！　しかもその、その人形！　もうすぐクレスターニ伯爵夫人に納品するはずだった……！」

「やっと気づいたのかね。そう、君が出かける前に完成寸前だった子だ」

　バラッドはしれっと言い切り、作業台に腰掛けて足を組む。傍かたわらに添っていた少女人形はアーセルのことなど眼中にない様子で、うっとりとバラッドの背に自分の頰を押しつけた。

　バラッドは乱れたシャツもそのままに、優しく人形の髪を撫でながら言う。

「君がいない間にクレスターニ夫人ご本人が訪ねてきてね。自分には翡ひ翠すいが似合うから、この子の目も翡翠で作れだのなんだの勘かん違ちがいしたことをまくしたてたもので、腹いせにわたしがこの子を口く説どき落とした」

「待った！　待ってください、そこ、そこの流れがどっかおかしいでしょう！　確かにご夫人にも奢おごりがあったのかもしれませんけど、どうしてそれであんたが自分の人形口説くってことになるんです！」

　声をからして叫ぶアーセルを見上げ、バラッドは少しだけ真剣な瞳になる。

「あの女は人形を自分の装飾品としか思っていないのだよ、アーセル。この子の美しさが見えていない女に、どうしてこの子をやらねばならん？　そんなことをしたらこの子の美は死んでしまう。いっそわたしのものにして、永遠にここへ置いておくほうが世界のためだろう」

「理屈はそうかもしれません、でもね、人形ってやつは、人間と恋さえすれば人間になれるものなんですよ？　あんたが口説き落としちゃったら、そいつは一生人形じゃないですか！　だってあんたも人形なんだから！」

　アーセルは必死に叫ぶものの、バラッドは段々彼の叱しつ責せきに飽きてきたらしい。少女人形にもう一度軽く口づけると、だるそうに銀盆に載った華きや奢しやな喫きつ煙えん具ぐに手を伸ばした。

「君の想像力の欠けつ如じよは人形創作にも影響を及ぼす欠点だよ、アーセル。悔い改めたまえ。人形でいることの何がいけない？　わたしは何百年もこうしているが、まだまだ毎日楽しいよ」

「あんたは特別です！　大体そうやって一体何体人形を囲ってると思ってるんです？　この塔にいる人形、ほとんどあんたにベタ惚ぼれじゃないですか。しかもあんたは誰にも恋してるわけじゃない。なんなんですか？　古代の後宮ですか、ここは」

　だからカリンを近づけたくないんだ、とばかりにアーセルが苦々しく言うと、バラッドはやや鬱うつ陶とうしそうに喫煙具の先に紙巻きを挟む。

「確かに君はかつて人形に惚ほれてふられた男かもしれんが、わたしはそういうわけではない。鏡を見ろ、アーセル。そしていいかげん無ぶ粋すいに叫ぶのをやめたまえ。そんな調子ではいつまでも『金位』をやらんぞ。『金位』がなければ弟子は取れんし、人形も買い叩かれる。それが嫌なら君ができる範囲での最善を尽くすことだ。……頼んでいた人形の件はどうなった？　セレネは連れて来たのかね？」

（──ついに来たな）

　肝心な話に、アーセルは急いで頭を切り替えた。

（さっきはつい隠しちゃったけど、セレネがうちにいること自体は隠せないよな。バラッドは水葬都市中に自分の人形を配置してるし、調べればすぐにわかることだ）

　とりあえず、乾いてしまった唇をさりげなく湿しめしながらアーセルは言う。

「──セレネは無事見つけ出しましたよ。今は、俺のアトリエにいます」

「そうか、では会いに行こう」

　意外なほどあっさりとバラッドが言ったので、アーセルはついぎょっとして前に出た。

「待ってください、あの子は……長いこと墓の中に放置されてましたから。まだ整備中です」

「整備？　君が？　なぜだね」

　バラッドは優雅に床へ下りると、アーセルを見つめて微笑んだ。

　香り立つように美しいのに、どこか背筋がぞっとするような微笑みだ。アーセルはとっさについた噓を嚙みしめながら、どうにか普段の調子で頭を搔いてみせる。

「いや、見たらどうにも手を出したくなっちゃいまして。それにかまけて、報告に来るのも遅れた次第です。申し訳ない」

「本当に申し訳ないと思っているのか？　怪しいな。セレネは美しかっただろう？」

　からかうように柔やわくなるバラッドの声に、アーセルは少し眉根を寄せる。

　軽く睨むようにしてバラッドと視線を合わせると、相手もまたどこか強い瞳をしていた。

（珍めずらしいな。いつもしれっとして、何考えてるかわからない奴なのに──今日はやけに人間くさい）

　湧き上がる違和感を胸の奥にねじこみながら、アーセルは少し不思議そうな顔を作った。

「そりゃ綺麗ですけど。なんですか、その含みのある言い方。俺は人形には惚れませんよ？」

「どうかな。恋は流行はやり病やまいだよ、君。落ちるときには抵抗などできるわけもない。整備だなんだと言って、彼女を自分のものにしようというのではあるまいね？」

　穏やかに言って微笑むバラッドに、アーセルは苦い笑いを浮かべる。

「俺はあんたとは違います。惚れてない相手は口説かないし、単なる所有欲で人形を自分のものにしようとも思わない。俺は確かに人形を愛してます。あのからくりを、あの美しさを愛してる。だからこそ人形の親でありたいし、兄でありたい。そういう風に人形を愛して、あいつらが幸せになるのを祈りたい。──もう一度言います。俺はあんたじゃない。俺は美しい人形を作れるあんたを尊敬するが、あんたのように人形を愛さない」

　力強く言い切ったアーセルに、バラッドはいつもながらの、少しも揺らがない笑みでそっと腕を組んだ。そんななんでもない所作でさえ、彼が行えばついつい視線を持っていかれる。

　バラッドは薄い唇で囁いた。

「好きにしたまえ。わたしは君にわたしと同じ愛を強要しない。わたしの愛を理解することも求めない。ただし、セレネの整備はとっとと終わらせることだ。わたしはわたしの財産でもって彼女を買った。彼女の所有者はわたしだ。わたしが彼女を愛そうと、憎もうと、たとえこの手で解体しようと、それはわたしの勝手なんだよ」

（こいつ）

　解体、と言われた瞬間、目の奥で白い光が生まれたような気がした。

　胸が重い。石でも詰めこまれたかのように重くて、ほとんどよろめいてしまいそうだ。

　口いっぱいに苦い味が広がり、アーセルは自分が怒っているらしいことに気づく。

　目の前のバラッドはあくまでも美しく、平然と腕を組んでたたずんでいる。その指は白くしなやかで、様々な美しいものを生み出す力に満ちている。だが、問題は心だ。

　山ほどの自分の人形を愛して、自分の愛に、このアトリエに閉じこめてしまう彼の心。

　どう考えても、歪いびつだ。

（──こいつなら、やるかもしれない。平然とセレネのこと、解体するかもしれない。悪いとも思わないで、それが自分の愛だとかほざくかもしれない。駄目だ。嫌だ。吐き気がする）

　抑えていた感情があふれ出てきてしまい、アーセルは強く拳を握りしめた。

　部屋中の人形たちがこちらを見ているのがわかる。ひたすらバラッドを愛し、バラッドに従順な人形たち。それらを従えるバラッド。人形の王。

（『時無しの人形師』も、あんたみたいだったのか？　バラッド。だから、セレネをあんなふうに作ることができたのか！　わざとセレネを動けないように作って……楽しんでた、のか）

　あんまりにも酷い想像のせいで、アーセルは強い眩暈に襲われ始めた。

　もう直接バラッドに『時無しの人形師』の真意を問う気にはなれない。多分答えは訊かなくてもわかっている。わかっているのに、その答えを直接聞いたら──おそらくアーセルは『時無しの人形師』を心の底から憎んでしまうだろう。

　アーセルはぎりぎりでどうにか踏みとどまり、冷静を装って別の質問を投げる。

「あんたは、どうしてそんなにセレネが欲しいんです。同じ人形師に作られた人形だからですか？」

「それもそうだがね。『時無しの人形師』は、どんな人形よりも彼女を愛していたんだよ。だからわたしも、彼女を捜していたのさ。愛するために」

（だったら、愛してたんなら、どうしてあの子をあんなふうにしたんだよ！）

　叫び出しそうになる自分を必死に抑えて、アーセルは軽く肩をすくめた。

「愛ってのは、そんなに簡単に引き継げるもんなんですかねえ。……わかりました、なるべく早く整備は終わらせますんで。もう少し、待っててください。それじゃ、俺はこのへんで」

　ここまでが限界だった。

　バラッドの返事も待たずに身を翻し、アーセルは作業室の扉へと向かう。

　背後からはバラッドの旋せん律りつを含む声が追ってくる。

「急ぎたまえ、アーセル。わたしと彼女の時は永遠だが、君の時には限りがあるのだから」

（ああ、そうでしょうとも。永遠を生きるあんたにとっちゃ、人間なんてくだらんものなんでしょうとも。で、人形が人間になることも、あんたはあんまり面白く思っちゃいないんでしょうとも！）

　アーセルは少し高い音を立てて作業室の扉を閉じ、塔の階段を駆け下り始めた。

　バラッドの姿が視界から消えたのを合図にしたかのように、アーセルの脳裏にはセレネの姿があふれ返ってくる。

　あの白い巻き毛、柔らかに澄んだ琥こ珀はくの瞳、ぎこちなく優しい笑い顔。

　声が出ることに、身体が動くことに、戸惑いつつも楽しげだった彼女。

（俺が、愛してやる）

　アーセルは心臓に刻みつけるように考える。

　そうだ、自分は動けるようになった彼女がどれだけ美しくて愛しい存在か知っている。自分はバラッドのようにではなく、もっと本当に優しいやり方で彼女を抱きしめられる。

　彼女の表面的な美しさではなくて、心の愛らしさを感じ取れる。

　昔、最初の師匠が作った人形のことも、アーセルはそんなふうに愛した。

　自分で作ったカリンもまた、彼はそんなふうに愛している。

　ならばセレネだってそんなふうに愛せるはずだった。

　そうしなくてはならなかった。それしか、彼女を守る方法はないように思えた。

（俺が愛するんだ。俺が守るんだ。あの、何もかもを奪うばわれていた子から、もう誰にも、何も奪わせない。俺は絶対に、あの子から何も奪わない。ただ、親みたいに、兄妹みたいに、俺があの子を愛するんだ）

　そう考えれば、少しだけ呼吸が楽になる。

　アーセルは塔の一階の扉を開け放ち、三角州の上へと降り立った。

　水の匂いがする。視界一面に開けるのは水路に囲まれた、あまりにも美しい作り物の街並みだ。

　アーセルは挑むように水葬都市をねめつけ、まっすぐに桟橋へと歩いていった。
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（ふむ。わからん）

　セレネがアーセルのもとに来てから十日ほど。

　アーセルがどんな人間か見み極きわめよう、そうセレネが決めてからは早三日が経った。

　その間にわかったことと言えば、アーセルがセレネの知っているような人間とはちょっとズレていて、かつ優しいひとだということくらいだ。

（あまりに目新しすぎて、いまひとつ性質の善よし悪あしについて判断しかねるのだが、このままではいかん。カリンのためにも、もう少し奴について研究せねば）

　セレネは考え、綺麗な装飾のついた椅い子すからひょこりと立ち上がった。

　カリンが傍そばにいないときでもこうして動くことができるようになったのは素直に楽しい。セレネは我知らずかすかに微ほほ笑えみ、慎重に部屋の扉を開ける。

　細い廊下には、アーセルの姿もカリンの姿もなかった。

（では、私自みずから捜しに行かねばならんな）

　密かにわくわくしながら、セレネは軋きしむ廊下を渡って狭い階段の先を見上げる。

「アーセル！　どこにいる、アーセル！」

　ようやく出し慣れた声でアーセルを呼びながら上っていくと、階段は可か愛わいい音できいきい鳴った。

（ふふ、それにしても我ながら歩くのが上う手まくなったな。カリンのしぶしぶといった感じの指導のおかげと言えよう。歩けるというのは悪くない。何しろ足音がする）

　アーセルのこぢんまりとした三階建てのアトリエでは、足音だけでどこで誰が歩いているかがすぐわかる。これなら侍じ従じゆうも侍女もいなくてもどうにかなるというものだ。

　案あんの定じよう、階段を上りきる前に作業室の扉は内側から開いた。

「はいはい、ただいま。どうしました、陛へい下か？　また転びましたか？」

　扉から顔を出したアーセルは眠そうな顔のままセレネを見つけ、ふんわり優しく微笑んだ。

　とっさにセレネも笑い返したくなり、慌あわてて心を引きしめる。

（駄目だ、もっと女王らしくいなくては。私はこの男を試しているのだからな）

　自分に言い聞かせ、セレネは階段を上りきって胸を張った。

「ばかにするな、私は今日はまだ三回しか転んでいないのだぞ。褒ほめてもよい。それよりアーセル、ひどい疲れ顔だな。また自動洗顔器を作るために徹夜したのか？」

「完全な徹夜じゃないですよ。作業中に、ちょっとうとうとしましたしね。あと、今日俺が作ってたのは手回し式歯を磨みがかせ機です。あ、陛下、よろしければちょっと試してみます？」

「要いらん！　お前の作るからくりは全体的に変だ！　せめてからくり時計か、人形師ならおとなしく人形を作っているがいい！」

　びし、と指さして言ってやると、アーセルはいかにも感慨深げに頷うなずく。

「ですよね。俺もできればそうしたい。だけどうちは貧乏アトリエでして、手間の掛かる人形ばっかり作ってたんじゃ、立たち行ゆかないんです」

「お前の変なからくりのほうがますます売れないだろうが。アーセル、仕事熱心なのはいいが、人間というのは仕事に熱心すぎると死ぬのが早くなると聞いた。いいか、お前はからくりは適当にしておいて、適度に女遊びなどしたほうがいい！」

　大体お前が作業部屋にこもってしまっていては、私がつまらないではないか、という最後の本音は口に出さずに相手を見ると、アーセルは一瞬ぽかんと口を開けた後、いきなり身体を折って小さく震え始めた。

「……っ、くっ……く、くくくく……」

「ほら見ろ、具合が悪くなった！　どうした、そんなに胸を押さえて……息が苦しいのか？」

　セレネは真剣にアーセルの顔をのぞきこむ。すると、彼は苦しんでいるというより笑っているようだった。目に涙すら浮かべてしばらく笑い続け、アーセルはどうにか胸を撫なでて笑いを収めてから顔を上げた。彼はセレネと視線を合わせて楽しげに問う。

「あの、よりによってどうして、女遊びなんて話が出てきたんです？」

「なんだ、知らないのか？　いいか、貴族の間では女遊びをするのが長生きの秘ひ訣けつと言われている。常識だぞ」

「……そうですか。それはご丁てい寧ねいに、どうも。でも、どうかな、俺は遊ばれるほうかも」

　せっかく教えてやったのに、アーセルはまた楽しげにくすくす笑い出してしまった。

　セレネはむっとして彼の顔をねめつける。

（わからん。私がこんなに親切にしてやっているのに、どうしてこの男はいつもこんなに笑ってばかりなのだ？　普通ならもっとうっとりして、私に心酔するところだぞ。変な奴）

　憮ぶ然ぜんとしながらも、とりあえずセレネは本題に入ることにした。

「感謝しているなら、もう少しそれらしく言え。あまり礼を失しつするようなら、私はお前を罰しなくてはならなくなる。──それはともかくアーセル、私は着替えがしたいのだが」

　セレネは白い髪を肩にはね上げて、アーセルに自分の服を見せつける。

　今セレネが着ているのは、クリーム色のブラウスと、同じくクリーム色の地に焦げ茶で一面に薔ば薇ら柄がらが織りこまれたドレスだ。ブラウスの襟えりには薔薇レースがあしらわれ、ドレスの裾は何段ものフリルに飾られていて、愛らしいことは間違いない。

　しかし元々着ていたビロウドのドレスに比べると、布地といい仕立てといい、大分格が落ちるのだ。

（この衣装では、私は『ちょっと頑張って人形を買ってみた成り上がり貴族の人形』みたいなのだ。女王たる私にはふさわしくない。そのことがこの男にわかるだろうか？）

　セレネの試すような視線に気づいているのかどうか、アーセルは彼女を見つめて頷く。

「ああ、そりゃそうですよね。せっかく動けるんですから、もっと動きやすい格好をしないともったいない。陛下、ズボンを穿はいたことはおありですか？」

「……ズボ……ン？」

　いきなり飛んできた予想外の台詞せりふに、セレネは目をまん丸にして絶句する。

「ズボン、というのは、つまり……こう、ドロワーズみたいに二本の足をそれぞれ突っこむ、あの、男が穿くような……!?　まさかとは思うが……そんなものを私に着せる気か？」

　啞あ然ぜんとしたまま訊いてみると、アーセルはまだ笑みの残る顔で続ける。

「着せるだなんてとんでもない。陛下はご自分で動けるんですから、ひとりで着られますよ」

「なっ、なんだと!?　ばかな、私が自分で服を着るだなどと！　駄目だ、それはできん、そこは譲ゆずれん！　私のために今すぐ侍女を雇やとうのだ、アーセル！」

「えーっと、財政上の理由でうちの侍女は永遠に解かい雇こ中です。大丈夫、陛下ならきっとできますよ。ほら、侍女がお休みの時は女主人が家事を切り盛りするもんでしょう？」

「いや、その、そう、かもしれんが──」

　そうではなくて、できるとか、できないとかいう問題ではないのだ！

　セレネがズボンを穿くなどあり得ない。天から太陽が落ちてくるくらいにあり得ない！

（ちょっとくらい考えればわかるだろう！　そんなはしたないもの、私が身につけるはずがないのだ！　なのにこんなことを堂々と言うこの男──わからん！　全然わけがわからん！）

「アーセル、お前、本当に人形師……わっ！」

　セレネがむきになって問いただそうとしたとき、アーセルはいきなりセレネを抱き上げてしまう。セレネはついみっともない悲鳴をあげてしまい、必死に自分の口を押さえた。

　アーセルは気にせず、セレネを抱いて狭い階段を下りていく。

「いいですか、陛下──」

「ばかめ、止よせ！　なんなのだ、お前は……！」

　セレネは口では抗議しつつも、転がり落ちるのが恥ずかしくて懸けん命めいにアーセルの首にしがみついた。

　セレネを抱いたアーセルはそのまま階段を下りきり、台所へと降り立つ。石の竈かまどや水みず瓶がめ、木製の食卓などの間をすり抜けて窓際へ行くと、片手で窓の脇につけた制御棒を手前へ倒した。するとアーセルの仕掛けたからくりがきりきりと音を立てて動き、窓の板戸は勝手に半分まで開いて固定される。同時にふわりと水の匂いが漂ただよった。

　窓の下には水路の青い水が揺らめき、午前の光を跳ね返している。このアトリエは玄関側が細い路地、反対側が水路に面している、この街では基本の造りだ。

「水路に、小舟──これが一体どうしたというのだ？」

　セレネが訊くと、アーセルは少し笑って言う。

「どうもしません。ただの外です」

「……お前、私をからかっているのか？」

　少し非難めくセレネの声に、アーセルはわずかに目を細める。

「いいえ。ただ、外へ連れて行けなくて申し訳ないな、と思って。……今は事情があってお連れできないんですが、俺がもうちょっと金を貯ためて、やることをやって、時が来れば……陛下は外へ出て、自分でなんでもお好きなものをご覧になれます」

「好きなもの、か」

　そう言われると、セレネは複雑な気分になった。

　自分の肌に水紋を映しこむ水路を見つめて、しばしの間考える。

（この街は綺麗だが──私が捜したいものは、創造主だけだ。……そう言ったら、アーセルは怒るだろうか？）

　アーセルはセレネの整備が終わった日以来、セレネの主人であるバラッドのことも、セレネの創造主のことも口にしなくなってしまった。

　彼はセレネを、そのふたりに会わせてくれる気がないのかもしれない。

　セレネを自分のものにしたくなってしまったのかもしれない。

（何しろ私の美しさは世界一だ。あり得ないことではない。ずっとこのアトリエに閉じこめられているのは、困るな。……ん？　いや、その、そう不快ではないのだが……むしろ面白いのだが、私が愛しているのは創造主だし、主人もいる。いずれ出て行かなくてはならん）

　セレネがどうにかそのことを切り出そうと思ったのとほとんど同時に、アーセルの腕に力がこもった。彼はセレネをしっかりと胸に抱きしめ、そっとそのこめかみを彼女の頭に預あずける。

　アーセルの体温が体中を包みこむ。

　──優しい熱。優しい力。

　傷つけられそうな怖さはないのに、胸の奥が少し苦しい。

（アーセル）

　わずかに開いたセレネの唇は震え、言おうとしていた言葉を吞みこんだ。

　あともう少しだけこの熱の中にいたい気がして、セレネは小さく縮こまる。窓の向こうで水音がする。どこかで笑っているひとの声も。他にはなんの音もない。──ああ、違った。

　アーセルの鼓動が、かすかに伝わってくる。包みこむような命の音が。

（何か、もっと、他愛たわいのないことを）

　どうでもいい話を、この『今』を壊さない話題を探して、セレネはのろのろとさっきの話を続けた。

「私が好きなのは、私だけだ。だから、私は女王にふさわしい格好をせねばならん」

「なら、好きな服を着ればいいんですよ。人形だからこうじゃなくちゃ、とか、そういうのはなしでいい。俺はむしろ、あなたが色んなものを知って、その中からあなた自身が好きなのを選べばいいと思ってる」

　アーセルの声が耳元でする。セレネは少しきまり悪くうつむいてつぶやいた。

「それは、無責任だ。人形師は、人形の髪の色や洋服まで全部を考えて仕上げるものだろう。そこを放ほう棄きするのは、自分の美意識に自信がないと言っているようなものだぞ」

「うーん、まあ確かに。そういう考え方もありますね。でも俺は自分の美意識より、あなたたちの気持ちのほうが大事です。せっかくこうやって話せるんですし」

　アーセルは注意深く言い、静かにセレネから顔を離す。再び視線が合う距離になると、彼がどことなく悲しい目をしているのがわかり、セレネは落ち着かない気持ちになった。

（──なぜ、ここで悲しそうになるのだ、この男。わけがわからん）

　全然わからないけれど、彼が悲しそうなのは嫌だ。そんな顔は見ていたくない。

　セレネはアーセルから視線をそらして、少しうろたえたまま言うべき言葉を探す。

「……対話が大事、か。奇妙なことを言う。しかし、そう思うならば、もっとカリンと──」

　セレネが勇気を振り絞しぼって切り出した途端、玄関、兼、応接間へと続く扉が開いて、カリンの声が響き渡った。

「あっ！　またふたりで仲良くしてる！　一体何話してるのさ、アーセル、セレネ！」

「……おお、すまないな、カリン。お前の創造主が勝手に私を攫さらったのだ。これは私が美しすぎるからよくあることで、特別な何かがあるわけではないぞ」

　歩み寄ってくるカリンにセレネはせっせと言い聞かせるが、カリンは難しい顔で叫ぶ。

「特別な何かってなんだよ！　っていうかセレネ、自分で歩けるようになったんだから、アーセルから下りろってば！」

「カリン、お前ねえ。そんなことでいちいち叫ばないの。陛下も陛下で、狙ってないんだろうけど思わせぶりなことを言っちゃいけませんよ」

　アーセルがため息交じりに言ったとき、今度は玄関のほうから呼び鈴の音が響いた。

　アーセルはほっとした様子でカリンを見やる。

「ほら、カリン。お客だぞ。むくれてないで玄関に行ってこい。お客の対応は、お前が一番うまいだろ」

　一番うまい、と言われると、カリンはぴたりと口をつぐんだ。

　まだ少し不満の残る顔でじっとセレネとアーセルを見つめ、わざとらしく腰に両手を当ててそっぽを向く。

「──しょうがないなあ。そこまで言うんなら行ってきてあげるよ。まあ、その女王様じゃお客の対応はできないもんね。あたしがお客の相手してる間に、アーセルはちゃんと上着着て髪の毛梳とかしてきてよ。もしお客が貴族だったら、そんなぼさぼさ頭じゃ怒られちゃうもん」

　ませた調子で言って、カリンはそのまま扉の向こうに走って行った。

　カリンを見送ったアーセルはやっとセレネを床に下ろしたが、上着を取りに行くそぶりは見せずに玄関の様子をうかがっている。改めてセレネが見上げたところ、今日のアーセルはざっくりとした飾りけのない白いシャツにズボンという格好で、いつもよりさらに若く見えた。物入れのついた腰の革かわ帯おびだけが、かろうじて人形師である彼の身分を主張している。

「アーセル。カリンの言うことにも一理あるぞ。上着を着ろ。人形を買うのは貴族と決まっている。その格好ではろくな商談になるまい。あと、やはり客を迎えるのに執しつ事じを雇うべきだ」

　さすがに気になったセレネが言うと、アーセルはちょっと視線を泳がせた。

「執事も、永遠に解雇中でして。まあいいんですよ。今日はお客の予定はありません」

「ん？　では、今来たのはなんなのだ？」

　セレネが訊くと、アーセルは少し悪いた戯ずらっぽい顔になって目配せした。

「それはご自分でご覧になってください。そろそろいいかな？　──さあ！」

　言葉と共にアーセルは勢いよく扉を開く。扉の先に広がっているのは、落ち着いた緑で統一された見慣れた部屋だ。ところが今はそのど真ん中に見慣れないものがあった。

　様々な花や果物、リボンが印刷された紙や布に包まれた箱でできた華やかな山。

「アーセル、どうしたの!?　何、このすごい綺麗な大荷物！　お店の見習いの子が三人がかりで持って来てたよ！」

　カリンが興奮した調子で言い、箱の後ろから顔を出す。

　アーセルは満足そうに頷き、腕を組んだ。

「そりゃそうだろう。水葬都市のすかした店でも、ちゃんとした客には敬意を払うもんだ。いいか、これはなー」

「私への貢みつぎ物ものだな？」

　セレネが言った瞬間、辺りにしん、と静せい寂じやくが満ちる。

「ん？　なんだ、どうしたのだ。他には考えられない状況だと思うが」

　セレネは豪華な贈り物には慣れきっている。カリンのどんよりとなった顔と、アーセルの笑顔のまま固まった顔を交互に見つめ、セレネは不意にはっとした。

（雰囲気が妙だな。……！　まさか、この中身が全部ズボンだったらどうしよう……！　そういえばさっきまでそんな話をしていたではないか！）

　だとしたら一体どんな顔をして受け取ったらいいのか、それでもアーセルを褒めてやらなくてはいけないのか、考えれば考えるほどわからなくなって、セレネは内心身もだえる。

　逆にアーセルは軽く頭を搔かいて気を取り直したらしく、小さく笑って言った。

「ま、そんなようなもんです。確かに洋服なんかが足りてませんでしたしね」

「えーっ、何だよ、セレネばっかり！　大体どこからこんなお金出てきたの？」

　ますますむくれるカリンに、アーセルは箱の山の中から赤い花柄の箱を手渡してやる。

「金のことはお前らが心配することじゃないの。ほら、これがお前のぶんな。お前のは全部、動きやすいのにしてあるから」

「え、噓うそ、ほんとっ？　嬉しい、ありがとう！　アーセル、大好き！」

　カリンはころっと笑顔になると、目を輝かせて紙箱を抱きしめた。大急ぎで自分用の包みのリボンを解とき始めるカリンがなんとも素直で、可愛くて、セレネはズボンの恐怖を一瞬忘れて彼女に見とれる。

　その隙に、アーセルがセレネに何かを差し出してきた。

「はい、陛下。今回の贈り物の目玉ですよ。優しく抱いてやってくださいね」

「おお、くるしゅうな……いっ、わっ！　なっ、な、なななな、なんなのだ、これは!?　いや、柔やわらかい、柔らかくて温かくて伸びるしばたばたするし、何!?　変だぞ、これ!!」

　突如手の中に押しつけられた灰色でふわふわした謎の物体に、セレネは大混乱で叫んだ。

　汗がかけるものならかきたいくらいだが、そんな機能はないので、ただ両足を踏ん張って首だけを必死にアーセルのほうへ向ける。

　アーセルは平然としたもので、実に楽しげに首をかしげた。

「何って、兎うさぎですよ。あなたのための愛あい玩がん動どう物ぶつです。可愛いでしょ？」

「兎、だと？　しか、し、しかし、こ、これ、動くぞ？　アーセル、兎というのは普通襟えり巻まきになっているものではないか!?　次点、外がい套とうの袖そでとか、襟についているのでもいい！」

「そういうのは死んだ兎の毛皮。これは生きてる兎です。……ひょっとして、怖いですか？」

「ばかを言え！　女王たるもの、いかなる時でもこれしきのか弱く小さく柔らかく鼻をぴすぴす言わせているわけのわからない小動物がこ、こここ怖いなどとそんなことはあり得ん！」

　セレネは懸命にアーセルの言葉を否定し、その後途方に暮れて兎を見下ろした。

「あ、アーセル……。しかし、こいつ、脇をつかんだら、とても──胴が──伸びてしまっているのだが、そういう仕様なのだろうか？　あと、じたばたし続けているのだが……」

「ちゃんと抱いてあげないから、怖がってるんですよ。こうやって自分の身体に押しつけて」

　アーセルの指示どおりに抱きこむと、兎は確かに暴れるのをやめた。

　が、その小さな心臓はおそろしく速くどきどきしている。

[image: ]

（ああ──アーセルと同じ、だ。心臓が動いている。でも、アーセルよりすごくせわしない）

　冷たい石しか入っていないはずの胸が自然に温まってくるのを感じ、セレネはおそるおそるアーセルを見上げて囁ささやいた。

「この兎、ものすごくどきどきしている……私の持ち方に問題があるのか？」

「いえいえ、兎は小さくて臆病な生き物だから、いつでもそうなんです。大丈夫ですよ」

　アーセルが力強く頷いてくれるとそれだけで安心できて、セレネはそうっと兎に自分の頰を寄せてみた。兎はぴくりと動き、セレネに向かってくんくんと鼻を動かす。

（小さい。柔らかい。──可愛い。ちょっと力を入れたら、つぶれてしまうかも）

　ほんの少し怖いようにも思うけれど、これを握りつぶそうなんて絶対に思えない気もした。カリンを抱いたときの気持ちとも少しだけ似ている。

　セレネは兎を驚かせないよう、慎重に囁く。

「なんだか、すごいな。すごい。……愛らしい。理由は、わからんが」

「ですよね。理屈は色々つけられるんでしょうけど、生き物ってやっぱり不思議だ」

　アーセルの穏やかな声に、セレネはふと顔を上げた。

「しかしお前、どうして私に兎などくれるのだ。私は人形だ、生きてはいない。生き物でないものが生き物を愛玩するのは、ちょっと変ではないか？」

　セレネが訊くと、アーセルは少し考えむ。しかしすぐに微笑んだ。

「そうですか？　俺は人形は生きてると思ってますよ。それに、あなたは長いことひとりだったから。なるべく、寂しくないといいなと思って」

（寂しい？　ばかな。女王が寂しいなど、そんなことがあるはずもない）

　すぐにそう言い返したかったが、なぜか言葉が喉の奥につっかえてしまった。なぜだろう？　胸が温かい。温かいのに、心細い。笑いたいような、誰かにすがりたいような、そんな気持ち。

（なんなのだ、もう。アーセルが変なことばかりするから、私まで変になってしまう）

　セレネが思わずぷいとアーセルから視線をそらしたとき、箱の陰かげから華やかな声があがる。

「アーセル、セレネ！　見て見て、可愛い？」

　勢いよく出てきたのは、いち早く新しい衣装に着替えたカリンだ。さっきまで少年風のシャツに七分丈ズボンだった格好が、いつの間にやら膝ひざ上うえ丈たけのビスチェ・ドレスになっている。

　真っ黒なドレスの上半身は幾いくつもの編み上げでカリンの身体に寄り添い、瘦やせたデコルテには真紅の蝶をあしらったチョーカーが光る。短いスカートは同じ黒でも光沢と張りがある異素材だ。幾重にも重なった量感のあるスカートのフリルの下からにょっきり飛び出している両足は裸足はだしで、その無造作さが逆に妖しい魅力になっていた。

　服と一緒に雰囲気も着替えてきたかのように、カリンは悪戯っぽい少女の笑みを浮かべる。

　セレネは素直に感心し、こくりと頷いて答えた。

「なかなか愛らしいな。少し品は悪いが、お前には実に似合っているぞ、カリン」

「あはは、ほんといちいちむかつくなー、セレネは。で、アーセルはどう？　これ、あんたが選んでくれた服だよね？　気に入った？」

　カリンは華やかに笑ってアーセルを見やるが、彼はちょっと顔をしかめた。

「お前、どこで着替えた？　着替えるときは部屋に行けって。あと、ちゃんと靴くつ履はかなきゃ駄目だ。その裸足は絶対に変な男を引き寄せるから」

「えー！　これに合わせる靴ってどれのつもり？　ひょっとして、やたらと長い編み上げ？　あんなのひとりじゃ履けないよ！　大体あたしはアーセル以外の男には興味ないもん！」

「興味ないなら、なおさら気をつけるの。あとな、貴族以外は人間だってみんな自分で靴履くんだからな。あ、ほら、脇の編み上げもほどけてる。こっち来い、結んでやるから」

　苦い顔のまま続けるアーセルに、カリンの眉間にはじんわりと皺しわが浮いてくる。

（まずい。なぜまずは褒めてやらんのだ。アーセル、カリンのことに関して鈍感すぎるぞ）

　セレネがちらちらとカリンとアーセルを見やっているうちに、カリンの声は低くなる。

「──っていうかさ、アーセル。なんか他にあたしに言うことってないわけ？」

「ん？　ああ、背中の編み上げも駄目だな。いいか、これ、着るときに全部ほどかなくていいんだぞ。編み上げは結んでから着られるように、脇に隠しボタンがあるだろ」

　まだどうでもいいことを言い続けるアーセルに、セレネはいたたまれない気持ちで瞬まばたく。ちらとカリンを見やって瞳に力をこめると、彼女の胸あたりから橙だいだい色いろの光がにじんでいるのが見えた。その光から伝わってくる感情は、ひりつくような、燃え立つような、切ないような──怒りだ。

　これを一体どうしよう、とセレネが悩み始めたところへ、再び玄関の呼び鈴が鳴る。

（む、場の雰囲気を変える好こう機きではないか！）

　セレネはこれ幸さいわいとばかりにわざとらしく声をあげた。

「アーセル、追加の貢ぎ物がきたようだぞ。今度は私が自みずから出てやろう。侍女も執事もいない家だからな、私の気き遣づかいに全身全霊で思うさま感謝するがいい」

「え？　あ、ちょっと、陛下！　待ってください、俺が……」

　アーセルの声を背後に聞いて、セレネは扉の取っ手に手をかける。

　ほとんど同時に、扉は外から開かれた。外界の光が射しこみ、セレネは少し目を細めて客を見つめる。

「──あら、ごめんなさい。鍵かぎが開いていたものだから」

　物静かに言って扇せん子すを口元に当てたのは、仕立ての良い黒いドレス姿のふくよかな老婦人だ。老いた従僕をひとり従えた彼女の姿を見ると、アーセルは目を見開いて背を正す。

「これは……！」

（ふむ。アーセルのこの反応。そしてこの客の出いで立たち。どう見ても、貴族だな）

　セレネは兎を抱いたまま冷静に判断した。

　扉を開けてたたずむ老婦人は目元を隠す仮面をつけていたが、その物腰、服装の格、口調、従僕の様子、どれをとってもセレネの馴な染じんだ貴族社会を思わせるしろものだ。

　彼女はアーセルに微笑みかけ、もの柔らかに言う。

「ご連絡もなしに来てしまって、びっくりしたでしょう？　やっぱり私、自分の目で確かめたくなっちゃったのよ」

「ええ、当然のことかと思います。その、大きなお買い物ですし」

　アーセルはぎこちない笑みを浮かべ、さりげなくセレネの袖を引っ張って自分の後ろへ連れて行こうとする。どうしてだ、とセレネが怪け訝げんそうにアーセルの顔を見上げたとき、不意に老婦人の声は震えを帯びた。

「それにしても、可愛い子ね。この子もあなたが作られましたの？　グランディさん」

「いえいえ、この子は預かりものなんですよ。にしてもこんなむさくるしいところにわざわざご足労いただきまして、ありがとうございます。こんな格好でご婦人の前に出るなんて、さすがの俺でも胸が苦しくなりますよ。上着を新調しておけばよかったな、あとは絹きぬで造ったからくりの花を咲かせるとか──」

　ことさら大げさに言い、アーセルはセレネの前に出た。

　セレネはちょっとむっとしたが、すぐにふたりの会話に気を取られる。

（こんなにアーセルが相手の機嫌を取るのだ、ひょっとしなくても人形の売り買いの話だな。しかし一体どれを売るのだ）

　セレネはちらりと部屋を振り返る。ここにあるのは鳥の剝はく製せいを使ったからくり時計とか、手で軽く回すとしばらく勝手に客を扇あおいでくれる装置とかばかりだ。

　作業室になら幾つか作りかけの人形があったように思うが、完成品は見た覚えがない。

（ということは、まさか……？）

　セレネがひとつの可能性に行き着いた瞬間、老婦人は数歩前に出て告げる。

「からくりの花も素敵だけれど、私は彼女の、いつもの様子を見たかったのよ。──あなたがカリンね？」

　老婦人の視線はアーセルとセレネの横をすり抜けて、贈り物の山の向こうに立っているカリンに向かっていた。カリンは呆ぼう然ぜんと口を開け、老婦人を見つめ返している。

　とっさにアーセルが振り返り、鋭く言う。

「カリン、バートン男爵夫人に挨あい拶さつ！」

「は、はいっ！　そ、その、バートン男爵夫人……初めまして。お目にかかれまして、光栄です。私、アーセル・グランディ作の、カリンと言います」

　カリンが棒立ちになって言い、条件反射のように腰を折る。

　すると貴婦人は、嬉しそうに両手の指先を合わせて頷いた。

「素敵……！　本当に人間みたいな子なのね。私の理想にぴったりだわ。いい？　聞いて、カリン、あなたはもうすぐ、私の養よう子しになるのよ」

「養……子？」

　カリンは勢いよく顔を上げ、目をまん丸にして貴婦人を見つめる。そしてすぐにアーセルのほうを振り向いた。セレネも慌ててアーセルの顔を見上げるが、彼は表情を抑えてじっとカリンを見下ろしている。

　次第に現実がカリンの中に染みこんでいったようで、彼女は泣きそうな顔で声を絞り出した。

「アーセル、あんた──あたしを売るの？」

　アーセルはじっとカリンを見つめ、淡々と言う。

「そうだ」
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「──カリン？　あの婦人はもうとっくに帰ったぞ。そろそろ出てくるがいい。出てくれば、私が色々と貴族の作法などを教えてやらんでもない」

　セレネが声をかけると、扉の向こうからはかすれきった叫び声が返ってきた。

「もう知らない！　どうでもいい！　アーセルなんて嫌いだ！　ほんとに、ほんとのほんとのほんとに大嫌い！　早くお爺じいちゃんにでもなっちゃえ！」

「私はアーセルではない、セレネだぞ。耳までおかしくなったなら、整備を──」

「帰って！　どっか行って！　あんたにあたしの気持ちなんか、絶対わかんないんだから！」

　頑かたくななカリンの叫びに、セレネは首をひねった。

（昼間よりさらに酷ひどくなってきたな。婦人がいる間に泣きわめかなかったのは、単に衝しよう撃げきでぼうっとしていたからか）

　セレネは二階の狭い廊下に立ち、廊下の突き当たりの小窓を見やる。

　薄く開いた板戸の隙間からは、もう湿った夜や気きが忍びこんできていた。

　アトリエの二階にある部屋はふたつだけ。カリンが立てこもっている子供部屋みたいな部屋と、その隣のアーセルの寝室だ。今はどちらにも明かりは入っておらず、廊下は闇やみに沈んでいる。唯一の光源は、三階の作業室から漏れて狭い階段に伸びている光の筋だ。

　こんなときだというのに、アーセルは落ちこむカリンを放って作業室にこもっている。

（さすがにここは、私が一言言わねばならんところだろう。この状態は私にとっても好ましいものとは言えん。下しも々じもの者のしあわせを願うのも女王の仕事だしな）

　カリンと話すのはいったん諦あきらめ、セレネは注意深く階段を上って作業室へ声をかけた。

「アーセル。私だ。入るぞ？」

「……陛下。申し訳ないですが、俺は作業中です」

　返ってきた声は、昼間のカリンとの諍いさかいを引きずってか、少し冷たい。

「お前はいつでも作業中だろう。私は今、お前に用があるのだ。今でなくてはならん」

「──なら、どうぞ」

　しばらく間を置いて、ため息交じりの疲れた声がした。その後少し待ってみたもののアーセルが扉を開けに来る気配はなかったので、セレネは自分で扉を開けて作業室へと入りこむ。

　するとうす水色の光が目を打って、セレネはわずかに目を細めた。

　アーセルが向かっている作業台の上に、何か強い光源がある。

　澄んだ光が作業室を照らし出し、たまに揺らめきながらくすくすと笑っていた。

（光が、笑う？　そんなことがあるのか？）

　怪け訝げんに思って耳を澄ますが、確かに笑い声は作業台の上から響いているようだ。小声で何かをぺちゃくちゃと喋しやべりまくり、その合間にいちいち鈴を鳴らすような笑い声が交じる。

（何を話している？　思い出──水？　街と……創造主……？）

　セレネが囁きに耳を傾けていると、アーセルがセレネに背を向けたまま声をかけてきた。

「ご用っていうのは、なんですか？　ご覧のとおり、俺は忙しいんです」

「うむ、仕事熱心はよいことだ。時にアーセル、その台に載っているのはなんだ？」

「──人形作りと、からくり作りの道具ですが？」

　アーセルはやっと手を止めて振り向き、セレネを見つめる。疲れた顔だな、と思ってから、セレネはもう一度作業台の上を見つめた。さっきから気になっている水色の光源は、アーセルの道具類よりさらに奥のほうで布をかぶっている『何か』だ。

　分厚い布の上からでもわかるごつごつした『何か』の輪りん郭かくを眺めつつ、セレネはアーセルに問いを投げた。

「いいや。道具ではなく、その、奥で水色に光っているやつだ。さっきから、笑ったり囁いたりしてにぎやかだが、一体何者なのだ？」

「光ってる？　そのうえ笑ったり囁いたりって、そんなものどこにも──」

　アーセルは苦笑しかけて、ふと動きを止めた。そうして何やら考えこんだかと思うと、台の上の『何か』を見やり、次にセレネを見つめる。

　彼は戸惑いの表情を浮かべて自分の口元を撫で、おそるおそるセレネに訊きいた。

「ひょっとして……あなたが言ってるのは、これのことですか？」

　アーセルの手が『何か』にかかっていた布を取り去ると、途端に水色の光は弾けるように強くなり、軽かろやかな笑い声が部屋中に響いた。

　セレネはわずかに目を瞠みはり、笑い声につられて少し微笑む。

「そう、それだ！　随ずい分ぶん楽しそうだ。──なるほど。それは私たちと同じ、魔ま抱ほう石せきなのだな」

　セレネはつかつかと作業台に歩み寄ると、露あらわになった魔抱石の結晶をしげしげと眺める。それは一見透明のごつごつした石の塊かたまりのようだが、光の当たる角度と眺める角度によって、燃え立つような赤紫にも、涼やかなアイスブルーにも、時には神秘的な黒にすら見えた。

　セレネが指先で少し触れてやると、石はゆらゆらと輝きを増してはしゃいだくすくす笑いを弾けさせる。その声は子供のようでもあり、よくよく聞くと川のせせらぎのようでもあった。

「ふふ、これは可愛い。アーセル、兎も愛らしい贈り物だったが、こんなものを持っているならこれでもよかったのだぞ？　これの囁きを聞いていさえすれば、私はあと三十年くらいは墓の中でも退屈しない自信がある」

「これの囁き、ってさっきからおっしゃってますが、一体何が聞こえるんです？」

　ひどく真剣に訊きかれ、セレネはきょとんとしてアーセルを見つめ返す。

「さっきからずーっとくだらないことを喋っているが、お前には聞こえないのか？」

「聞こえません。光っているようにも見えません。多分カリンにも、そんなふうには見えてないはずだ。──そんな話は初めて聞きました」

「ならば私が特別なのだな。何しろ私は女王だから」

　セレネが自然に頷くと、アーセルは難しい顔になって「なるほど」とつぶやいた。

（ん？　なんだ、今の感じ。ひょっとしてこの男、今になってやっと私のことを本気で女王と認めたのではないだろうな）

　セレネがちょっとむっとして見つめていると、アーセルは自分の考えをまとめたらしく、やけに改まってセレネに向き直った。

「陛下、これはこの街の水路に落ちて溶けてしまった魔抱石なんです。水路の水に含まれているなんらかの成分と反応して再結晶化してる。俺は人形師の仕事の暇に、魔抱石のことを調べています。……石の謎が解とければ、俺たち人間はまた昔のように栄えることができるかもしれないから。手がかりはなんでも欲しい。もしよろしければ──この石たちが何を喋ってるのか、俺に教えてくれませんか？」

「嫌だ」

　即答すると、アーセルは軽く肩を落として困り顔になった。

「セレネ。いいですか、これは遊びじゃなくてですね……」

　いつものように言い聞かせる調子の台詞が始まったので、セレネはわざとひらりと作業台から離れ、片手を腰に、片手を自分の顎あごに添わせて、いかにも偉そうに胸を張ってみた。

　このくらいわかりやすくやれば、アーセルもセレネの偉さを理解するのではないか。そんな淡い希望を抱きながら、セレネは堂々と言い放つ。

「遊びだと思っているのはお前のほうだ。どうせお前はこの石たちが本当に喋っているかどうか、半はん信しん半はん疑ぎなのだろう？　わざわざ否定せんでもいいぞ、顔に書いてあるからな。私の言うことを素直には信じきれないから、もっと色々喋らせて事の真しん偽ぎを見極めようというわけか？　ばかばかしい！　女王たる私を試そうとは、百年早いわ！」

　きっぱり叱りつけてやると、アーセルは驚いた様子で凍こおりついていた。

　どこか不思議なものを見るような目で見られている気がするが、それでもアーセルの保護者然とした態度が崩れたのは小気味良い。

　セレネは冷たい美び貌ぼうに勝ち誇った笑みを浮かべて、アーセルのほうに身を乗り出した。

「アーセル。お前は人形というものをどう思っている？　ただの雑貨か装飾品か？」

　すると、アーセルは顔をしかめて熱のある口調で言い返してくる。

「まさか！　俺は人形を愛してます。人形は特別だ。今の人間が作れる中でもっとも複雑なからくりだけど、それだけじゃない。──人形には心が、魂がある」

（ふむ。人形に対する情熱はあるのだな）

　セレネは大きく頷き、作業台に載った魔抱石をもう一度指先で突いた。

「その核が魔抱石なのだ。少しくらい喋ったり笑ったりしてもおかしくはない。ほら、お前も耳を澄ませ。みんなが昔の話をしている。昔──昔、愛していたひとの話だ」

「ひとの話ですか」

　アーセルが少し驚いたように目を瞠る。

　セレネもいささか不思議に思い、くすくすと笑う魔抱石に視線を落とした。

　──あのひとがね。わたしの、あのひとがね。あのとき。

　──道を歩いていて。お茶を飲んでいて。その様子がとても面白くて。美しくて。

　──とても優しく、触れてくれてね。小舟が通っていくと、思い出すの。あのひとを。

　耳を澄ませば、聞こえてくるのは人間たちの噂うわさばかりだ。魔抱石たちは水路の底に横たわって、ずっと人間たちの営いとなみを見上げていたのだろうか。

「うん。ひとの話ばかりだな。きっとみんな、人間が大好きだったのだろう」

　セレネが言うと、アーセルは深く長いため息を吐つく。途方に暮れた顔で魔抱石を見つめ、アーセルはつぶやいた。

「困ったな。なんででしょうね。人間なんて、そんなにいいもんじゃないのに。人形のほうがよっぽど綺麗で、強くて、純粋ですよ」

「それは同意する。私たちのほうがよほど美しくて高貴なのに、私たちはなぜ、人間のことを好きになるのだろう？」

　セレネは深く頷いて言い、アーセルを見た。

　アーセルもセレネを見て苦笑する。

「……不思議ですよね」

「不思議だな」

　同じ言葉を繰り返して見つめ合っていると、セレネの胸にはなぜか墓の中にアーセルが迎えに来たときのことが甦ってきた。あのとき初めて見たアーセルの瞳。

　人形に対しても、人間と同じように開けっぴろげな感情を宿していた目。

（今も、同じだな。なんだか悲しそうで、つらそうで。でも──なんだか、綺麗な目だ）

　アーセルの目。今は多分、セレネと同じことを感じ、考えている目。

　ふわりと彼の感情がこちらへ移ってくるような気がする。

　抱きしめられていないのに、抱きしめられているような。

（こんなことを感じるのは、初めてだ）

　いつの間にやら目を離せなくなって、辺りの沈黙が気にならなくなる。

　そうしてどれだけじっとしていたのだろう。やがて、アーセルが沈黙を破って言った。

「謝ってもいいですか？」

「ん？　なぜだ」

「そんな気分になったからです。すみません。──人間が、ろくなもんじゃなくて」

（む、急に大きな話になったな。確かに墓の下では、私もそんなことばかり考えていたが）

　けれどそんなことは、最近は忘れていたのだ。セレネが返事に困って黙っていると、アーセルはわずかに目を伏せ、ぽつり、ぽつりと話しだす。

「人間は、あなたたちを勝手に作って、勝手に愛玩して、勝手に捨てる。でも、あなたたちは時に捨て身で人間を愛してくれる。……俺たちはちっとも対等じゃありません。──たまに、いらいらするんです。他の人間に対しても、自分に対してもいらいらする。あなたたちみたいにあなたたちを愛したいのに、うまくできてない気がして、心からがっかりする。……どうしたら、自分を変えてしまうほどに何かを深く愛せるんでしょうね。見当がつきません」

　喋ってしまってから、アーセルは少しきまり悪そうに魔抱石の塊のほうへ視線をそらす。

　石は彼の視線を受けると、はしゃいだようにきゃっきゃと笑いだした。

　石は視線だけで充分なのだ。アーセルの感情が垣かい間ま見えるだけでこんなにも喜んでいる。

（それはそうだろう。アーセルの目も、感情も、とっても綺麗だものな）

　セレネは石とアーセルを見比べて考え、あえて威い厳げんたっぷりに言った。

「高望みするな、ばかもの」

「──はい……？」

　虚きよを突かれた様子で、アーセルが目を瞠ってセレネを見る。

　セレネはすかさずその顔に人差し指を突きつけてまくしたてた。

「人間がろくでもないことなど、とうに知っている。人間の感情がごちゃごちゃしていることもな。我々は違うものなのだから仕方あるまい。兎はどんなにしっかり抱いてもどきどきするのだ。兎にどきどきするな、というのは酷こくなことなのだろう？　ならば同じことだ。お前たちが、私たちと同じような愛し方をする必要などどこにもない！」

　喋っているうちに胸がいっぱいになってきて、セレネは創造主のことを思い出した。

　セレネは心の底から、全身全霊で創造主を愛していたけれど、同じように創造主に愛してほしいだなんて思わなかった。

　心から愛があふれて溶けてしまいそうになるから、ひたすらに彼を視線で追っていただけだ。ほんの少し彼が髪を撫でてくれただけで、とてつもない贈り物をもらったような気持ちだった。彼はそのうえ愛の言葉をくれた。それだけで本当に満ち足りた。

　その後離れてしまったきりなのは悲しかったけれど、セレネはまだ彼を愛している。

（愛する気持ちなんて、頑張って湧わいてくるものではない。勝手にあふれるものなのだ）

　思い出すだけでひどく愛しく、どこか悲しい気持ちが湧き上がって、セレネの魔抱石は小さく震える。それをそっと押さえこみ、セレネはアーセルに言い聞かせた。

「お前は、魔抱石のような愛で人形を愛することはできん。そこに引け目を感じるくらいなら、お前は覚悟を決めて、人形の愛を受け止めろ。せめて、愛されてやれ。うじうじ逃げるな！」

「──それってひょっとして……カリンのことですか」

　案外とすぐに気づいたアーセルに、セレネは身を乗り出す。

「当然だろう！　あの子はお前のことが好きなのだ。とはいえ人間にはならないのだから、家族としてお前を愛しているのだろう。ならばお前には、家族として彼女ときちんと向き合う義務がある。あの子は頭がいい、ちゃんとお前の話を聞ける。いいか、今のお前は逃げているだけだぞ。実に醜みにくい。情けない。みっともない。私の臣下にふさわしくない。私はお前の首ははねたくないのだ。私に酷いことをさせないためにも、今すぐにどうにかするがいい！」

　アーセルは呆然とセレネの言うことを聞いていたが、不意に淡く微笑んだ。

　その目がわずかに潤うるんでいるような気がして、セレネはどきりとする。

（強く言いすぎたか？　泣かせてしまったか？）

　密かに緊張するセレネに、アーセルはそっと立ち上がって囁く。

「陛下……」

「う、うん？　どうした、感動したか？」

　セレネが訊くと、アーセルの手が彼女の肩に伸びる。どうなるのだろう、どうされるのだろう。セレネの身体はますます凍りつくが、逃げようという気にはならなかった。

　多分、酷いことはされないと思うから。

　多分、いつもみたいにぎゅっと抱きしめて、温かく声をかけてくれるのだろうと思うから。

　彼の心臓の鼓動を思うと、勝手に身体が熱くなる。セレネはわずかに目ま蓋ぶたを震わせて目を伏せた。なんだか彼の目を見つめているのが恥ずかしい。

（何か、見抜かれたら困る）

　何かって、なんだろう？　わからないけれど、とにかく困るのだ。

　セレネは一生懸命床を見つめていたが、いつまでも温かな腕は触れてこなかった。

　代わりに、アーセルは彼女の前にひざまずく。

（……なんだ、今さら臣下じみたことを。ん……？　いや、あれ？　臣下らしいのはいいことではないか。なんなのだ、私は。これではまるで、抱きしめてほしかったようではないか）

　セレネが声に出さずにぐるぐるしている間に、アーセルは抑えた声で言う。

「ありがとうございます。カリンと俺のために、こんなに気を遣ってくださって」

「そうだ、もっとたくさん感謝するがいい！」

「はい。もっと、ものすごく感謝します。そして、俺はあなたを守ろうと思います」

　静かながらも決意を秘めた声に、セレネは視線を上げてアーセルを見つめた。

　彼は例のとても強い目でこちらを見ている。どこか切せつ羽ぱ詰つまったような、鋭い目。

　どうにか見つめ返すだけで精一杯になるセレネに、アーセルは切り出す。

「……あなたを守ります。うちの駄目な師匠からも、他のどんな理不尽からも。……あなたには、人形だとかなんだとかの前に、それだけの価値があると思う。……価値っていうのもちょっと嫌だな。ええっと。とにかく俺が、あなたを守りたい」

「……うん。よいぞ。許す」

　温かいような、切ないような思いでセレネは何度か頷く。

　そんな彼女に、アーセルは続けた。

「あなたに、最初に言わなきゃならなかったことがあります。俺が、隠してたことが。バラッドのことです」

「バラッド。私を買った、お前の師匠の名だな。やはり何か問題がある人間なのか？」

　少し不安になったセレネが訊くと、アーセルはわずかに顔をしかめて言葉を選ぶ。

「問題はあります。しかも奴はひとではなくて、あなたの──」

　アーセルがそこまで言ったとき、不意に階下から聞き慣れない音が響いた。

　無視できない大きさの音に、アーセルとセレネは顔を見合わせる。

「今の音、下からだったな」

「はい。二階だと思います。何かが床に倒れるというか、落ちるというか、そういう音ですね。……すみません、俺、ちょっと見てきます」

　険しい顔になったアーセルが言い、素早く扉のほうへと向かう。

　セレネも慌てて後を追った。

「待て、私も一緒に行こう。カリンに何かあったら、私も困る」

「──わかりました。足下にお気をつけて」

　アーセルはセレネに逆らおうとはせず、彼女に手を貸して狭い階段を下りていく。二階の細い廊下は相変わらず真っ暗だ。

　アーセルはセレネを背中にかばうと、カリンのいる部屋の扉を少し力強くノックする。

「カリン？　カリン、何かあったのか？」

　アーセルが呼びかけながらノックをしていると、その力で扉は内側へ開いてしまった。

（おかしいな。さっきまではカリンが内側から鍵をかけていたのに）

　セレネは眉根を寄せ、アーセルはさらに扉を押し開けた。

　普段カリンとセレネが住んでいる愛らしい部屋には明かりがないが、薄ぼんやりと何があるかは見て取れる。路地側の小窓の鎧よろい戸どが開け放たれて、淡い月光が射しこんでいるのだ。

　室内に、カリンの姿はなかった。

　あるのは、月光を浴びてたたずむ白い人影。

「──あんた……」

　白い人影を見た途端にアーセルの足は止まり、声はこわばる。

　セレネは扉から一歩入ったところで、白い人影を見つめていた。見つめていたというより、魅み入いられていた。その姿を見たときから、少しも動けなくなった。

　月光が彼の長い白髪に鈍く反射して、どこか硬質な艶つやを生んでいる。貴族よりも貴族然とした絹のシャツと裾すそ長ながの上着、それらに囲まれた肌もまた、雪のように冴さえた白だった。整いすぎた顔の上に銀薔薇を刺し繡しゆうした黒い眼帯をして、その青年はこちらを見ている。

（これは──この姿、は）

　セレネの胸の奥で魔抱石がひどく細かく震え始める。震える。震える。抑えられない。

　動けない彼女の視界を遮さえぎるように片手を上げて、アーセルがいつもより低い声を出した。

「バラッド。一体どこから入って来たんです？　ここにいたはずのカリンはどこです」

「カリンはわたしの塔とうにいるよ。そうしてわたしは彼女が出て行ったこの窓から入って来たのさ。もう夜も更ふけている。常に寝不足の弟子を叩き起こしてはいけないと思ってね」

　涼やかなバラッドの声は、どこかセレネの声に似ていた。テノールとメゾ・ソプラノの違いさえなければ、ほとんど同じ声だと言ってもいい。

　アーセルは明らかな警戒心と怒りでわずかに声を震わせた。

「俺は言ったはずです！　カリンに手は出さないでくれって！　いくらあんたが常識やぶりでも、さすがにこんなことを許しちゃおけませんよ」

　一いつ触しよく即そく発はつの敵意を向けられたバラッドは、手袋をした指を唇に当てて淡く笑った。

「間違えてはいけないよ、アーセル。カリンはついさっき、自分からわたしのところへ来たのさ。必死な、まるで人間みたいな顔でね。『セレネの整備はもう終わってる。でも、アーセルはセレネのことが気に入って、バラッドに渡すのを渋しぶってるんだ』なんて言っていたよ。きっと嫉しつ妬としたのだろうね。セレネは美しいから、カリンは君を取られるかと思ったのだ」

「……っ……！」

　おそろしいほど耳みみ馴な染じみのいい声に名を呼ばれ、セレネはびくりと震えた。

　痛いほどに魔抱石が震えている。まだ視線がバラッドから離せない。アーセルの腕の向こうで、バラッドの白い姿の真ん中あたりに金色の光がにじみ出てくるのがわかった。

　あれは一体なんだろう？　金の光はじわじわと広がり、やがて部屋全体を照らし出す。まぶしいほどの光の中で、誰かが囁くような声を聞いた気がした。

　懐かしい声。バラッドとは少し違う声。あれは、そう、あれは──

（創造主）

『──わたしの大事なセレネ。いいかい、お前はこの世界の女王だ。この世界の過去も、今も、未来も、全部お前のものだよ』

　遠い昔に創造主に言われた言葉が、バラッドの中から聞こえる。魔抱石の震えが全身に広がり、セレネの瞳の奥で強い光が弾けた。

　遠い昔の霞かすんだ記憶が一気に鮮明になり、ものすごい速さで意識の中をかすめ飛んでいく。

　薄紅の塔の中、美しい作業室。窓際に飾られていた白い花。作り物の花びら。花を飾った後、自分をのぞきこみにやって来た創造主。白と見まがう色の薄いブロンドを束ねて、空色の瞳を細めていた彼。彼の唇が動く。甘い声が聞こえる。

『そしてお前はわたしのものだ。わたしだけのもの。だからね、セレネ。わたしは一度死ぬけれど、少しだけ形を変えてきっと戻って来る。いい子にして待っているんだよ。そしてわたしが戻って来たときには──』

　セレネの魔抱石の震えは記憶と共に加速し、凄すさまじく熱くなった。灼やける。身体が、心が灼ける。震えはセレネの身体に収まらず、辺り中の大気を震わせた。可か聴ちよう領りよう域いきぎりぎりの高い音が響き渡り、何かが弾け飛ぶような破は裂れつ音おんが生まれる。

　同時にふっと周囲の光が収まり、セレネは呆然と消えていく金の光を見つめた。

　光は元のようにバラッドの胸の中に消える。彼はセレネを見つめて片手を伸べている。美しい手袋をした片手。優美だけれど優しくない手。堂々とした王者の手。

　バラッドは囁く。




「わたしが戻って来たときには、迷いなく、わたしのもとへおいで」




（目と髪の色は、前と違う。でも、創造主は言っていたものな。『少しだけ形を変えてきっと戻って来る』、と）

　セレネはぼんやりと考え、そっとドレスの裾をつまんだ。

　身体は自然に、今まで教えられた一番優美な方法でお辞じ儀ぎをする。

　あなたに美しく見てもらえるように。あなたに一番の愛を届けられるように。

「はい。私の、愛しの創造主」

　自分の唇から『創造主』という言葉が零こぼれると、それだけで胸の石が蕩とろけそうに温ぬくまった。満たされる。身体の中が愛でいっぱいになる。愛しい。好き。私はあなたのもの。創造主。もうあなたのことしか考えられない。それでいいの。それがいいの。

　セレネはうっすらと微笑ほほえみ、まっすぐに『彼』のほうに歩み寄る。

「セレネ……」

　アーセルが驚いたように、苦しそうに名前を呼んでいるのが聞こえる。

　そんな声を聞くと少しだけ魔抱石が痛むような気がしたが、なぜだかはわからなかった。

　セレネはアーセルには一いち瞥べつもくれず、迷わず『彼』に歩み寄ってその手を取る。

『彼』は微笑み、なめらかな所作でセレネを抱きしめた。

　蘭らんとバニラの混じった甘い香りに包まれて、セレネは身体に残ったわずかな緊張が解けていくのを感じる。

　この香りは覚えている。創造主の香りだ。このひとだ。このひとは帰って来たのだ、そして自分も。

（ここが私の故郷だ）

　セレネはほっとして目を閉じる。

　世界に闇が落ちて、心の中はどこまでも甘くなり、もう他には何もいらないと思えた。

　……本当に？　本当に。もう、何もかも終わりでいい。

　胸の奥がほんの少し痛み続けているのも、きっとすぐに消え去ってしまうに決まっている。

　だって今は、隣に創造主がいるのだから。
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『人形を引き取る？　わたしがか？』

　しばらく前に、アーセルの申し出を聞いたフォルトナートは怪け訝げんそうな顔をしていた。

　怪訝そうではあったが、何か勘かんづいたような顔でもあった。

　フォルトナート・デ・サンクトゥス。

　水すい葬そう都と市しの元げん首しゆであり、アーセルが妹とも思っていた人形を妻とした男。

『あなたにしか、頼めないと思いまして』

『──お前がそんな顔で言い出したのだ、何か訳ありの人形なのだろうな』

　自分のほうも人形のような美び貌ぼうで、フォルトナートは言った。

　彼はお飾りのような見た目とは逆に、実に勘のいい人間だ。

　過去のとある事件で関わって以来、アーセルとフォルトナートはこっそりと親交を持ち続けている。しかしそれはあくまで節せつ度どあるものだった。

　アーセルはフォルトナートの『水葬都市の支配者』という立場を利用しようとは思わなかったし、フォルトナートもことさらアーセルを贔ひい屓きするようなことはしなかった。

　ふたりの関わりは主に、魔ま抱ほう石せきの研究という一分野に限られていた。

　かつては魔法使いが使う石だったという魔抱石。後にありとあらゆる動力源として使われたそれをもう一度復活させることができれば、活力を失った人間社会にももう一度転換期が来るかもしれない。ふたりはその思いを共有して協力してきた。

　だがそのことは表向きには秘密だ。複雑な思おも惑わくの絡む権力の世界の中では、なるべく特別な関わりは隠さなければならない。

　ところが、セレネのことはアーセルだけではどうにもならないことだった。

　人形を買えるのは、貴族やそれに準ずる権力者だけ。すでにセレネの所有者であり、膨大な財産を持つバラッドに対抗するなら、フォルトナートの協力は必要不可欠に思えたのだ。

『訳ありです。すごく大変な目にあっていた子です。俺は、その子をどうしてもしあわせにしたい。金は、俺が何年かかっても返します』

　いつになく熱心に言うアーセルに、しかしフォルトナートは顔をしかめる。

『難しいことを言う。滅多にないお前の頼みだ、訳ありの人形の一体や二体、買って保護してやるのに異論はない。だが、わたしがその子を買い取って、その子はしあわせになれるのか？』

『それは』

　痛いところを突かれて、アーセルは言葉を失った。

　そうなのだ。セレネのしあわせを思うなら、一番に考えねばならないのはセレネの気持ちだった。バラッドは、彼女をわざわざ動けないように作った『時無しの人形師』のレプリカだ。そんな相手の元へセレネをやるのは心配でたまらない。

　でも、セレネ自身はどうなのだろう？

　セレネ自身がそれでもいい、と思ったのなら。それが彼女のしあわせなら。

　アーセルが横から奪うばっていいということにはならない。

　言葉を失ったアーセルに、フォルトナートは『もう少し考えろ』と、穏やかに告げた。




　それから数日が経ち、アーセルは目の前に現実を突きつけられている。

「師匠……」

　喉のどの奥からかすれ声を絞しぼり出し、アーセルは立ちすくんでいた。

　見慣れたはずの自分のアトリエの一室に、信じられないような光景が出現している。

　月光に照らされた、凄すさまじいまでに美しい活かつ人じん画が。いや、そこにいるふたりはひとではない。ひとの姿をしながら、ひとにはあり得ない完璧な美を体現する人形たちだった。

「アーセル。数十年ぶりにできたわたしの弟で子し。わたしは君を殺してしまいたい」

　夢みるような甘い声でバラッドは囁ささやき、澱よどんだ青い瞳でじっとアーセルを見つめた。

　その瞳の奥に本当に殺さつ気きが躍おどったような気がして、アーセルは我知らず息を吞む。

　いつもゆらゆらと楽しげなバラッドなのに、今は明らかに気配が違う。人間じみた鋭するどい感情を秘めてアーセルをねめつけ、あくまで優しく囁く。

「君がセレネに魅み入いられるのは仕方のないことだ。それは許そう。彼女は人形の女王なのだ。その美はすべてを支配する。──だがね、わたしにも許せないことがある。……アーセル。君はセレネの身体からだに手を入れたね？」

　毒を含んだ声が脳のう髄ずいに響き渡り、アーセルはひどい眩暈めまいを覚えた。

　それでもどうにかぐっと腹に力をこめ、美しすぎる人形の王を睨にらみ返す。

　彼の腕に抱かれたセレネは、さっきから死んだように目を閉じて動かない。

　墓で彼女を見つけたときのことが思い出されて、アーセルの口調も少し激しくなった。

「その子は動けなかったんですよ、バラッド。最初から魂たましい持もちなのに、動けないように作られてたんだ！　普通は直すでしょう？　それがまともな感覚だ」

　対するバラッドの声もまた、薄い刃やいばのように鋭く響く。

「君には美というものがまったくわかっていない。セレネは動けないままが最高に美しい人形だったのだ。なのに君は彼女を破壊した。わたしの最愛のこの子を侮ぶ辱じよくし、徹底的に陵りよう辱じよくした」

（やっぱりこの子のこと、最初から動けないように作りやがったのか！）

　わかっていたことではあったが、バラッドの口から真実を聞けばなおさら怒りは燃え上がる。アーセルは一度歯を食いしばり、嚙かみつくように続けた。

「勝手なことを言わんでください！　何が陵辱だ、そりゃ『時無しの人形師』のほうですよ。美しけりゃいいって？　そりゃそうかもしれない、だけどその子は生きてるんだ！　ただの美術品とはわけが違うんですよ！　大体最愛だのなんだのって創造主みたいな口叩いてますが、そいつを作ったのはあんたを作ったのと同じ『時無しの人形師』でしょう！　あんたはその子の創造主じゃない！」

　まだまだ言いたいことは山ほどあったが、一度呼吸のために言葉を切った。

　その隙すきに、バラッドはふと表情を緩ゆるめて微笑む。

　どこか歪いびつなまでに慈じ愛あいに満ちた笑みで、彼は言った。

「いいや。それは違うよ。最愛の伴はん侶りよ、セレネを手に入れることによって、わたしは本当の『時無しの人形師』になったのさ。彼女こそ、『時無しの人形師』の生涯における最大の未練だったのだからね」

「『時無しの人形師』になった？　どういうことですか、それ」

　アーセルの問いには答えずに、バラッドは笑みを鮮やかにしてセレネの身体を抱き上げた。

「──今日は特別だ。セレネとの再会に免めんじて、君のことは見逃してあげよう。君の死でセレネを汚けがしたくはない。君はとっとと行って、カリンを捜すがいい。──わたしが君に仕返しをしなかったことを祈りながら、ね」

「仕返し、って……！」

　頭から冷水をかけられたような気分でアーセルは息を吞み、バラッドはそのまま、開け放たれた窓から外へ身体を躍らせる。

「──っ！　バラッド！」

　アーセルは叫び、窓に駆け寄って路地を見下ろした。月光に照らされた細い道に着地したバラッドは、ほとんど足音すら立てずに路地の奥へと消えてしまう。

「なんのつもりだ……一体！」

　アーセルはわななく唇でつぶやき、部屋を飛び出した。早くバラッドを追わなくてはならない。いや、その前にカリンだ。カリンを助け出さなくては。

　自分の寝室に駆けこみながらも、アーセルは懸命に考え続ける。

（バラッドは俺がセレネを動けるようにしたのを破壊だなんだと言いやがった。その仕返しってことは……くそ、完璧に狂ってやがる！　大体『時無しの人形師になった』ってどういうことだ？）

　アーセルは寝室で慌あわただしく上着を羽は織おり、人形師の証あかしの黒い袖そで無なし外がい套とうをひっつかんで階段を駆け下りる。この外套がなくては、人形を一緒に連れ歩くことができないからだ。

　飛び出した外はひんやりと冷えていた。

　静かな中にもどこか爛ただれた華やかさを含む夜の中に、もうバラッドの姿は影も形もない。この時間の路地では、彼らを目撃した人間を探すのも一苦労だろう。カリンの姿となったらなおさらだ。

（まずはバラッドの塔とうに行こう。バラッドが塔に戻ってる可能性は高いし、カリンもそこにいるかもしれない。間に合ってくれ！）

　心の中で必死に祈り、アーセルは見慣れた路地を駆け抜けて大運河を目指した。

　夜中でも小舟が溜まっている桟さん橋ばしにたどり着くと、手近な舟に勝手に乗りこみ、舟の上でうとついている船頭を叩き起こす。

「おい頼む、三さん角かく州すの、バラッドの塔までだ！」

「あー……人形師の旦だん那な。今夜、なんかあったんですか？　こんな時間だってのに、ついさっきバラッドの塔から幾いくつか小舟が出てたんですが」

　眠そうな目をこすりながら船頭が言った内容に、アーセルは険けわしい顔になって訊きき返した。

「小舟？　バラッドが乗ってたのか？」

「さあねえ。そんなくわしいとこまでは見ませんでしたけど。いやね、バラッドのとこの人形が出てくる夜は大きな夜や会かいがあるか、そうじゃなきゃ物ぶつ騒そうな夜だって決まってるじゃないですか。だから気になっちまってね」

　船頭はぼやきながら長い櫂かいでもって小舟を繰くった。彼の心配ももっともだ。

　バラッドの人形たちは一見道化じみた姿でこの街のあちこちに出没し、裏では街の平和を脅おびやかす者を排除しているという噂うわさがある。本来それは水葬都市元首であるフォルトナートの仕事だが、彼はあくまで水葬都市に住む人間の王。人形の王はバラッドなのだ。

　バラッドを神のように崇あがめる貴族も少なくないし、彼の財産にひれ伏す商人たちもいる。影の権力者たるバラッドにとって、この街に彼の美意識に合わない事件が起こるのは許せないことなのだろう。

（今まではバラッドが一番に街のことを考えてたからこそ、それで許されてきたんだ。だけど今回は話が違う！）

　はやる心を無理矢理ねじ伏せ、アーセルは近づいてくる塔を見つめた。夜でも常に窓から淡い光を零こぼす薄紅の塔は、闇の中にぼんやりとその姿を浮かび上がらせている。

　小舟が三角州に近づくなり、アーセルは桟橋に飛び移って船頭に叫んだ。

「すぐに戻る。ここで待っててくれ！」

　帰りの足を確保して薄紅の塔に走り寄ると、すぐにいつもと様子が違うことがわかった。常の夜ならば、バラッドの塔の窓辺には静かに動き回る人形たちの影が絶えない。

　しかし今夜は窓の光は揺るがず、塔は不気味なほど静まり返っている。

「カリン、いるか!?」

　アーセルが叫んで両開きの玄関扉を押すと、扉はさしたる抵抗もなく開いた。

　一階の大広間はいつになくがらんとしている。真っ白に塗られた部屋の床にはろくな家具がなく、ぽつぽつと画が架かに載のった鏡が置いてあるだけだ。どことなく整然とした廃はい屋おくの印象をかもし出す部屋の奥から、ひどく聞き慣れた声があがった。

「アーセル！」

「無事か？　カリン！」

　アーセルはかすかに震える声で叫び、まろぶように広間に駆けこむ。

　すぐさま走ってきたカリンがアーセルの腕の中に飛びこみ、アーセルは彼女を強く、強く抱きしめた。人形のひんやりとした身体が腕の中で震えているのがわかる。

　でも、大丈夫だ。大丈夫。カリンの姿に変わったところはない。おそらく、心にも。

　一瞬気が抜けて崩くずれそうになる膝ひざに力をこめて、アーセルはカリンを抱き直す。

「何か──されなかったか？　バラッドに」

「大、丈夫。だけどあのひと、今夜はちょっと変だった。アーセル……バラッドと会った？」

　不安に揺れるカリンの声に、アーセルは浅く頷うなずいた。

「ああ。ああ……会ったよ。──うちのアトリエに来て、セレネを連れて行った。ここへは帰ってないのか？」

　苦しげに眉根を寄せて訊くアーセルを、カリンは見上げた。怯おびえを含んだ顔で彼女は囁く。

「帰ってない。他の人形も、なんでかわかんないけどほとんど出て行っちゃった。あたし、一緒に来るかって誘われたけど断ったんだ。……ねえ、何があったの？　セレネは、どう、なったの？」

　セレネ。その名が出るたびに、アーセルの眼前には彼女の美貌がちらついた。あの硬質な美貌に表れるようになった愛らしい表情を。それでもどこか尊そん厳げんを保った物言いを。

　──他の人形たちとは根本的に違う、不思議な賢かしこさを。




　──お前は覚悟を決めて、人形の愛を受け止めろ。せめて、愛されてやれ。




　そんなセレネの言葉が思い出されると、ひどく胸が苦しくなった。

　自分がカリンにきちんと愛されること。真っ正面から向き合うこと。それができてさえいれば、こんなことにはならなかったのだろうか。やるせない思いを嚙みつぶし、アーセルはそっとカリンを床へ下ろした。彼女の小さな手をしっかりと握って囁く。

「わからん。とりあえず、帰るぞ」

「……あたしのこと怒ってる？　アーセル」

　カリンの問いに怯えの色が濃いのを聞いて、アーセルは軽く深呼吸をした。

（悪いのはこの子じゃない。俺のほうだ）

　自分への怒りを押さえつけ、アーセルはカリンのための言葉を選びながら歩き出す。

「怒ってない。俺がセレネをアトリエに引き留めてたのは俺の勝手だったし、お前の気持ちから逃げてたのも、俺の怠たい慢まんだった。──悪いのは俺だよ。セレネにも、言われたんだ。もっとちゃんとお前と話せ、って」

「……アーセル」

「どうした？」

　カリンの声がひどくかすれていたので、アーセルは一度立ち止まってカリンを見下ろす。

　カリンは黙って震えていたが、急にアーセルの手にすがってきた。

　大きな目を必死の色にきらめかせ、カリンは訴える。

「──ごめん、アーセル。ごめん、ごめんなさい、あのね、あたし、知ってたんだ。さっきセレネが、あたしのことであんたと話しに行ったこと。今までだって知ってた、あの子があたしのために一生懸命になってくれてること。全部、知ってたんだ」

「なら、なんで──」

　なんでこんなことをしたんだ、と訊く前に、カリンはぶんぶんと首を横に振り、泣きそうな顔で続けた。

「怖かったんだ！　悔しかったんだ……！　聞いて、アーセル。あの子ね、最初に目覚めたその日から、あたしにすっごく優しかった。なんだか色々すごいこと言ってくれて、抱きしめてくれて、あたし、びっくりしたけど、ものすごく安心したんだ。あんな人形なんて初めてだった。自分だって色々不安だったと思うのに、ほんとのほんとに、あたしのことを考えてくれてるのがわかったんだよ」

「そんなに、最初から、か」

　なんとも言いようのない切なさが胸に広がり、アーセルはつぶやく。

　自分を女王と称して人間を見下すようなことばかり言うくせに、本当はちっとも自分のことなど考えていないセレネ。いくらアーセルが優しくしてみても、なぜか充分に愛せた気にはなれなかった。それは結局、彼女自身が優しすぎたからかもしれない。

　立ち尽くすアーセルを見上げ、カリンはなおも続ける。

「あたし、なんか嬉しくて、セレネのことが好きになって。でも、すっごく怖くもなってきちゃって。──だって、あたし、あんなふうになれないもん！　セレネは見るからにものすごく綺麗なのに、そのうえあんなに優しいなんて、ずるい！　あんなんじゃ、色んなひとがあの子のこと好きになっちゃう、ひょっとしたらあんたも……あんたが、あの子のこと、好きになっちゃうかもって、思って」

　切羽詰まった声は段々つっかえつっかえになってきて、カリンの顔は苦しみに歪ゆがんだ。

「ごめん、なさい。ごめん、ね。あんたを取られたら、あんたがいなくなったらって思ったら、どうしようもならなくて、怖くて、だったらセレネがいなくなっちゃえばいいって思ったんだ。でも、こんなことになるなんて思わなかった……どう、しよう、私」

　まだ何かを言おうとするカリンを放ってはおけなくて、アーセルは彼女を強く抱きしめた。

　言葉を遮さえぎるように、腕の中で震える小さな少女に囁きかける。

「どうもしなくていい。大丈夫だ。俺はここにいる。お前の傍そばにいる。俺がお前を作ったってことは、何があっても消せない。いつだって、どこにいたって、お前のことを思ってる。お前のしあわせを思ってる。愛してる」

　そうしているうちに、カリンの震えはすっと消えていった。

　アーセルはカリンを抱きしめたまま、彼女の真っ赤な髪を撫なでてやる。自分が選んだ髪の色だ。カリンの元気すぎるほどに元気な光を散らす魔抱石に似合うように祈って選んだ色。やがてカリンはおそるおそる顔を上げ、アーセルのことを見上げてくる。

　少し心細そうだが、さっきよりは安心した顔だった。

「アーセル……」

　まだ少し不安げなカリンの声に、アーセルはぎこちない笑顔を作ってみせる。

「──大丈夫だ。セレネのことも、きっと見つける。今度、一緒にセレネに謝ろう」

「うん。うん。絶対、そうする」

　アーセルは何度も頷くカリンを抱えるようにして、待たせていた小舟に乗りこんだ。

「元の桟橋に帰るんでいいですか？」

「ああ。急いでくれ」

　短く船頭に指示を出し、アーセルはカリンをそっと自分の袖無し外套でくるんでやった。カリンはすぐにアーセルの身体にしがみついてくる。

　水路を渡る夜や気きは冷たく、アーセルは街に灯ともる明かりをじっと見つめた。

（とにかく、カリンが無事だったのはよかった。この子を安全なところに置いて、バラッドの行き先を突き止めなくちゃならない。……やっぱり、まずはフォルトナートだな）

　カリンに手は出さなかったとはいえ、セレネに対するバラッドの態度はあまりにおかしい。まずは水葬都市元首たるフォルトナートに報告しなくては。

　そこまで考えたとき、なぜかアーセルの視界が翳かげった。

（雲でも出たのか？）

「アーセル！」

　カリンが叫び、アーセルをかばうようにして伏せさせる。間一髪で巨大な黒い影がアーセルたちの頭上を舞い、そのまま三角州の桟橋へ着地した。

　桟橋はすぐに激しい音を立てて砕くだけ、黒い影はただちにもう一度跳び上がる。

「なんだ!?　あれは──」

　水しぶきが跳ね飛ぶ中、アーセルはカリンを外套で包み直すようにして叫んだ。

　三角州に着地した黒い影はどことなく人間に似ている。しかしその大きさはアーセルの背丈の倍ほどもあり、極端に猫背で両手が長かった。

　巨大な影はぎこちなく首を回す。

　アーセルの乗る小舟の先についた角灯ランタンが激しく揺れて黒い影を照らし出した。

「わ、わ、わわ……！　ばけもんだ……！」

　ひきつった船頭の声が辺りに響く。アーセルもまた、大きく目を瞠みはって凍りついた。

（こいつは……人間じゃない。いや、生き物ですら、ない！）

　角灯に照らされた化け物の肌は灰色でつるりとしており、まるきり金属そのものに見える。その上にくっついたたったひとつの赤い眼球が回転し、アーセルたちに視線を向けた。

「アーセル、危ないよ！」

「隠れてろ、カリン！」

　外套の下から顔を出すカリンをどうにか抱きかかえながらも、アーセルの頭は必死で回転を始めていた。

（あの肌の無機質な感じ……生き物じゃないなら、からくりか？　しかし、人形以外にあんなふうに動くからくりなんて、今時どこも作ってないはずだ！　ひょっとしなくても、戦時の遺い物ぶつ──兵器の一種が復活したのか）

　今までも、戦時に使われた兵器が壊れずに都市を襲った記録はある。水葬都市の警備はかなり厳重なはずだが、何かの間違いで紛まぎれこんだのか。

「に、に、逃げないと、早く……ひっ！」

　船頭が大慌てで櫂を繰ろうとした直後、謎の化け物は三角州から大きく跳躍してバラッドの塔に取りついた。窓のひさしに手をかけ、塔の内部をのぞきこむ。

　しばらくすると気がすんだのか、腕を振り子のように振って跳び上がり、さらに上の階のひさしに指を引っかけた。そうやってすべての階層をのぞきこんだ後、いったん迷うように静止する。かと思えばいきなり塔の壁を蹴って宙を舞い、大運河沿いの豪邸の屋根へ跳び乗った。

　着地の衝撃で屋上の金の装飾がへし折れるのも気にせず、化け物は連なった屋根を渡って遠ざかっていく。

「ねえ、アーセル！　あっち、総そう督とく宮きゆうのほうだよ？　フォルトナートと……イファもいるかもしれない！」

「だな。おい、船頭、あれを追ってくれ！　早く！」

　アーセルは嚙みつくように言ったが、船頭は見てわかるほどに震えながら首を横に振った。

「い、いいい、嫌ですよ、旦那！　俺は嫌です、遠慮します！」

「じゃあせめて、向こう岸に着けろ！　ほら、しっかりしろ！」

　アーセルが腕をつかんで揺さぶってやると、船頭はどうにか気を取り直して長い櫂を握り直した。どちらにせよ自分も逃げなくてはならないのだ。

「イファ、大丈夫かな？　まだ宮殿にいると思う？」

　カリンが心配そうに問うのは、イファ──フォルトナートの奥方──が、元人形のご婦人だからだ。宮殿ではいつも気さくにカリンをかまってくれる、カリンにとっては姉のような存在だ。

　そして彼女は、アーセルの最初の師匠が作った人形でもあった。

「──もう夜中だ。屋敷のほうだとは思うが、とにかく俺は総督宮に行く。お前は岸に着いたら警けい鐘しようを鳴らせ」

「そんなんじゃ間に合わない！　あたしもアーセルと一緒に行く。大丈夫、あいつ、あたしより動きは遅い。いざってときは逃げられる！」

　アーセルはカリンを見下ろして一瞬悩むが、すぐに心を決めて頷いた。

　やっと岸に着いた小舟から桟橋へ飛び移り、カリンに手を貸して小舟から引き上げる。

「よし、わかった。一緒に来てくれ。だけどもしそのへんであれに出くわしたら、とにかく逃げろよ」

「大丈夫。ちょっと待ってて、あいつがどこにいるか、見てくる！」

　カリンは大真面目な顔で言い、手近な店の看板をつかんでするすると民家の二階へ上ってしまう。そのまま三階建ての家の平らな屋上まで行き、ぐるりと辺りを見渡した。

「──いたっ！　あいつ、随分先の屋根を伝つたって、まっすぐに総督宮に向かってる！」

　カリンが指さした方向を睨み、アーセルは眉根を寄せる。

（普通、戦時兵器の暴走っていったらほとんど天災みたいなもんだ。わざわざ総督宮を狙うなんてのは不自然すぎる。誰かが操ってるってことか？）

　しかし、一体誰が？　そして、どうやって？

「とにかく、追うぞ！」

　重苦しい謎を胸に押しこんで叫び、アーセルは総督宮に向かって走り出す。

　屋根から飛び降りたカリンも後に続いた。大運河側からは、化け物に気づいた人々の悲鳴や、慌てて窓を開ける音がまばらにあがり始めている。

　緊張を孕はらみ始めた街を駆け抜けていくと、やがて行く手からめきめきという破は砕さい音おんと、明らかな人間の悲鳴が響いてきた。

「っ、なんだ!?」

　アーセルは色をなくして路地から飛び出す。

　カリンが足を止め、怯えたような顔で総督宮のほうを指さした。

「アーセル……あれ！」

　彼女の指の先にあるのは少し開けた空間だった。

　大運河に面した桟橋の向こうは、金属製の柵さくに囲われた総督宮の裏庭だ。見上げるような柵の中には土が盛られ、綺麗に刈り込まれた木々や彫像や、ちょっとした東屋あずまやまでが揃そろう。

　緑の少ない水葬都市には珍しい贅ぜい沢たくな空間だが、今は柵の一部がひしゃげて歪められ、優美な裏庭にたたずんでいた幾つもの石像はすべて横倒しになって砕け散っていた。

「これって、さっきの奴がやった、の？　酷い……どうしてこんなことするんだよ……！」

　怒りと恐怖に声を震わせるカリンの肩に手を置き、アーセルは彼女をかばうようにして歪んだ柵の間から裏庭へと踏みこんだ。

　すると、表から見えない角度にあった宮殿の裏口が視界に飛びこんでくる。こちらの扉も無残にも引きちぎられ、入り口自体が破壊されて広げられていた。

「ここから中に入っ──っ！」

　アーセルが最後まで言う前に、総督宮の中で何発かの銃声が響く。

　アーセルとカリンは顔を見合わせることすらせず、宮殿内に駆けこんだ。

　しんと冷えた石造建築の中に、ふたりの足音だけが響いていく。明かりを落とした総督宮はひどく暗く、視界を助けるのはたまに廊下に灯ともっているオイルランプくらいのものだ。

「こっちだ！　さっきの銃声、多分広間のほうだった！」

　アーセルは自分の記憶を頼りに、豪ごう奢しやな宮殿の部屋を幾つも抜けて行く。

　と、不意に部屋の空気がびりびり震え、辺りにせわしない鐘の音が響き渡った。

「アーセル、これって警鐘？」

「ああ。宮殿備え付けのやつだな。これが鳴ったってことは、まだここに生きてる奴がいるってことだ！」

　不吉な鐘の音にせかされるようにして細長い会議室を抜けると、不意に視界が開ける。

　ここは宮殿内でも、もっとも広い広間だ。水路に面した玄関に繫つながっており、吹き抜けの空間では夜会が催もよおされることもある。

　しかし今は何もかもが見る影もなかった。

「うわ……酷い、なんだ、これ」

　カリンが思わず声をあげ、後に続いたアーセルも顔をしかめる。

　まるで室内で台風でも発生したかのような惨さん状じようだ。色違いの大理石で様々な幾き何か学がく紋もん様ようを描いた床の上には砕けたシャンデリアが横たわり、美しい緑に薄紅の筋が入った石の円柱にもえぐられたような跡がある。

　壁際に飾られていた壺つぼの類たぐいは残らず割られ、警備をしていたであろう管理機構の男がふたり、ぐったりと床に転がっていた。

「カリン。お前はここにいろ。俺は負傷者をどうにかする」

　アーセルはそう言い置いて男たちに駆け寄った。

　直後、カリンの鋭い声が飛ぶ。

「──アーセル、上！　危ない！」

　はっとしてアーセルが天てん井じようを振り仰あおぐ。色とりどりの画えが描かれた丸天井。

　その中央に異様なものがあった。

　シャンデリアの代わりにぶら下がった真っ黒な影。真ん中でたったひとつの赤い目がこちらを見つめている。

（まずい、奴だ！）

　アーセルがそう認識した瞬間、謎の化け物は天井から剝はがれ落ちてきた。

　そう、アーセルの真上へ！

「させないっ！」

　即座にカリンが飛び出し、空中で化け物の身体に蹴けりを叩きこむ。

　軽量の蹴りだが、それでも化け物はバランスを崩して床に転がった。シャンデリアの欠片かけらを巻きこみながら、盛大な騒音を立てて石の床を滑っていく。そのまま壊れた扉の外へと転がり出たところで、化け物はどうにか体勢を立て直し、桟橋の上で起き上がった。

　化け物の重量は相当なものらしく、木製の桟橋が凄すさまじい音を立てて軋む。

「カリン、大丈夫か！」

「こっちの台詞せりふだよ、アーセル！　どう？　今の、少しは効いてる感じ？」

　互いに駆け寄って声をかけ合うアーセルとカリンだが、化け物は桟橋の上でうずくまったままだ。真っ赤な目をきょろつかせ、探るようにあちこちを見回している。

「──わからない。わからないが、あれがひょっとして戦時の兵器なら、ちょっとやそっとじゃ壊れないのは確かだ」

　アーセルの険けわしい顔と台詞に、カリンがさすがに少し心細そうな声を出した。

「じゃあ、どうしたらいい？　このままじゃ危ないよ」

　もちろんそうだ。ここまで来たら、後に引くのも危険だ。何か考えなくてはならない。

（──どうにか見込みのありそうな案はないでもない、か。でも、かなり危険だな）

　カリンを思う気持ちと理性がアーセルの中でせめぎ合う。

　冷たい汗がこめかみを這はうが、すぐに他に手はない、と結論が出た。

「カリン、俺が信じられるか」

　アーセルが低い声で囁くと、カリンは迷いなく頷く。

「当たり前だよ。あんたはあたしの創造主だ」

「よし。じゃあまず、あいつを引き寄せて後ろの階段で二階へ行け。次に大運河側の露台バルコニーへ出てから、表の桟橋へ飛び降りろ。そのとき、お前は必ず俺が受け止める。絶対に運河には落とさない」

　感情を押し殺して言うと、カリンはなぜか少しだけ笑った。

「わかった」

　深く頷き、カリンは躊躇ためらわずに走り出す。

　玄関広間の真ん中で立ち止まると、彼女は桟橋の化け物に向かって胸を張って叫んだ。

「おい、お前！　もっと色々、なんでもかんでも壊したいんだろ？　それしか考えてないんだろ。だったらおいで、こっちだよ！」

　化け物はカリンの動きか、言葉か、両方かに反応して、身体を揺らした。長い両腕を交互に振って均きん衡こうを保ちながら、腕より大分短い足で広間へと戻って来る。

　そしていきなり速度を上げ、カリンに飛びかかる！

　壁際で見ていたアーセルは思わず息を吞むが、カリンはすかさず大きく飛びすさって広間奥の螺ら旋せん階段に飛びついた。そのまま軽やかに階段を駆け上がる。

　カリンが二階へ着いたのを見届けると、アーセルは広間を抜けて玄関先の桟橋へと走った。二階からは絶えず何かの破壊音が響いてくる。

（頼む、なるべく怪け我がするなよ、カリン──！）

　心の底から祈りながら、アーセルは化け物の重量でひしゃげかけた桟橋に出た。

　桟橋の状態をざっと確認し、二階から張り出した露台を見上げる。

（あれが戦時の兵器なら──いや、万が一、近年造られたものだったとしても、動力は魔抱石以外にはないはずだ。だったら水路に落とせばどうにかなる）

　危うい賭かけだが、今は他に手がない。

　アーセルは二階に向かって叫んだ。

「カリン！」

　わずかな間を置いて、露台の奥の硝子ガラス窓が砕ける音が響く。高価な板硝子をやぶって転がり出したのはカリンだ。彼女はすぐに飛び起き、露台の手すりの上へ乗った。

「アーセル！」

　カリンは叫び、躊躇いなく手すりを蹴って飛び降りる。

　アーセルは両手を広げ、どうにかカリンの軽い体を受け止めた。

　そのまま桟橋を蹴り、抱いたカリンごと玄関広間のほうへ転がる。

　間を置かず、化け物の巨体が二階から桟橋に落下した！

　着地と同時に凄まじい破砕音が鳴り響き、木製の桟橋は化け物を支えきれずにまっぷたつに裂ける。化け物は大きくよろめくが、ぎりぎりで腕を伸ばして玄関の石柱に指をかけた。

（しまった……！　落ちなかったか！）

　アーセルが絶望に目を瞠った、そのとき。

　乾いた音が何度か響き渡り、銃弾が化け物の指に跳ね返った。

　着弾の衝撃で化け物の指は柱からほどけ、巨体は水路へと転げ落ちる！

　凄まじい水しぶきが上がり、アーセルは体でカリンをかばった。

　化け物の姿はすっかり水に沈んだが、すぐには緊張は解けない。

（頼む、お願いだから来るなよ。もう、上がって来るな……！）

　固かた唾ずを吞んで水面を見守ったのはどれくらいの間だろう。やがて波が収まり、すっかり水面が平らになっても、水路から化け物が上がってくる気配はなかった。

　代わりに、化け物の欠片らしき黒い物体が幾つか、ぷかりと水面に吐き出される。

「……やった、の……？」

　腕の中でカリンが囁き、アーセルもゆるゆると息を吐いた。

「多分、な。あとはフォルトナートたちの無事を確かめて……」

「──その必要はない。もしくは今すぐ振り向くことだ」

　背後から響いた不機嫌そうな声に目を瞠り、アーセルは床に座りこんだまま振り返る。

　荒れ果てた玄関広間には、いつしか硝しよう煙えんのまとわりつく回転式拳銃を片手にした金髪の青年がたたずんでいた。夜中だというのに仕立てのよい白いスーツを完璧に着こんだ姿に、アーセルはほっとして声をかける。

「フォルトナート！　さっきの銃撃、あなたでしたか。助かりました」

「この時間では警備の人間も少ない。わたしが出るしかあるまい。眠気覚ましとしてはかなり効いたが、二度目は遠慮したいところだな。アーセルとカリン、どちらも無事だな？」

　フォルトナートはアーセルの横まで歩み寄ると、強い視線をふたりに向けた。

　彼はまだ三十歳になるかならないかの青年だが、すでに元首としての威い厳げんは充分に備わっている。彫刻めいた繊細な顔立ちに浮かぶ表情はあくまで冷れい酷こく。

　なのにアイスブルーの瞳は真しん摯しに光る。

　アーセルは改めて安あん堵どのため息を吐つき、慎重に立ち上がった。

「おかげさまでぴんぴんしてますよ。あなたも無事でよかった」

　フォルトナートは浅く頷き、玄関広間の様子をぐるりと見渡す。

　いつの間にやら広間には、フォルトナートの部下である都市管理機構の制服姿が幾つか散っていた。彼らが負傷者を助け、宮殿の被害を調べ始めているのを確認しながら、フォルトナートは続ける。

「わたしは襲撃当初、地下にいたからな。襲撃の様子をうかがってから対処することができた。運がよかったということだ。君たちこそ、駆けつけてくれて助かった。礼を言う。しかし、さっきの化け物は……」

「フォルトナート！　フォルトナート、無事!?」

　そこで広間の奥から澄んだ声がして、フォルトナートの声が途切れた。

　美しい眉がぴくりと動き、彼は声のほうを振り返ろうとする。

　が、一瞬早く、全速力で走ってきた貴婦人がフォルトナートに飛びついた。

「フォルトナート！　フォルトナート、生きてる？　生きてるよね？　どこもおかしくなってないよね!?」

「──イファ、お前、どうしてここに──っ、その前に！　ドレス姿でわたしによじ登るな、はしたない！」

　さっきまでとは一転、フォルトナートはどこか子供っぽい表情で叫ぶ。

　その首にしがみついているのは、薄紅に一面金糸で細かな花の刺し繡しゆうを施ほどこした最高級のドレスをまとった貴婦人だった。衣装は動きにくくて重いはずなのに、フォルトナートにがっしりくっついたままで少し不満そうに主張する。
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「はしたないってなんだよ、こんなときまでそんなこと言うの？　私だって普段はきちんとしてる。最近は見た目は完璧に貴婦人の鑑かがみ！　ってみんなに褒ほめられるんだから。知らないんだったらみんなに訊いてみたらいいよ。大体ね、フォルトナートは仕事しすぎなんだ！　夜中まで仕事してたら身体にも悪いし、お化けが出るよ、っていちいち私、言ってたでしょ？　で、ほんとに出たじゃない！」

「なぜそこで勝ち誇った顔になる！　とにかく、わたしから下りろ！　下りないとまた、しばらく口をきかんぞ！」

　すると風変わりな貴婦人は神しん妙みような顔になり、フォルトナートから下りて床に立った。

　そこでやっとアーセルたちに気づいた様子で、それこそ薄紅の花が開くように笑う。

「あっ、アーセルにカリン！　来てたんだ？　ちょっと久しぶりだね。元気だった？」

「いや、まあまあ元気だけど……お前、ほんっとに相変わらずだなー」

　アーセルが軽く頭を搔かきつつ言うと、貴婦人──イファの笑みは少し不思議そうになる。

　そんなどこか少女めいた表情が心に沁しみて、アーセルは慌てて少し視線をそらした。

（いててて……駄目だって。やっぱり、まだちょっと駄目だ）

　さりげなく胸に手を当てて、どうにかざわめく心を抑えようとする。そんなアーセルをよそに、イファはカリンと楽しげに挨拶を交わし始めた。

　アーセルは少しだけ胸を撫で下ろし、視界の端にもう一度イファの姿をとらえる。

（──ほんっと、綺麗になったよな）

　イファ。彼女はフォルトナートが娶めとった、元は人形だった女性だ。アーセルの最初の師匠が作り、アーセルが最初に惹ひかれた人形。大抵の人形師は、自分の手によって、もしくは自分の周りで初めて生まれた魂持ちの人形に心惹かれる。

　アーセルもまた、例外ではなかった。

（恋とかなんとかいうんじゃない、とは思う。でもどうしても、心が傾かたむくな）

　まるで呪いみたいな思い入れだ。心が縛しばられて、自由にならない。

　人形だったときのイファは、まだ少年形をしていたからよかった。

　今のイファは白はく磁じの肌をほんのりと薄紅に染め、銀糸そのものの長い髪を結い上げて、一見完璧な二十代の貴婦人に見える。その繊せん細さいな細工物のような容姿に宿る表情はいつでもおそろしく鮮やかで、動きは軽やかで、まるで命の塊かたまりのよう。

　その落差がまた、彼女に眩暈のするような魅力を与えていた。

（でも、駄目だ。イファはフォルトナートのものだ。俺は人形に恋なんかしない）

　自分に強く言い聞かせるアーセルの眼前で、フォルトナートはまたイファと喧けん嘩かを再開している。

「いいか、イファ。この際お前の貴婦人らしくない態度も、わけのわからない理屈も、すべてを横に置いておこう。しかしそれでも無視できないことがひとつある。なぜ危ないと知って、わざわざここまでやって来た。どうしておとなしく私邸のほうにいなかった？」

「警鐘を聞いてあなたが危ないと思ったら、身体が勝手に動いたんだよ。あなたのこと、守ろうと思って」

　イファは事もなげに言って、ふと少しだけ申し訳なさそうな顔になる。

「あ……でも、ごめん。また、ドレスにかぎ裂ざき作っちゃった。着替えてたら時間かかるから……ごめんね。これからはドレスの下に男装仕込んどく」

（──ずれてる。相変わらず）

　アーセルは軽い眩暈を感じ、カリンは嬉しそうにイファを見上げる。

　フォルトナートはかすかに肩を震わせて耐えている様子だったが、ついに辺りを気にせず叫んだ。

「ドレスの一着や二着がどうした！　わたしは、お前自身を心配しているんだ！　なぜ今さらそんなことを口に出して言わせるのだ、わざとか？　わざとなのか？　服にかぎ裂きなど幾らできてもいい、高価な宝石を水路に落としたければ勝手にしろ、しかし少しでも痕あとが残るような怪我でもしてみろ、二度と館の部屋から出さんぞ！」

「ええっ、何その横おう暴ぼう！　あのねえ、いくら気をつけたって多少の怪我くらいしちゃうよ。人間の身体って人形より軟弱なんだもの。大体フォルトナートはどうなのさ！　こんな大変なことになって、怪我は!?」

「っ、やめろ！　服を脱がせようとするな！　これ以上わたしを怒ど鳴ならせるな！　ただでさえ性格が悪いので有名なんだ、妻を虐ぎやく待たいしているなどという評判を立てられたくない！」

「はあ!?　いつどこでそんな噂うわさが立ったの？　フォルトナートは優しいし穏やかだし頭いいし恥ずかしがりだし寂さびしがりだし、意地悪なふりしてるだけのいいひとだよ！　みんなの前でも、もっと私たちふたりっきりのときみたいに優しく喋しやべればいいんだ！」

（──駄目だ、つらい）

　あんまり酷いふたりの会話に大きく咳きこみ、アーセルはどうにか口を挟んだ。

「そこまで！　はい、あんたらが仲がいいのはもうわかったから！　痴ち話わ喧嘩はこのへんでやめときましょう。きりがないし。こう、俺の心臓に悪いし……」

　すると、すかさずフォルトナートがきっ、と睨みつけてくる。

「これは痴話喧嘩ではない。──日常会話だ」

「……なおさら恥ずかしいです。とにかく、目の前の問題をどうにかしないと。これ、あんまりにもあんまりな異常事態ですよ」

　アーセルに言われると、フォルトナートは緩ゆるやかに瞬まばたいて元の冷徹な表情を取り戻した。

「確かに異常だ。近隣都市の中でも、我が水葬都市の警備は飛び抜けて厳げん重じゆう──のはずだった。それが、総督宮を襲われるとはな」

「そういうことです。この荒れっぷり、他の力のない都市なら建物ごと廃はい棄きする域じゃないですかね。さっきの化け物──なんだと思われます？」

　アーセルが訊くと、フォルトナートは管理機構の男をひとり呼びつけた。

「そこの君──そうだ。来い。水葬都市全体の警備はすべて強化されたか？　──ならばいい。ここを襲った化け物は水路に落ちたが、死んだという確認は取れていない。明るくなり次第、引き揚げ船を出す手配をしろ。大運河の底をさらう」

　部下にてきぱきと指示を出した後、フォルトナートはアーセルに向き直った。

「あの化け物が何かを調べるのは、お前の役目だ。できるな？」

「俺の、ですか」

　少し意外に思って瞬くアーセルの耳元に、フォルトナートが顔を近づける。

「今の世の中で、お前ほどまともに物事の本質を見られる人間はいない。そうでなくて魔抱石の研究など任せるか」

　彼の言葉に、アーセルは少し複雑な思いで眉根を寄せた。

「随ずい分ぶん信用されたもんですね。魔抱石の研究は、人間にとって必要なもんだと思ってるからやってるだけですよ。大体、俺があんまりあんたの手て駒ごまっぽく動くのが目立ったんじゃ、人形師ギルドが嗅かぎつけて嫌がりだしますよ」

「人形師ギルドか。奴らは頭が固いからな。あれは他のギルドとは根本的に違う。『時無しの人形師』を神しん祖そにいただいた、結社のようなものだ」

　フォルトナートは囁くように吐き捨てた。

　彼の人形嫌いはイファのおかげですっかり治ち癒ゆしたものの、古い貴族社会にべったりくっついた人形師ギルドはお気に召さないらしい。

（まあ、実際このひとの考えと人形師ギルドは相あい容いれないよな。魔抱石を研究して、昔みたいに動力源として使えるようにしたら、確かに人間の文明は息を吹き返すかもしれない。水葬都市はさらに富み栄えるかもしれない。でも人形の神秘性は薄れるし、そもそも貴重な魔抱石を愛あい玩がん物ぶつに使うって文化自体がどうなることやら）

　退たい廃はいの時代に幕を引きたい反面、来きたるべき未来も恐ろしい。

　フォルトナートと人形師ギルドの間で板挟み状態のアーセルは、少々途方に暮れる。

　そんなアーセルの思考を読んだかのように、フォルトナートは小さく、しかししっかりと言った。

「まあいい。お前は研究のことだけを考えろ。そして、人形のことをな。人間をどう導くかは、我々の仕事だ。──人形師ギルドとは適度に距離を保て。バラッドの弟子なら、奴らもそうそう手は出せまい」

「……その、バラッドのことですが」

　ふと重大なことを思い出し、アーセルは話を切り出す。フォルトナートは何かを予感したのか、視線を鋭くした。

「何かやらかしたか？」

「少し、おかしな感じになってました。俺の──俺のとこにいた人形を奪いに来て、『自分は時無しの人形師になった』とかなんとか言ってまして。その後奴の塔に駆けつけたら、奴も、奴の人形も、どこにもいなくなってました」

　口に出した途端にアーセルの中で焦あせりがふくれ上がる。

　今頃バラッドはどこにいるのだろう？　そしてセレネは？

　浮き足立ちそうになるのを必死にこらえていると、フォルトナートが低く言う。

「──なるほど。そうだろうな。バラッドは先ほど強引に門を開けさせてこの街を出て行ったらしい」

「この街を、出た!?　バラッドが、ですか？」

「そうだ。馬車は何台かあったようだ、自分の人形も連れて行ったのかもしれんな。何かの要請なしに奴が水葬都市を出るなど、滅多にあることではない。奇妙だとは思ったが、直後にこの事件だ」

　フォルトナートは考えこむ風ふ情ぜいで続け、広間の隅すみへと歩いていった。

　アーセルはイファとカリンが手に手を取って何やら話し合っているのを確認し、足早にフォルトナートの後に続く。

　フォルトナートは広間の隅にいた数人の管理機構の男と話し、アーセルを振り返った。

　その手には手のひら大の黒いものが載のっている。

「さっき暴れ回った奴の欠片だ。どんなものだかわかるか？」

「いきなりですね。見ただけじゃなんとも言えませんけど──」

　どうにか気持ちを落ち着かせて欠片を受け取り、アーセルは壁のオイルランプの明かりで目を凝らした。渡されたものは一見金属じみて見えたが、重さはそこまでではない。断面の様子は明らかに金属とは違い、きらきらと光る粒も見える。

「ひょっとすると、陶器の一種かもしれないな。ものすごく硬く焼かれてるけど金属よりは軽いし、質感も違う。どっちにしろ、今作れるものとは思えません。やはり、戦時の兵器でしょう。──バラッドが出てったことで、この街の警備が薄くなった隙を突いて来たとか？」

　慎重に問うアーセルに、フォルトナートは軽く腕を組んで答えた。

「あの化け物が勝手にそんなことを考えたとでも言うのか？　ばかな。誰かが操ったと考えるほうが自然だ。だとすれば、誰ならそこまで迅じん速そくにバラッドの動きを知って行動できる？　常人では不可能だ。──考えられるとしたら、バラッド本人かもしれんぞ」

「バラッドが!?　いくらなんでも、そりゃないでしょう！　どうしてバラッドがあなたを狙うんです？　確かに昔はあんまり仲が良くなかったかもしれませんが、最近はイファが間に立ってるんでしょ？　大体、万が一バラッドがあなたを襲おうとしたとして、わざわざ戦時の兵器なんか使いませんよ。まず操り方がわからないでしょう、普通は」

　さすがに勢いこんで言い、アーセルは改めて手の中の欠片を見下ろした。

　過去の人間が作ったであろう、恐ろしく硬い物質。今回はどうにか破壊できたようだが、これは大変な幸運なのだ。かつて起こった大規模な戦争の後、人間たちの文明は大きく後退した。そのせいで人間たちは、戦前、戦時の兵器を解体することすらできない。

　そんな兵器を壊すどころか操るとなれば、もはや夢物語の類たぐいとしか思えなかった。

　ところが、フォルトナートは怖いほど真剣な目になって告げる。

「普通なら確かに無理だ。だが、気づかないのか？　さっきの兵器は人間の形をしていた。かつて戦争のために作られた、人造の人間。──それは、人形の基礎になった技術だろう？」

「……あ」

　言われた瞬間に、アーセルの顔からざっと血の気が引く。

『人形は、人造の人間に関する戦時の技術を掘り出して作られたもの』

　それはこの時代の定説だ。アーセルも飽き果てるほどに聞いてきた話だ。

（だけど、あの化け物と人形はあんまりにも違いすぎるだろう！　……あれ？　でも。この欠片の断面の光り方は、魔抱石の欠片を練りこんだ粘土に似てる、か？）

　奇妙な予感が首筋あたりに宿り、心がむずがゆくなった。何かが起こり始めている気がする。黄昏たそがれに浸ひたりつつも安定していた世界が、変わることなく存在し続けていたこの都市が、決定的に変わり始めているような予感。

　ただの錯さつ覚かくならばいいが、目の前の事態はすでに日常の許容量を振り切っていた。

　フォルトナートの鋭い声はなおも続く。

「あれが人形と同じ仕組みで動いているとするなら、犯人は人形師で決まりだ。特にバラッドは、なぜだかわからんが自作以外の人形も自在に操ってみせるだろう？　そんなバラッドがついさっき少々おかしくなり、街から消え、すぐに人形じみた化け物が出た。現状では、奴が何かを企たくらんだのだと考えるほうが自然だ」

「──だとしたら、一刻も早くバラッドを捜さなくちゃいけません」

　着実にふくらむ焦りに押され、アーセルは思わず口走った。

　バラッド。美しく高慢な人形であり人形師、ただそんなふうに思っていた彼の印象が、あっという間に強大な化け物のように変わっていく。

　得え体たいの知れない美貌の下で、彼は一体何を考えていたのだろう？

　彼は一体、何者だ？

「追っ手はすぐに出す。お前は、まずはこの化け物の引き揚げに立ち会って──」

　淡々と言うフォルトナートの声を遮るようにして、アーセルは一歩前へ出た。

「フォルトナート、俺に師匠を追わせてください。弟子の責任もあるし、それに、俺は奴が連れて行った人形を助けなきゃならない。……約束したんです。守ってやる、って」

　ひどく唐突なうえ、勝手な願いだった。断られるかもしれない、と思う。

　それでも言わずにはいられなかった。

　一方のフォルトナートは少し驚いたように目を細め、しかしすぐにすべてを察したように浅く頷く。

「以前わたしに買い取らせたがっていたのは、その人形か。なるほどな」

「──そうです。でも、間に合わなかった。俺にはろくな力がない、それに……彼女自身が今回のことをどう思ってるのかもわからない。彼女は俺よりバラッドのところにいるほうがしあわせなのかもしれない。俺が今彼女のところへ行くべきかどうかも、わからないって言えばわからない」

　言えば言うほどアーセルの脳裏にはセレネの姿がちらついた。あまりにも美しい姿でバラッドに抱かれて行ったセレネ。彼女は本当に助け出されることなど望んでいるのだろうか？

　疑念は冷たい手と化して、アーセルの心臓をわしづかみにする。

　もし迎えに行って、拒否されてしまったら？

　自分の愛など、最初から要らないものだったとしたら？

　仕方のないことだ。仕方のないことだが、苦しい。あまりにも。なぜだろう。セレネに手を振り払われるところを想像するだけで指先がかすかに凍りつく。

　そこへ、フォルトナートの声がかかった。

「今は迷うな。──行け。行って、取り戻して来い」

　アーセルがはっとして顔を上げると、フォルトナートのアイスブルーの瞳と視線が合う。

　彼の目はあまりに鋭かったが、その奥には熱い感情が沈んでいるのがわかった。

　彼は囁く。

「自覚があるかどうかは知らんが、お前がこの都市に住みだしてから、『自分のため』にわたしに何かを頼んだのは、その人形についてが初めてだ。それまでのお前は野心を持つわけでもなく、友や恋人を求めるわけでもない。その歳にしてほとんど隠いん居きよ老ろう人じんだったぞ」

「隠居って……さすがにもうちょっと他に言い方はないんですか」

　アーセルはがっくりと肩を落とすが、おかげで多少心が軽くなった。

　おそらく、フォルトナートの言うことも本当なのだろう。アーセルは若くしてこの美しい都市に住み、少なくとも技術だけは最高の師について人形作りを学んだ。『魂持ち』の人形を作り上げ、それだけで充分しあわせだと思っていた。

　もう、強く心が動くことなどないと思っていた。

　──でも、違った。

　アーセルは軽く深呼吸し、フォルトナートを見つめ返した。

「──野心ならまだありませんし、その人形に惚ほれてるっていうんでもありません。でも、決めたんです。あの子のこと、親みたいに、兄みたいに、誰よりも愛そうって。あの子の優しさと同じくらい、できれば、人形が人間を愛してくれるのと同じくらい、愛してみようって」

　口に出すと陳ちん腐ぷな台詞だった。愛。使い古されすぎていてうんざりする。

　けれどフォルトナートは笑わなかった。ごく真面目に頷いて言う。

「ならば、拒否されようと、ねじ伏せられようと、まずは行け。行って、腕を伸べろ。後悔よりは、絶望のほうがましだ」

　これも陳腐な返事だった。陳腐なはずだが、やけに重く響く言葉でもあった。

　心に滲しみ通とおるものを感じ、アーセルは頷く。

「はい」

　感謝と決意をこめて一言だけ言い、すぐに身を翻ひるがえす。

　もう、ひとときも無駄にはできない。拒否されてもいい。踏みにじられてもいい。

　ただひたすらに、大切なものを守りたかった。
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　アーセルたちが水すい葬そう都と市しで化け物と対たい峙じした、その次の夕方。

　セレネたちは都市の外、荒野の真ん中にいた。

　がたん、ごとん、と馬車は揺れる。

　黒塗りの馬車は六頭立てで、馬車を引く黒馬はよくよく見ると作り物なのがわかる。関節には継つぎ目があるし、真っ赤な瞳はガラス玉。本物の革かわを張った身体からだの中では、人形たちと同じ魔ま抱ほう石せきが馬に力を巡めぐらせている。作り物の馬が引く馬車は全部で三台。

　がたん、ごとん、と揺れるごとに、馬車は水葬都市から離れゆく。

「外が気になるのかね？　わたしのセレネ」

　耳を撫なでるような柔やわらかな声に、セレネはびくりと震えて振り返った。

　真紅と黒と金で統一された豪ごう奢しやな馬車の中、真っ白な美しいひとが微笑ほほえんでいるのが見える。

彼は小さな窓から注ぐ光を背負い、澱よどんだ青い目でセレネを見つめる。

（綺麗なひと──愛しいひと。私の、創造主）

　バラッドに見られていると思うだけで、セレネの胸の魔抱石はじわりと熱くなった。嬉しくて、しあわせで、甘い思いでむせかえりそう。

　これは昔、創造主と一緒にいたときとまったく同じ思いだ。

　セレネは幸福に浸ひたりきって微笑み、バラッドに囁ささやきかけた。

「すまない。あなたから目を離してしまった。ただ、随ずい分ぶん水葬都市から離れるのだな──と、そんなことを思っていただけなのだ。私たちは、これからどこへ行くのだろう？」

「気になるのかね。かつてのお前はそんなことは言わなかったよ。いつでも、黙ってわたしの傍そばにいた」

　バラッドは歌うような調子で言って指を伸べ、セレネの真っ白な巻き毛を撫でる。

　仕立てのよい手袋をつけた指は恐ろしく繊せん細さいで、動きはどこまでも優美そのものだ。懐かしい。本当に懐かしい。昔もよくこうして撫でてもらった。こんなふうに美しいひとは創造主以外にはいない。ずっと、ずっと彼を、彼だけを見ていたい。

　そう思う反面、なぜかセレネの視線は窓の外へと吸い出されてしまう。

「昔は、そうだった。覚えている。でも、あの頃の私は動けなかったし、喋しやべれなかったのだ」

　琥こ珀はくの瞳に映る外界は暖だん色しよくの光に満ちている。もう夕刻なのだ。

　窓から見えるものは橙だいだい色いろに染まった空と、赤茶けた奇き岩がんと、奇妙な戦時の遺物ばかり。都市の外はどこまでもこんな荒野が続く。

（こんなに水葬都市から離れてしまっては、アーセルが駆けつけられないかもしれないな）

　不意にそんな思いが胸に忍びこみ、セレネは緩ゆるやかに瞬まばたいた。

　ほとんど同時に、髪を撫でていたバラッドの手がぴたりと止まる。

「セレネ。お前は変わってしまったね」

　もの柔らかに言われ、セレネはぎょっとして振り返った。

　バラッドは片方だけ露あらわになった青い瞳でこちらを見ている。顔に浮かぶのはあくまで穏やかな微笑みだが、その瞳はどこか冷えた光をたたえてセレネを見み据すえていた。

　何かを見透かされたような気持ちになり、セレネは必死に主張する。

「私は何ひとつ変わってなどいない！　いや──そうか、確かにアーセルのおかげで喋れるようにはなったな。歩けるようにもなったし、着替えもできる。女王としては少々はしたないかもしれないが、仕方あるまい？　アーセルのアトリエは執しつ事じも侍女も永遠に解かい雇こ中らしくて、女主人の立場としては色々と雑事を覚えねばならなかったのだ」

　すると、バラッドはいかにも興味がない、といった様子で淡く微笑み、指にセレネの巻き毛を絡からめて囁いた。

「なるほど、アーセルが、ね」

（なんだろう……嫌な感じがする。創造主は、アーセルが嫌いなのだろうか。すぐに私を創造主に引き渡さなかったのは、彼の罪かもしれんが……彼にはあまり酷ひどい罰ばつを与えたくはないぞ、私は）

　バラッドの態度が強い不安を搔かき立てて、セレネは懸けん命めいに小さな拳こぶしを握って声を大きくした。

「その、アーセルは貧乏だが、いい奴だった。私の整備をしてくれて、こんなに自由に動けるようにしてくれたし、優しくしてくれたし。そう、それに、他の人間が人形にした所しよ行ぎようを自分のことのように一生懸命謝ってくれた。あんな人間は見たことがない。すごく謙けん虚きよで、心の温かい奴だと思うのだ」

「──謙虚。本当にそうなら、彼はお前を作り替えようなどとは思わなかったはずだよ」

　どこまでも甘く、凍えそうな響きの声で言い、バラッドはそっとセレネの顎あごを取った。

　触れられたところからかすかな震えが生まれ、セレネは軽く唇を引き結ぶ。

　震えが全身に伝わっていくのが、心地よいのか怖いのかわからない。

　バラッドが目を細めて囁く。搦からめ捕とるように。

「お前はわたしのものだ、セレネ。わたしが作り、わたしが愛すべきものだ。奴はそれを身の程知らずにも欲したのだよ。その時点で許されるべきではない。──そしてね、アーセルがお前を作り替えたのは、親切などではあり得ない。ただの醜みにくい欲の結果だ。いいかね？　奴はからくりやら時計やらの仕事を増やしてお前に貢みつぎ物ものをしていたようだが、そんなはした金ではお前を買い取ることなど永遠にできはしない。もちろん身分も足りない。だからこそ奴はお前を自分の好きなように作り替え、わたしの美を破壊した。それが奴にできる唯一の、お前を手に入れる方法だったからだ」

（醜い、欲？）

　バラッドの言葉が毒のように胸を侵おかし、セレネはわずかに目を見開く。

　苦しい。胸が重い。どうしてだろう。アーセルが優しいひとではないとわかったから？

　違う。それは違う気がする。アーセルは優しかった。本当に優しかった。彼の優しさはセレネの胸の石が確かに感じた。逆に、欲などまったく感じ取れはしなかった。

　でも、創造主が噓を吐つくわけもないのだ。

（どう、したら、いい？　何が、正しいこと、だ？）

　セレネは呆ぼう然ぜんとバラッドを見つめた。助けてほしかった。

　この混乱から連れ出してほしかった。

　そんなセレネの気持ちが届いたのかどうか。バラッドは笑う。

「怯おびえているのだね。仕方のないことだ。──けれど安心したまえ。お前がそんな姿になっても、わたしの愛は少しも揺らいではいないのだから。わたしはお前を愛しているよ、セレネ。その身に刻まれた醜い印は、全部わたしが消し去ってあげよう。もう一度、丁てい寧ねいにお前の回路を切ってあげる。……二度と動けないように。醜い言葉など発することがないように。お前をわたしが最高に美しいと思えるものにしてあげよう」

「──ああ。ならば、安心だ」

　反射的に言葉が零こぼれ、セレネは機械的に微笑んだ。

（よかった。創造主は私を見捨てない。創造主は私を愛している。愛しているから、また私を作り替えてくれる。創造主の理想のままに、また動けないようにしてくれる）

　なんて幸福なことだろう、創造主はたくさんの人形を作ったはずなのに、こうも愛され、いつまでも手を入れられるのはおそらく自分だけだ。しあわせだ。本当に、本当に、ものすごくしあわせだ、しあわせで喉のどが詰まって、背筋が震えて、怖いほどに身体が冷える。

　これは何。これは、本当にしあわせ？

　そのはずなのに、なぜか身体は冷えたままだ。

（不思議だ。身体と心がばらばらになっていく）

　ぎこちなく微笑み続けるセレネに、バラッドはあくまで優しく声をかけた。

「安心しておいで、セレネ。わたしの最愛の、人形の女王。君は何も考えなくていいのだよ。わたしのことだけ見て、わたしのことだけ考えておいで。そうしていればわたしは永遠にお前を愛するだろう。わたしたちの宮殿の中でね」

「宮殿」

　ぼんやりとセレネが繰り返した直後、軽い衝しよう撃げきと共に馬車は停まった。他の馬車に乗ってついて来ていたバラッド作の人形が、外からセレネたちの馬車の扉を開く。

「そう、ここがわたしたちの本当の故郷だ。おいで、わたしのセレネ」

　バラッドに手を引かれるがままに、セレネは荒れ野へと降り立った。強い風が地平線のほうから吹いてきて、セレネの巻き毛を吹き散らして去っていく。夕暮れの世界はうす紫色だった。

　紫色の空の下、赤茶けた大地が地平線をさらしてその身を横たえている。

　視界いっぱいに広がる大地の真ん中には、ぽかんと巨大な穴が空いていた。

　水葬都市とは違う。隕いん石せきが落ちた跡あとのような、半球形の陥かん没ぼつだ。

　もしも周囲を歩いて回れば夜までかかってしまいそうな陥没の中には、びっしりと建物が生えている。無数の柱を持つ丸屋根の建物は聖堂に似ていた。そのすぐ隣には、山ほどの彫ちよう像ぞうで支えられた方形の建物。それらを囲むようにそびえ立つ、やけに巨大な円柱の群れ。

　穴の中に築かれた建築物はあまりに密みつ集しゆうしていて、しかもそれぞれがものすごい執しゆう念ねんでもって装飾されている。

　飾りが彫ほられていない場所が見つからない。見ているだけで目がちかちかしてくる。あげくにそれらの建物はみんな同じ赤茶けた色をしているので、全部まとめてひとつの建物のようにも見える。

（これは、街──ではないな）

　そう直感したセレネの横で、バラッドは彼女の手を握ったまま穏やかに言う。

「お墓だよ、これは。人間たちは昔、この場所でひたすらに殺し合った。殺して、殺して、殺して──すっかり取り返しがつかなくなった頃にやっと後悔を覚えて、この場所に墓を造ったのだ。……愚おろかしく、不器用なことだね」

　なるほど、これは生者のための街ではないのだ。

　だから異様なのだ。そして、どこか悲しい。セレネはゆっくりと瞬いた。

（人間はもろい。人間はすぐに死んでしまう。そんなことは知っているし、別にいくら死んでもいいとも思っていた。私は邪悪な女王なのだ。人に死を与えるのなど、やり方さえ知れば簡単だ。──そう、思っていた。でも、どうしてだろうな。今は、ひとの墓を見るのが悲しい）

　セレネが漠然とした悲しみに身を任せていると、バラッドが不意に声の調子を変えた。

「さて。では、わたしたちの宮殿の扉を開こうか。やり方は覚えているかね？」

「やり方？　……私が、やるのか？」

　驚いて顔を上げると、バラッドはうっすらと微笑んだまま頷うなずく。

「そうだよ。お前にはその力がある。その証拠に、お前には魔抱石の声が聞こえるはずだ」

「……！　確かに、そうだ。聞こうと思えば石の囁きが聞こえるし、淡い光も見える。それは、当たり前のことではないのか？　私だけ、なのか？」

　セレネはアーセルのアトリエで見た魔抱石の囁きと、カリンに見た光を思い出して勢いこんだ。その拍ひよう子しに、ふとバラッドの身体からも淡い金色の光がにじみ出す。

（アトリエのときと同じだ。……しかし、どうして創造主から光が見える？　彼の中にも、魔抱石があるのか）

　気づいて戸惑うセレネに、バラッドは緩やかに微笑んで続けた。

「お前だけだ。だってお前は人形の女王なのだからね。お前はわたしの、最初で最後の『成功』した作品──かつて世界を創り直したとされる魔抱石を持った、魔法が使える人形なんだよ。さあ、墓を見てごらん、セレネ。そうして自分の胸の魔抱石に、『見たい』と望むんだ。お前にはこの墓の封印を見ることくらい簡単なはずだ」

「ああ……わかった」

　とにかく頷き、セレネはバラッドから穴の底の建築群に視線を移す。

　赤茶けた建築の群れを睨にらみ、言われたとおりに『見たい』と心に念じた。

　──見たい。見せるがいい、お前たちのすべてを。

　そんなセレネの思いに応えるよう、彼女の視界はすぐにぼんやりとした金色の光に包まれる。バラッドの胸に見えたのとよく似た光が建築群を包み、すべてを黄金造りのように塗り替えた。

　どこもかしこもまぶしいほどにきらめく視界の中で、もっとも明るいのは右手奥にある円えん蓋がいを持つ建物だ。我知らずそちらへ意識をやると、今度はそこからかすかな声が聞こえ始めた。

（囁きだ。何かを囁いている声がする。きっと、あそこに魔抱石があるのだな）

「何か見えたかね？」

　すかさず響くバラッドの問いに、セレネは少し躊躇ためらいつつも頷く。

「ああ。多分その封印とやら、あそこではないのか」

　真っ白な指で墓の一角を指すと、バラッドはセレネの手を引いて陥没の底へと歩き始めた。

　道もないでこぼこの斜面を下りるのはセレネにとっては至し難なんの業わざだが、バラッドや他の人形たちの手に助けられ、どうにか赤茶けた建築群の間へと降り立つ。

　そうして近くへ寄ってみると、セレネの指した円蓋の建物には入り口がなかった。

　無数の乙女の彫像が屋根を支えているのだが、その乙女たちがぎっしり詰まりすぎていて中に入りようがない。

「確かに、わたしの記憶とも合がつ致ちする。ここがわたしたちの宮殿の入り口だね。では、セレネ。石の声に耳を澄ませたまえ。扉を開ける印象を胸に描くのだよ」

　揺るぎないバラッドの声がセレネを導く。

　言われるまでもなく、石のざわめく声はさっきから随分大きくなっていた。

　──覚えている。覚えている。それはとても悲しいこと。

　──悲しいこと。いなくなってしまった人間たちのこと。悲しい。

　──悲しい。悲しい。帰って来ない。誰も来ない。誰もいない。悲しい。

　胸がつぶれそうな悲しみがセレネのほうに押し寄せて来て、セレネは思わず念じ返す。

（ばかな！　そう悲しみすぎるな。ここでは多くの人間が死んだのかもしれない。でも、まだ人間は生きている。こうして私の創造主も、ここへ帰って来たではないか！）

　元気づけるような思いに反応して、辺りの大気がふるふると震えた。

　じんわりと気温が上がるような感覚。

　石の囁きは高さを増し、少し早口になり始める。

　──帰って来た。本当？　本当に帰って来たの？　愛しいひとたち。

　──本当？　あなたは人間？　私たちを満たしてくれるの？　愛してくれるの？

（私はひとではないが、もちろんお前たちを愛してやろう。わたしは人形の女王だ。さあ、いつまでも悲しんでいないで、私たちを招き入れるがいい！）

　いつの間にやら必死になったセレネの思いに、石の囁きは一瞬だけ静まった。

　辺りに沈黙が落ちる。

　数秒の後、今度はまるで澄んだ鐘のような音がいっせいに鳴り響いた。

　まるで聖堂の中で乱反射するかのように、高く美しい音が四方八方からセレネの身体に飛びこんでくる。肌が震え、胸の魔抱石が震える。まるで身体が崩れてしまいそうな感覚に、セレネはバラッドの手をつかんだ指に力をこめた。

　間を置かず、バラッドの手にも力がこもる。

　セレネがほっと安あん堵どの息を吐いたとき、彼女の視界で金色の粒が一面に弾け飛んだ！

「──っ！」

　あまりのまぶしさに、セレネは目を細める。

　少し遅れて、バラッドの手が彼女の目の上を覆おおう。しばらくの沈黙を置いた後、バラッドはそっとセレネの顔から手を外して囁いた。

「上手だ。見てごらん。扉が開いたよ」

「本当、か……？」

　セレネがおそるおそる琥こ珀はくの瞳を開いてみると、辺りにはまだ少し金色の粒の残ざん滓しが見える。視界の真ん中に円蓋のある建物があるのもさっきと同じだ。

　違うのは、その前の地面がぱっくりとふたつに割れ、さらに下へと下りる石段が垣間見えるところであった。

（これが入り口？　ますます、墓そのものではないか）

　セレネは以前自分が埋まい葬そうされていた霊れい廟びようを思い出して小さく震える。

　しかしバラッドは気にした様子もなく微笑んだ。

「さあ、行こう。宮殿はこの先だ」

「あ……ああ」

　バラッドに囁かれてしまえば、セレネには逆らえない。

　操られるように頷き、バラッドの後を追って大理石らしき白と灰色で彩られた階段を下りていく。階段はとてつもなく長く、巨大な円柱状の穴の壁に沿って螺ら旋せん状に地下へと下りていくようだった。

　壁にはびっしりとひとの顔のモチーフが彫りこまれ、ところどころに薄ぼんやりと光る青い石が埋うめこまれている。

　薄青い光が生む陰いん影えいにぞわりと寒気を覚え、セレネはどうにか声を絞しぼり出した。

「創造主……何か凄すさまじい場所だな。ここは、宮殿なのか？　それとも、墓か？」

「どちらでもあるのだよ。ここはそもそも、建造当時の──人間たちの大きな戦争が終わった直後の、人間の技術の粋すいを集めた墓だ。わたしも、かつてここの建造に携たずさわった」

　不意に意外な話をされ、セレネはバラッドの優美な後ろ姿を見やった。

（戦争の、後？　それはどれだけ昔の話だ？　私の生まれる、さらにずっと前ではないか）

　セレネの視線の先でバラッドは長い白髪を揺らし、一段一段階段を踏みしめながら続ける。

「人間にとってはとても大変な時代でね。あまりに多くのひとが死んだので、誰もが悲しみ疲れ、これ以上どう悲しんだらいいのかよくわからなくなっていた。だからとにかく大きな墓を造ることで、自分たちの悲しみの大きさを示したかったのだね。あれは不思議な心の動きだ」

（悲しみ方がわからなくなるような、悲しみ……？）

　人形のセレネにとっては想像のつかない感情だった。どこか不安になる彼女を振り返ることもなしに、バラッドは軽やかなほどの口調で続ける。

「けれど、わたしはこの墓を造っている間中ずっと疑問だったよ。取り返しのつかない戦争をしてしまった人間たちは、おそらく遠からず滅びる。墓はここに取り残され、花を供そなえる者もないままに朽くちていく運命だ。訪れるひとのない墓に意味などないのではないか、と思った。だから私は、人形というものを作ることにしたんだよ。人間が全部滅びても、彼らが花を手た向むけてくれるようにね」

　ふとバラッドの声にもろい悲しみの気配を感じた気がして、セレネは階段の途中で立ち止まった。近寄りがたい背中に、懸命に声をかける。

「創造主。悲しいのか？」

　セレネにつられて立ち止まったバラッドは、少し首を傾げて考えこんだ後、笑みを深くしてセレネのほうを振り返った。

「いいや？　今は悲しくない。君だけいれば、わたしは永遠にしあわせだ」

　──君だけ。そんな静かな声が胸に染みる。セレネは小さく震え、自分の胸を押さえた。胸の魔抱石が熱くなり、足下がふわつくような感覚を覚える。少し怖くなったセレネは、傍かたわらの壁にすがろうとする。階段に手すりはなく、よろめいたらそのまま真っ逆さまなのだ。

　そのとき、不意にバラッドが動いた。少し強引にセレネの手を取って引き寄せる。

「っ！」

　階段から足を踏み外しかけたセレネを、バラッドはしっかりとその胸に抱き留めた。

　蘭らんとバニラの香りが漂ただよって、セレネの中をいっぱいにする。

（甘い──熱い、怖い、愛しい、悲しい、嫌だ……なんなんだ、これは）

　胸の石が蕩とろけるように熱くなって、セレネはバラッドの胸にしがみついた。

　ここから落ちていかないように。熱い胸から自分が溶けていかないように。

　頭の上でバラッドが囁いているのが聞こえる。声が身体に直接響く。

「……愛しているよ、セレネ。愛している。愛している。人間だった頃も、そして今も、いつも君だけを愛している。これからもわたしの傍そばにいてくれ。わたしだけの墓はか守もりでいてくれ」

　気が遠くなるような愛の台詞せりふに、セレネの小さな身体の中はすぐにいっぱいになってしまう。いっぱいいっぱいで、何も考えられなくなってしまう。満たされていく。

　でも同時に、心のどこかが寒い。怖い。満たされているはずなのに、どこかにぽっかり空いてしまった穴がふさがらない。奈落の底をのぞきながらダンスを踊っているような気分。

（私は、このままもう一度墓の底に下りていくのか。もう一度動けなくなって、創造主とずっと一緒に過ごすのか）

　それはしあわせなことのはずだ。究極のしあわせのはずだ。でも震えが止まらない。

（アーセル）

　胸の中で彼の名を呼んだ。アーセルの名を思い浮かべるだけで、ほんの少しだけ胸が軽くなる。少しだけ頭がはっきりする。そうして同時に悲しくなる。

（墓の底に下りたら、もう、アーセルに会えない）

　作り物の眼球が震え、セレネは目の前のバラッドに頰をすり寄せた。

　怖い。怖い。頭の中がアーセルのことでいっぱいだ。

　動くセレネを見て大喜びしていたアーセル。窓を開けて笑っていたアーセル。変なからくりを動かして見せてくれたアーセル。

　ここには彼がいない。窓もない。水や生き物の匂においがしない。

　苦しい。このままでは駄目だ。少しでも、この苦しみを伝えなくては。

　セレネは懸命に顔を上げ、どうにかバラッドに訴える。

「創造主。私、私、は──墓は、怖い。なぜかわからないが、嫌だ。動けなくなる、のも」

　バラッドはセレネの言葉に耳を傾け、慈悲深く笑ってその髪を撫でた。

「大丈夫、どちらもすぐに慣れるよ。君はきっと大丈夫だ」

　すっと視界が暗くなりかける。そのまま脱力して倒れかけたセレネを、バラッドの腕がすくい上げて抱きしめた。甘い香りと、温度のない強い腕。

　とても懐かしいけれど、昔とは少しだけ違う。

「力を抜いて。自分が動けるということは忘れたまえ。わたしに全部任せて。声も出さずに」

　甘いけれど命令の強さを持った声が耳元で囁き、セレネの身体からは反射的に力が抜ける。

　琥珀の瞳は虚うつろになる。もう何を見ていいのかもよくわからない。

　セレネがただぼんやりとバラッドを見つめていると、再び金色の光が彼の胸からにじんだ。

（光──魔抱石の、光。人間の身体にはあるはずのない、光）

　鈍くなった頭で、それでもセレネは懸命に考える。わずかに視線を動かして自分を抱くバラッドの手首を見ると、手袋とシャツの袖そでの間から関節の切れ目が見える。

　ずきり、と胸の真ん中が痛み、セレネはわずかに目を瞠みはった。

（──人形、だ）

　今まで薄々見えてはいたのに、無視していたような気がする。

　バラッドは、この創造主は、昔の姿とは少しずつ違う。瞳の色が違う。声が安定しすぎている。力が強すぎる。人間の温かみがない。

　このひとは、人形だ。

　胸の痛みがどんどんふくれ上がり、セレネの全身を揺さぶった。

（そうだ、私は、とうに知っていたではないか。人間は、もろいのだ。すぐ死んでしまうのだ。私たちほど──長く生きることは、ないのだ）

　目の奥が鈍く痛む。これがなんの前兆なのか、セレネは知らない。彼女が人間なら泣いただろう。だが彼女は人形だった。だからぴくりとも動かずに、ただ闇に浸しん蝕しよくされるような感覚に浸されていた。




　──自分の創造主は、もう、とっくに死んでいる。




（見た目はそっくりでも、違う。バラッドは、違うのだ。おそらくは、彼も、墓守なのだ）

　創造主がもうこの世にいないことも、セレネは本当はわかっていた気がする。

　わかっていた気はするが、目の前にバラッドが現れた瞬間にすべてが壊れた。彼にはまったく逆らえなくなってしまった。そして、今も。

　固い靴音が空くう虚きよな空間に響く。

　眩暈めまいがするような螺旋の果て、永遠かと思える階段が果てたところは広大な地下空間だった。円形の空間の壁際には、巨大な黒い卵形のものがびっしりと並んでいる。

　他には空間の中央に金属製の祭さい壇だんじみたものがあるだけで、基本的にがらんとした場所だ。

「では、ここをわたしの部屋にしたまえ」

　バラッドがあくまで優美な所しよ作さでうながすと、後からついて来たバラッドの人形たちが影のように静かに立ち働き始める。彼らの恐ろしい勤きん勉べんさによって、冷たい金属の床は見る間に分厚い絨じゆう毯たんと毛皮で覆おおわれ、あちこちに東方の森や真っ赤な花に留まる小さな極ごく彩さい色しきの鳥が描かれたついたてが置かれ、祭壇は柔らかなクッションで埋うまっていった。

　無機質な空間が豪奢な貴族の広間に変わるまでは、あっという間だ。

　バラッドはセレネの身体を祭壇の上に下ろし、愛しげにその髪を整える。バラッドの指は相変わらず甘いのに、セレネの心は焦あせりと苦しみでいっぱいだった。

（このままでは、すぐに元のように動けなくされてしまう。アーセルにも、カリンにも会えなくなる）

　何かをしなくてはならない。セレネは焦りを押し隠して口を開く。

「創造主。お願いが、あるのだ。動けなくなる前に、もう少しだけあなたと話がしたい」

「話か。君が言葉というものに穢けがされない程度なら、それもいいかもしれないね。一体なんの話をしたいのかね？」

（何がいいだろう？　なるべく創造主が、いや、バラッドが嫌がらない話。それも長い話がいい。なるべく終わりそうにない話がいい）

　必死に考え、セレネは言葉を紡つむいだ。

「──あなたの話を聞きたい。あなたの人生の話を」

　バラッドはセレネの傍かたわらに軽く腰をかけ、白いまつげを伏ふせて緩やかに言う。

「長い話になるよ。わたしは随分長くここにいるから。──かつてのわたしがこの墓を造り、その後人形を作るために数々の都市を巡った話。そして最高傑作たる君を作った話。さらにはこの身体を作った話。穴の底の街ができた話。その街にわたしを神のように崇あがめる者たちが集まった話。そんな彼らの、昔と今の話──」

　歌うように語る美声にそっと目を細めるふりで、セレネはこっそりと辺りに視線を配った。

（これで時間を稼いでいるうちに、どうにかしなくてはならん。私自身はとてもではないが動けまい。可能性があるとしたら、さっきバラッドに言われて使った、あの力だ。魔法だとかなんとかいう、あの力でどうにかならないか？）

　あちこちにたたずむ人形たちに向けて目を凝こらしてみると、セレネの視界にはすぐにぽつぽつと光がにじみ始める。人形たちの魔抱石が発する光。耳を澄ませばその囁きも聞こえる。

（さっきは耳を澄ませて、願うことを語りかけるようにしたのだったな）

　慎重に考え、セレネはついたての陰に潜んでいる甲かつ冑ちゆうをつけた猫の人形に視線を定める。

（聞こえるか？　私の声が。人形の女王たる、私の声が。聞こえたら少しも動かず、ただその胸の石でもって応こたえよ）

　自分の胸の魔抱石を意識してそう囁きかけると、確かに胸に宿った光だけが、セレネに返事をするように瞬またたいた。

　──陛下。わたしの。人形の。石の。女王。

　そんな囁きが耳の奥に聞こえ、セレネはひとまず安あん堵どする。

　気が緩んでしまいそうになるのをどうにか抑え、彼女はさらに強く念じた。

（よいか、お前はこっそりとバラッドに知られないようにここから出て、アーセルに伝えてくれ。ここに私がいると。……助けを求めている、と言うのだ）

　セレネが念じ終えると、二本足で立つ猫はちらりと金色の目をセレネに向けた。

　そしてごくさりげなく何度か瞬き、豪奢なついたての後ろに隠れる。

（そう、そうだ。そのままそっと階段を上って──音を立てるなよ）

「──どうかしたかね、セレネ」

　不意にバラッドから声をかけられ、セレネは雷に打たれたような気持ちになった。

　一気に身体が熱くなり、唇が震えそうになる。怖い。バラッドを見るのが怖かった。

　でも見ないわけにはいかない。

（見るのだ。動け、私。今動かなくては、すべてが水の泡だ。アーセルに会うなど、夢のまた夢だぞ。私は女王なのだから、それに恥じぬよう、どんなときでも──ひるまず）

　こんなところでよろめいていたら、アーセルに合わせる顔がない。

　そう思ってどうにか視線を動かす。最高に美しいはずの無表情でバラッドを見上げる。

　バラッドの澱んだ青い瞳は、静かに自分を見下ろしていた。

　その瞳の奥にあるのは、ただひたすらの穏やかさと静寂。澱んだ優しさ。

　大丈夫、まだきっと猫のことには気づいていない。

　どうか気づいてくれるな、と強く念じつつ、セレネはいかにも高貴な笑みを浮かべた。

　そして優美にバラッドに向けて手を伸べる。

　おそらくバラッドが望んでいるような、『人形の女王』を演じる。

「あなたについて考えていただけだ。──創造主。もっと教えてほしい。あなたが生きていた頃のこと。それに、『バラッド』だった頃のことも」

　甘く甘く囁くセレネの胸は、愛よりも悲しみに満ちていた。
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「あんたの言うところの俺の『独特な人脈』からの情報によると、へんてこな貴族の馬車の一団が向かったのはこの方向で間違いない。街道から完全に外れてるうえ、御ぎよ者しやがひとりもいなかったとかでな。気味が悪くて、ごろつきどもも一切手を出した様子はなかったとさ」

　案内人のルカが馬上から声を張りあげ、一見なんの目印もない荒野の一方向を指さす。

　その後ろに続くアーセルと、水葬都市管理機構の男たちもそれぞれの馬を操りながらルカの指さすほうを見つめた。

　ここは都市の外、ごろつきと戦時兵器の徘はい徊かいする不毛の地だ。赤茶けた荒野はもうしばらく行ったところで崖がけになる。その下にはぽつぽつと奇岩らしきものが見えるが、風に巻き上げられた砂がすべての景色を夢の中のようにぼやけさせていた。

　バラッド追跡のために派は遣けんされたのは、アーセルの他には管理機構の男が四人。少なくも思えるが、バラッドの行き先もわからない現状で、機動性のほうが重視された結果である。

「御者がいなかったって言うんなら、そいつは確実にバラッドの馬車だ。あいつは馬も自分で作ってるからな。あれ、中身は魂たましい持もちの人形と同じなんだ。話しかければ喋る。……で、この先には何がある？」

　アーセルが険しい顔で問いを投げると、ルカは黒い丸まる眼鏡めがねを革手袋をした手で押し下げ、にやりと笑った。彼は日に焼けた精せい悍かんな顔つきの青年だが、洒しや落れたような崩れたような服装といい、態度といい、どことなくごろつき寸前の印象を与える男だ。

　実際荒野の盗賊連中と繫つながりがあるという噂うわさだが、地図のない荒野を行くにはそんな人間の助けを借りる他に手がない。

「ははあ、喋る馬ねえ。そりゃまたいい趣味してる。それじゃ、気ままな旅の行き先にこっちを選んだのもバラッドご自身の趣味かな？　この先はな、世にも変わったでっかい古戦場だ」

「古戦場!?　まさか、天候兵器とか毒とかが残ってるんじゃないだろうな」

　古戦場、と聞くなりアーセルは顔を引きつらせ、管理機構の男たちが色めき立った。

　ところがルカだけは、アッシュ・ブロンドの癖くせ毛げを揺らして生き生きと微笑んでみせる。

「兵器に遭あうかどうかなんざ運次第だ。気にすんな、そもそもあんたらが追ってるバラッドだって無害じゃない。手下の人形も連れて出てったって聞いたぜ？　奴が本気で俺たちに敵対する気になったら、この人数じゃどうにもならんよ」

「師匠を兵器扱いするなよ。確かに、師匠の人形たちの中には普段は水葬都市の警備をしてる奴もいたけど、基本は愛あい玩がん人形だ」

「本気で言ってないだろ。バラッドたちの怪力、俺は見たことあるぜ」

　ルカはくすくす笑ってからかってくるが、実際アーセルも丸腰でやって来たわけではない。

　カリンを説得してイファのところに置いてきた代わり、というわけではないが、腰の革かわ帯おびにはフォルトナートから借り受けた拳銃を吊り、懐には魔抱石研究で得た技術で作った武器らしきものも忍ばせていた。

（簡単な実験はしたけど、実際バラッドたちに効くかどうかは正直自信がない。使わないですめば一番だけどな）

　アーセルがひっそり考えている間に、ルカはとっとと視線を先へと移していた。

「さーて、そんじゃ、そろそろまた先を急ぎますかね。バラッドが水葬都市を出てもう三日目──もしくはまだ三日目、かな？　案内人なしの旅人ならそろそろ砂嵐かごろつきの襲撃にあってひからびてるとこだが、幸運なことに遺跡と古戦場は俺の庭だ。そら、見ろよ、俺が『円えん形けい劇げき場じよう』って呼んでる古戦場だ」

　いかにも楽しそうに言ってルカが崖上へと馬を進め、アーセルたちもそれに従う。

　ちょうどよく辺りに吹いていた風が少し収まり、アーセルたちの視界はゆるゆると鮮明になってきた。そうして明らかになった眼下の光景に、アーセルは思わず息を吞む。

「──これは……」

　崖下に、巨人がいる。

　何体も、何十体──いや、何百体もの巨人が巨大な円陣を組んでいる。

　地平線まで続く荒野のど真ん中、円卓状に盛り上がった奇岩を囲むように、土色の巨人は幾重にも同心円を描いてうずくまっていた。なるほど、古代の円形劇場に似た光景なのだろう。

　巨人たちが作る輪は奇妙なほどに正確な円形で、舞台上にはもう何百年も誰も上がったことがないに違いない。

「どうだ？　水葬都市に出た化けものっての、こいつらのことじゃないか？」

　あくまで気楽な調子でルカが言い、アーセルは馬上から身を乗り出す。

　目を凝らしてみれば、巨人はどれもほとんどが土に埋まり、地上に出ている部分もすっかり泥に覆われているようだった。そのせいで一見大地と同じく赤茶けた色に見えるが、ところどころ見える地肌は黒く、いかにも固そうだ。

　形は甲かつ冑ちゆうを着た人間に近いが、顔には半透明の目がひとつついているだけだし、両の腕は異常に長い。正確な大きさは近くへ寄ってみなくてはわからないが、これも水葬都市に出た化け物とほとんど同じに思える。

　そんな巨人たちが、傾き、あるいは横たわり、ただ風化するに身を任せている。

「ここから見たかぎりじゃ、間違いないように思えるな。近くへ寄っても平気か？」

　巨人から目を離さずアーセルが訊くと、ルカは少し悩む風ふ情ぜいで顎を撫でた。

「このへんにゃ、稼か働どう中ちゆうの戦時兵器はなかったとは思うが──あん？　ちょっと待て。一、二、三の、四……あーらら。ふーん、そう」

「なんだ、そのいかにも思わせぶりな独ひとり言は……」

「いや、あのな。この間来たときと比べて、ここの化け物ども、数体減ってやがる。ひょっとしたらあいつら、単なるお昼寝中かもしれん。起きられたら困るよな？」

　あっさり言ってのけたルカに、管理機構の男たちがかすかに引きつる。

「困るよな、じゃない！　適当に不安をあおるようなことを言うな！　いいか……ん？」

　アーセルは眉根を寄せて管理機構の面々を振り返り、ふと一度だけ瞬いた。

（何か、妙なものが見えたような……。猫？）

　見間違いか、と思いかけたとき、今度こそ管理機構の男たちの馬の背後から、一匹の猫が飛び出してくる。

「うわっ、なんだ!?」

　管理機構のひとりが叫び、馬たちが落ち着きなく鳴き声をあげた。

　そんな中でアーセルの目の前までやって来た猫は、いきなり二本足で立ち上がった。

　よくよく見るとその猫は人間の子供ほどの大きさがあるうえ、全身が石のような色で統一され、古風な甲冑をつけている。

「おいおい……さすがの俺も、こんなばかばかしいもんにはお目にかかったことがねえぜ」

　悪夢じみた光景にルカが腰の革帯に手をかけるのを、アーセルが一歩前に出て制する。

「大丈夫だ、落ち着け。これはバラッドの人形だ。あいつの塔とうで見たことがある。──おい、お前。まさかバラッドのところから来たのか？」

　アーセルが問いかけると、猫形の人形は何度か頷いて口を開けた。

「アーセル、アーセル。『アーセルに伝えて』『私はここにいる』、『助けてくれ』」

　子供のような声でぶつ切れの台詞を並べ立てられ、アーセルの心臓は躍おどり上がる。

「それ──セレネか？　まさか、セレネがお前をよこしたのか!?」

「『助けてくれ』」

　猫は同じ言葉を繰り返し、何度か頷いてからひらりと身を翻ひるがえした。

　間違いない。きっとそうだ。いや、しかし、罠わなだったら？

（それでも、とにかく行くしかない！）

　今の段階では唯一の確実な手がかりだ。アーセルは血相を変えてルカたちに怒ど鳴なった。

「バラッドが攫さらっていった人形が俺を呼んでる！　あの猫、追いかけるぞ！」

「おいおい、大丈夫か？　罠とかじゃねえんだろうな！」

「わからない、正直罠かもしれない！　だけど俺は行く！」

　アーセルは夢中で叫び返し、とにかく馬を走らせた。

　背後でルカが文句を言いつつも馬を駆る声がする。振り返ることはせず、アーセルはひたすらに猫を追った。四足歩行に戻った猫形の人形は瞬く間に切り立った崖を滑り降り、巨人たちの間をすり抜けていく。

　アーセルが、そしてその後ろからルカたちが必死について行くと、めくるめく奇景が眼前に現れては後ろへ飛び去った。

　ここではかつて一体どんなことがあったのだろう？　あるところでは大地が大きくひび割れ、あるところでは鋭いナイフで刮こそげたように大きくえぐれ、あるところでは一体何に使われたのか、聖堂じみた建築物が素材不明の複雑な骨格だけをさらしている。

（まるで子供の悪夢だ。こんなことを、人間がやったのか）

　眩暈がするような感覚を押さえつけながら、アーセルは荒野にたたずむ聖堂の跳とび梁はりじみた残骸の間を駆け抜けた。

　そうしてひたすら馬を走らせていると、やがて眼前に巨大な丸い陥没が現れる。

　陥没の縁ふちに乗り捨てられた馬車が何台かあるのを見て、アーセルが馬上から声をあげた。

「ルカ！　バラッドの馬車だ！」

「そうみたいだな！　しっかしあいつ、こんな妙なところで何してやがる！」

　ルカの言うとおり、陥没の底にびっしりと並んだ建物は『妙』としか言いようがなかった。

　随分古い様式の街のようにも見えるが、すぐにどの建物にも入り口がないことがわかる。

　しかもこんな場所にあるのに劣れつ化かの様子がまったく見えないあたりで、ただの街ではないのは明白だった。

「わからない。──おい、本当にここなのか？　セレネがいるのは」

　アーセルが問うと、猫はこくりと頷いて陥没の底へと下りていった。

　アーセルたちも後へ続き、馬から下りて巨大な建築群を見回す。

「ふーん。ここまで綺麗に残った遺跡ってのも珍めずらしい。誰もいないのが不思議なくらいだぜ」

　皆の気持ちを代表するかのように、ルカが辺りをきょろついて言った。

　確かにそのとおりだ。馬と自分たちの荒い息と、風の音しか聞こえないのが不思議になってくるような、不安な場所だ。

　美しいような、空そら恐おそろしいような光景に、アーセルが何かを言おうと口を開きかけたとき。

　頭上から、あまりに聞き慣れた美声が落ちてくる。

「ようこそ、アーセル。──そう言って両手を広げたいが、今日ばかりはそうもいかないね」

「……！　バラッド！」

　一気に表情を険けわしくして、アーセルは頭上を振り仰あおいだ。

　真っ青な空の下、赤茶けた建築物の円蓋の縁に白い人影が見える。

　長い白はく髪はつと長外がい套とうの裾を風に揺らしてたたずむ、異様なまでに美しいひとの姿。

　彼の周りには何体も人形たちが侍はべり、まったく意味のない笑いを浮かべていた。薄布や偽にせ物ものの花を持ってたたずむ貴婦人の人形たちに、バラッドのパイプを持って控えるカエル頭の従者。

　そしてバラッドの腕の中には、世にも美しい少女人形がぐったりと半分目を閉じて収まっている。

（──セレネ）

　一瞬深い安堵を覚えた後、アーセルの全身は恐怖で凍えた。

（まさか、もう動けないようにされたのか？）

　人形とは、本来は動けないもの。そうは思っているのに、彼女の身体にバラッドの指が触れ、丁寧に壊していったかと思うと頭の芯だけが猛烈に熱くなり、今にもおかしくなってしまいそうだった。

　アーセルは唇を震わせ、バラッドをねめつけて口を開く。

「常々わからないひとだとは思ってましたが、あなたの悪いところは人にん形ぎよう癖ぐせと怠たい惰だだけだとも思ってましたよ、バラッド。なのに今回は、一体なんのつもりです」

「愛のためなら怠惰など投げ捨てるよ。わたしはそういう人間だ。知らなかったかね？」

「知りません！　大体あんたは人間じゃない！　あんたは人形だ、その子の、セレネの創造主の作ったレプリカだ！『時無しの人形師』は確かにその子を愛してたかもしれない、でも、バラッドとして長々生きてたあんたは、もう『時無しの人形師』と同じじゃないはずだ！」

　アーセルが叫ぶと、バラッドはゆったりと笑みを深めた。

　片手でセレネの身体を支え、まるで役者のようにしなやかな利きき腕を広げる。

「身体と記憶。それ以外の何が人間をつくっていると言うのかね？　晩年の『時無しの人形師』は死病を患わずらっていた。そのせいもあってわたしの完成の前に攫われ、売り払われたセレネを捜すよう、わたしは少し不完全に作られたのだ。彼女と離れている間は何かを失った気持ちになるように、記憶を司る回路の一部を封印されていてね。セレネの魔抱石と共きよう鳴めいしたとき、完璧な記憶を取り戻す仕掛けだったのだよ。今は姿も記憶も『時無しの人形師』そのものだ。証拠が欲しいようなら、土産みやげ話でもしてあげようか。たとえば、戦時の研究者たちの間では秘密でもなんでもなかった話──魔抱石は生きているという話はどうだね？」
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「生きている？　──石が？　なんのこっちゃ」

　ルカが背後でどことなく不機嫌そうな声を出す。

　しかしアーセルは、バラッドから視線を外せなくなっていた。

（……確かに、魔抱石の組そ成せいは、他のどんな物質とも違いすぎる。でも、それをどうして『時無しの人形師』が知ってるんだ？　そもそも『時無しの人形師』って、なんなんだ）

　首筋あたりに気味の悪さが宿るのを感じながら、アーセルは苦く言った。

「俺も、魔抱石については調べてました。だけど、そんな研究は人形師の本分とは喧けん嘩かするようなもんだと思ってましたよ。まさか、人形師の中の人形師のあんたがそんなことを知ってたなんてね」

「ふむ。まあ当たり前のことだよ。わたしは戦時の技術者だからね。生きて、人間たちの衰すい退たいを見守っていた。聞きたまえ。この世界の生き物は、どんなものでも多かれ少なかれ世界に満ちた力を自分の中に取り入れることで活動している。しかしその中でも人間は世界と繫がる力が弱い種でね。仕方がないのでその昔、生き残るために世界と繫がる力が強い生き物と協力することにしたんだよ。それが魔抱石と呼ばれているものだ。魔抱石はごく微細な生物の寄り集まったもので、結晶の仕方によって様々な力や意志を持つ。もちろん、感情も」

　あっさり明かされたとんでもない話に、アーセルは思わず目を瞠ってバラッドを凝ぎよう視しした。

「生物……!?　つまり……あんたは、魔抱石は、燃やして使う石炭とかと似たようなもんじゃなくて、人間と共生してる生き物だ、って言ってるんですか!?」

「そうそう、やはり君はまあまあ頭がいい。魔抱石は元々世界に満ちた力を大気から直接吸収し、様々に形を変えて放出する生物だ。だが動くこともなく、明確に死ぬこともないために、放っておくとその出力は大変低い。……わかりやすく言うと、とても物静かな生き物なのだ。無気力と言ってもいいね。その無気力なところを補うのが、感情豊かな人間だったわけだ。魔抱石はひとの感情を触しよく媒ばいのようにして、より大きな力を吐き出す」

　愛想がいいと言ってもいいほどの親切さで話すバラッドとは対照的に、アーセルは息が詰まるような混乱に襲われている。

（なんだかとんでもない話をされてる、でも、そうなら全部が説明できる！）

　魔抱石の作用が、魔抱石によって個々にばらばらであること。

　一部の人形が『魂持ち』という動く存在になること。

　しまいには、恋をしたとき人間に変わること。

　強い感情にのみ反応して起こる様々な奇跡は、すべて魔抱石の性質に起因するものだったということなのだろうか？

「だったら……ひょっとして、昔栄えてた魔法っていうのも……」

　思わず口にしたアーセルを導くように笑って、バラッドはさらに続ける。

「当たり、だよ。人間と魔抱石が組んで引き出される強大な力、これを昔は魔法と呼んだ。魔法の力で人間はどこまでも栄えた。ところが繁栄が行きすぎると、一般の人々はなぜか『魔抱石が生きている』ということを忘れ始めてしまった。すっかり自分たちの力に酔い、石の意志を無視し、ただの動力源として扱い始めた。そうして誰も石に感情を向けることがなくなり、魔抱石の力は枯こ渇かつしたのだよ」

　バラッドの言葉には何かを懐かしむような響きがある。もう喜き怒ど哀あい楽らくなどというわかりやすい個人的感情は浮かばないほどに昔の話なのだろう。そんな風に思わせる声だった。

　しかし真実を知ったばかりのアーセルはそうはいかない。

　どうしようもない焦あせりのような、悔しさのようなものを覚えて声を張りあげる。

「だったら、なんでそう教えてくれなかったんです！　今は昔みたいに色々と忙しい時代じゃない。人間がまた、ゆっくり石と向かい合うこともできる時代のはずだ！」

「それで、君たちはまた戦争をするのか？」

　バラッドの声はなめらかだが、ざっくりとアーセルの言葉を断ち切った。彼は死んだような澱んだ目で管理機構の面々をちらりと見やり、次にアーセルを見つめて笑う。

「わたしはもう、騒がしい時代はごめんだよ。今の人間に必要なのは墓と墓守だけだ。だからわたしは墓守として人形を作ったのさ。わずかに残った活性を保っている魔抱石を、人間の感情を揺り動かすような器うつわに入れた。人間がもっとも強い感情を注ぐ形は同じ人間の形だ。……そして、より強く、善よき感情を注ぐのは美しいひとの形だ。ひとの感情をきっかけに、たったひとつの存在で完結して魔法を発動させる仕組み。──それが、人形だ」

　すべての謎が砕くだけ去る音がしたような気がして、アーセルは思わず言葉をなくした。

　理屈はすべて通ってしまった。バラッドは、いや、『時無しの人形師』は、本当にこの世で初めて人形を作った人間だったのだ。

（そしてその目的は、墓守、か）

　なぜだろう、アーセルの胸は激しく痛む。

　そんな彼に気づく様子もなく、バラッドはセレネの髪を撫でて微笑んだ。

「自らの意志でここまでの魔法を使えるのはセレネだけだろうが、それで充分だ。人形たちはずっと君たちを覚えているよ。君たちが全員消えて塵ちりに戻っても、それでもずっと覚えている。そうしてわたしとセレネは、人形の王としてわたしたちの宮殿の底で君たちのことを愛し続けてあげる。だから君たちは安心していい。魔抱石を活用しようだなどと考えるのは愚かなことだ。素直に滅びに身を任せたまえ」

　誰かがずっと覚えていてくれる。

　誰かがずっと、自分の墓に花を手向けてくれる。

　なるほど、それは確かにしあわせなことかもしれなかった。自分が死んでも、自分の記憶がどこかに残っている。そう思えば心は軽くなる。

　けれど。

「ばかばかしい」

　ぽつり、と勝手に言葉が唇から零れ出て、アーセルはゆっくりと自分の両手を見下ろす。

　日々の作業で固くなった手は、いつの間にか強く握りしめられていた。

　そのままのろのろと視線を上げると、意地悪い笑みを浮かべたバラッドと目が合う。

「ばかばかしい？　何がだね？」

　バラッドの異様なほどの美と、度を超した優しい声がこちらを威圧してくる。けれど今は気にならない。なんだかもっと強いものが胸の奥に宿っていて、心を揺らぎなく固定していてくれる。アーセルはバラッドの目を真っ向から睨みつけて告げた。

「──あんたの言い分がですよ、バラッド。今やっとわかりました。確かにあんたの今の言葉はバラッドの言葉じゃない。あんたは戦後の酷ひどい世界を見て疲れ果てた、『時無しの人形師』が昔言った言葉を繰り返してるだけだ」

「わたしは『時無しの人形師』だと言っているのに、まだわからないのかね？　どうしてそうも真実を信じたがらない。ひとの枠を超えて永遠に生きるわたしへの嫉しつ妬ととしか思えない」

　そう言っていかにも嫌味に笑われても、今は平気だった。

　アーセルは辛しん抱ぼう強く続ける。

「いいえ、あんたはわかってません。『時無しの人形師』はもう、死んでるんですよ。死んでるからそこで立ち止まってる。今を見てない。どんなに黄たそ昏がれの時代だって人間は生きてりゃ変わるし、人形だって変わります。俺は知ってます、バラッドがどんなに気楽に楽しくこの黄昏の時代に生きていたか、そして人形たちがどんなに真しん摯しに人間に恋をするか！」

　アーセルは知っている。恋をして人間になったイファのこと。懸けん命めいに人間を愛したがっていた大事な人形の姿。愛だけですべてを勝ち取ってしまった彼女のことを知っている。

　そう、人形はひとに恋をする。恋をして、限りなくひとに近い姿に変わる。

　あれは人間を看み取とるためなんかじゃない。今の人間を愛するためだ。

（そうだよな。それでいいんだよな）

　アーセルはわずかな迷いを捨てるために懸命にセレネを見た。

　ぐったりとバラッドに身を任せる彼女の瞳を見た。彼女の瞳はいつでもとても雄ゆう弁べんだったから。かなりの距離を越えて、それでも視線が合ったような感覚が生まれる。

　彼女はアーセルを見つめている。

　初めて出会ったときのように。互いの心を『不思議だ』と囁き合った夜のように。

　錯覚かもしれない。でも、セレネはアーセルの瞳をのぞきこみ、ゆっくりと瞬まばたいたようだった。彼女がまだ喋れなかった頃、アーセルの言葉に返事を送ってきたときと同じに。

　背を押されたような気がしてふっと心が軽くなり、アーセルは思いきり言い切る。

「あんたが人形の創造主だかなんだかは知りません！　でも、だからって人形に墓守だとかなんだとか、そんな役目を勝手に押しつけるなよ！　やりたきゃひとりで勝手にやれ！　人形だってそれぞれにものを感じて、考えて、好きなものを愛するんだ。それの一体何が悪い!?」

　怒鳴りつけられたバラッドのほうは、何度か緩かん慢まんに瞬いた。

　やがてゆったりと苦笑し、静かに片手を肩の高さまで上げる。

「君は本当に、人形師に向かない人間だね」

　バラッドが言ったとほとんど同時に地面が大きく揺らぎ、アーセルたちの馬が慌てふためく。

「なんだ？」

　ぎょっとしたアーセルが辺りを見渡す間にも、揺れは収まるどころか段々と強くなっていった。そして辺りの大気が張り詰めたかと思うと、石のこすれる音が周囲に響き渡る。

　不吉な予感にアーセルが振り向くと、背後にぽっかりと穴が空いているのが見えた。さっきまでは影も形もなかった穴だ。

　穴の中からは重い打撃音に似た音が一定の間を保って鳴り続けている。

　今まで黙って成り行きを見守っていた管理機構の男たちも、嫌な予感にみるみる青ざめて銃を抜き、バラッドに向かって叫んだ。

「バラッド！　よせ、おとなしく我々とフォルトナート様の元に戻るんだ！」

「なぜ？　わたしはわたしのものだ。フォルトナートのものではないよ」

　バラッドは首を傾げて笑い、管理機構の男たちは銃を撃つこともできずに躊躇ためらう。

　ルカはひとりでやけに楽しそうな様子で、眼鏡を取り去って陽気に叫んだ。

「おー、まずい予感がするな、こりゃ！　ろくでもないものが出るぞ！」

「喜んでる場合か！　お前たちはいったん退ひい……っ！」

　最後まで言う前に、アーセルの視線は陥没の底に開いた穴に釘付けになる。

（あれは……！　あの化け物！）

　轟ごう音おんと共に穴から顔をのぞかせたのは、例の真っ黒な人間型の化け物だった。

　頭の真ん中には真っ赤な目が光り、ぐるりと一回転して辺りの様子を把握する。次いで、長い腕が蛇のように自在にしなって外界の地面をつかみ、太い胴体を穴から抜き出した！

「古戦場の兵器か！　しかも新品同様ときたぜ、こりゃまた想像以上！」

　ルカがさすがにうわずった声で叫び、管理機構の男たちが青ざめながらわめき散らす。

「待て、バラッド！　我々に攻撃を加えるということは、水葬都市に攻めこむのと同じだ。都市全体を敵に回すことになるぞ！」

　管理機構の精一杯の脅し文句にバラッドは楽しげに目を細めた。

「敵に回るのは人間だけだよ。水葬都市の人形たちはわたしをけして裏切らない。君たちはおとなしく家に帰って、滅びまでのまどろみを満喫したまえ。それが嫌だというのなら、仕方ない。わたしたちが看取ってあげよう。──おいで、わたしの人形」

　バラッドの甘い声に惹ひかれたかのように人造の巨人は長い腕をくねらせて大地をつかみ、己の身体を半なかば腕で引き寄せるようにして歩み寄ってくる。

　その速度は意外なほどに速く、見る間にアーセルたちは巨人の落とす影に覆われた。

「──っ、撃て、撃て！」

　本能的な恐怖に駆られた管理機構の男が叫び、自みずからも発砲する。

　銃弾は巨大な兵器の巨体に当たって乾いた音を立て、認識できない速さで跳ね返った。

「うわっ、たっ、危ねえ！　おい、止よせって！」

　ルカは大慌てで跳ちよう弾だんを避け、手近な建築物の後ろへ回る。

　アーセルもルカの後に続こうとするが、背後に嫌な風を感じた。

　はっとして振り返る、と、巨人の腕が目の前に迫っている！

　アーセルは必死で避けようと地を蹴って横に転がる。

　しかしなんと、巨人の長い腕は途中で直角に曲がってアーセルを追って来た。

（間に合わない！）

　直感した瞬間、アーセルの五感は冴さえ渡る。世界がやけに鮮明に目の中に飛びこんでくる。そして、聞き覚えのある声が鋭く響き渡る。

「この、ばか者どもが！」

　凜りんとした声に、巨人の腕がぴたりと止まった。

（今のは……まさか）

　地面に転がったまま、アーセルは目を瞠る。少し遅れて自分が息を止めていたことに気づき、深呼吸して瞬いた。巨人の手はアーセルの目の前、拳こぶしみっつぶんほどの間しかないところでぴたりと静止している。

　アーセルはどうにか視線を巨人から引き剝はがし、建物の円蓋を見上げた。

　そこには相変わらず、バラッドと人形たちがいた。そして、バラッドの腕の中のセレネははっきりと目を開けている。少し身体を起こして、バラッドをねめつけている。

（まだ動けたのか！　さっきのは、あの子の声か！）

　目の前の事実がやっと心に染みてきて、アーセルは目の奥が熱くなるのを感じた。

　心臓を重くしていた絶望が鮮やかに晴れていく。間に合ったのかもしれない。どうにかなったのかもしれない。セレネは、まだ自分が愛そうとしたセレネのままなのかもしれない。

　アーセルはどうにか立ち上がり、ルカや管理機構の男たちも、残らずバラッドを見上げた。そしてバラッド本人は、不思議そうに腕の中のセレネを見下ろしている。

「どうしたのだね、セレネ。なぜ、あれを止める？」

　虚を突かれて無感情になったバラッドの声がしたかと思うと、いきなり乾いた音が辺りに響いた。

（え？　今の、平手打ち、か？　ば、バラッドのあの顔を、殴った!?）

　アーセルたちが愕がく然ぜんと見守る中、セレネに思い切り平手打ちを食らったバラッドは見事に凍こおりついていた。

　セレネは恐ろしく凜り々りしい横顔をさらしてバラッドをねめつけたかと思うと、巨人のほうを振り返って告げる。

「そこ！　いつまでそのような半はん端ぱな姿をさらしている！　控えろ、無礼で無骨な者どもよ。その男は私の臣下である。手を出すことは一切許さん。──大体なんなのだ、さっきからの品のない騒ぎ方は。まずはひざまずけ。女王の前だぞ」

　セレネがまったくいつもどおりの調子で命令すると、巨人の腕はすぐさましおれて地に這はい、胴もその場にうずくまって小さくなった。魔法のように脱力した兵器は真っ赤な目を怯えたようにちらつかせ、どこか赤子のようにセレネを見上げる。

　セレネは自分を抱いていたバラッドをぐいぐいと押しのけて勝手に地面に下りると、両手を腰に当ててぐるりと辺りを睥へい睨げいした。

　周り中が自分に注目しているのを確認すると、セレネはそっと目を細め、一息にまくしたてる。

「いいか？　バラッドにせよ、アーセルにせよ、その他の有う象ぞう無む象ぞうにせよ、さっきから黙って聞いていればなんという勝手な言い合いだ！　人間が、だの、人形が、だの、魔抱石が、だのと好き勝手に言いおって。お前たちは全世界の代表のつもりか？　そんなものひとそれぞれであろうが、ばかばかしい！」

　あまりにきっぱりとしたセレネの言いように、アーセルも呆然と瞬く。

　ぽかんとした人々を前にしてセレネは思い切り胸を張り、今度はかつての殺さつ戮りく機き械かいに指を突きつけて叫んだ。

「あとはそこの無ぶ粋すいな者ども、聞くがいい！　いいか、お前たちが寝ている間に争いの時代は終わったのだ。慣れているからといって、昔と同じような争いに身を投じるな！　お前たちにはもっとやれることがある。お前たちの中にも魔抱石はあるのだろう？　ならば思考しろ。模も索さくしろ。恐怖や憎悪なんかばかり受け取っていたのでは、お前たち自身が苦しいだけだ！」

　セレネの言葉がわかっているのかどうか、巨人たちは赤い目をちかちかさせて、ますます縮こまろうと身じろいでいる。

　そうして最後に、セレネは傍らに立つバラッドを見上げた。

　バラッドはまじまじとセレネを見下ろした後、いつものように淡く微笑んだ。

　いつものように──もしくはもう少しだけ、寂しそうに。

「セレネ。……やはり、動けるようになったのがいけなかったのだね。お前は昔のセレネとは違う。あの男に手を入れられたせいで、奇妙な考えの癖が移ってしまったのだろう」

「いや、それは誤解だぞ、バラッド。私が昔の記憶と違うというなら、創造主が私に夢をみていたのだ。私は動けなかった間も、大体考えることはこのような感じだったからな。それに、正直最近は創造主の顔もなかなか思い出せなくなっていた。人形だから永遠に相手のことを覚えていられるというのは、あれは噓だな」

（うわっ……こ、これはつらい。これは言われたくないな）

　容赦ないセレネの言葉にさすがのアーセルも引きつり、バラッドは疲れた顔で微笑んだ。

「……困ったな。わたしはお前を本当に愛しているのに。ずっとずっと愛していて、永遠に愛したいと思ったからこそ、こんな身体にすらなったのに。果てしない時の果てでやっと会えたお前は、そんなことを言うのだね」

　ゆっくりと告げられた言葉はいつものようになめらかではなくて、そのぶん重みがある。

　どこか人間じみたバラッドの告白に、セレネは少し悲しげな顔になった。

　繊せん細さいなまつげを伏せ、セレネは囁ささやく。

「私も、創造主のことは愛している。この思いは永遠だ。でも、お前は創造主ではないのだ」

「わたしは『時無しの人形師』だよ、セレネ」

　バラッドは唇から悲しい笑みを消さずに、そっとセレネの頰を撫でた。

　セレネは目を閉じてバラッドのされるがままになりながら、小さく言う。

「──もしもそうだとしたら、ますます絶望的な話だ。だって、私は人形だ。私は創造主を愛していたけれど、人間にならなかった」

（あ──そうか）

　アーセルは肝心なことに今さら気づいて、美しいふたりを見やった。バラッドは静かにセレネを見下ろしている。セレネは緩やかに目を開け、きっぱりと言い切った。

「だから、恋ではなかったのだ」

　バラッドが痛みでわずかに目を細めたのが見えるような気がして、アーセルも思わず顔をしかめた。

　セレネは恐ろしく容赦ない。容赦ないが、恐ろしく真剣だ。

　セレネは見ていて心配になるほど懸命に言った。

「私は創造主を愛している。創造主が作り、創造主の記憶を持つというあなたのことも、多分、愛している。でも、私は人間も愛しているのだ。だから、人間を殺そうとするあなたと一緒にはいられない」

「セレネ」

　バラッドが感情の消えた声でぽつりとつぶやいた。

　その呼びかけには答えず、セレネはいきなりアーセルのほうを振り返って叫んだ。

「アーセル、いるな？」

「ここです！」

　慌てて叫び、アーセルは円蓋の下へと駆け寄った。

　セレネも円蓋の縁へ走り、なんの躊躇いもなく飛び降りる。白い巻き毛が、ドレスの裾がふわりと宙に投げ出され、ぎりぎりでアーセルの腕の中に収まった。

「アーセル！」

「陛へい下か……」

　腕の中でセレネの声がする。安心した声。でもどこか震えた声。白い髪が頰をくすぐり、アーセルの胸には熱い感情がせり上がる。けれど今はそれに酔っている暇はない。

「逃げますよ。いいですね？」

　耳元で訊くと、セレネは小さく頷いた。アーセルは同時に地を蹴って走り出す。

「アーセル、こっちだ！　急げ！」

　ルカの叫びが耳を打った。視線をやれば、彼は自分たちの馬をなだめて捕まえていた。

　アーセルは一目散にそちらへ向かって走る。

　セレネはいつか教えたとおりに、しっかりとアーセルの首にしがみついてきた。

「アーセル。本当に来てくれたのだな」

　耳元で心細く震える声がして、アーセルの声もつられて震える。

「はい。どうにか、今回も間に合いました」

　囁き返し、アーセルはルカのもとへと駆け寄った。

　軽いセレネの身体を馬の上へと押し上げ、自分も馬に乗ってから振り返る。

　バラッドはまだ円蓋の上にいたが、いつの間にか漠ばくとした笑みを取り戻していた。

　彼は声を荒らげるでもなく、ごく穏やかに、しかしよく通る声で告げる。

「過去から来た巨人たち、彼らを止めたまえ。セレネの力は無限ではない。……みんなでかかれば、止められるよ」

「バラッド、止よせ！　何を言っているのだ！」

　セレネがアーセルにしがみついて叫ぶ。

　アーセルは歯を食いしばって前方へ視線を戻し、すぐさま馬を駆った。

　背後では巨人たちが再び動き出す気配がする。

　セレネはなおも後ろを見つめ、怒りでか、悲しみでか、小さく震えていた。

「セレネ……」

「アーセル、大丈夫だ。お前は安心していればいいからな。あれは、私が止める。私には力があるのだ。お前たちを守る、力だ」

　セレネはいじらしいほどに繰り返すが、あの巨人が何体いるかはわからない。

　アーセルは懐ふところから、自分が武器として造った棒状の試作品を取り出し、セレネの腰を抱いて囁く。

「セレネ、もう少しの間、俺のことが信じられますか？　怖いことが起こるかもしれない」

　セレネは首を仰あおのけてアーセルを見上げ、小さく頷いた。

「うむ、当たり前のことだ。お前は約束を守った。私も、最後までお前を信じよう」

「ありがとうございます」

　嚙みしめるように言い、アーセルは馬を止めた。

　同時にふっと視界が暗くなり、長く伸びた兵器の腕がアーセルの頭上を越えてゆき過ぎる。アーセルは恐怖に駆られかけた馬を操り、どうにか馬首を後ろへ向けた。

　そうして手にした試作品の操作棒を押しこみ、あとは陥没のほうへ思いきり投げつける。

　それは金属的なきらめきを見せながら弧を描いて飛び、いきなり辺りに酷い高音を響かせた。大気の震えが試作品を中心に爆発的に広がり、アーセルの視界が一瞬白くなる。

　同時にアーセルの頭上にあった巨人の動きがぴたりと止まった。

　数秒後、巨人の腕は力なく波打ち、崩れるように落下してくる。

　アーセルはどうにか馬を操って腕を避けたが、その拍子にセレネの身体もぐらりと揺らいだ。

「陛下……？」

　アーセルが必死に顔をのぞきこむと、セレネは薄い目ま蓋ぶたを閉じて沈黙していた。まるで壊れてしまったような姿だが、身体のほうに目に見える異変はないようだ。

（こうなるのはわかってたのに……やっぱり怖いな）

　アーセルは強くセレネを抱き直し、改めて周囲を見渡した。

　陥没の穴から這い出てきた巨人たちは、みんな揃って大地にうずくまっていた。中には横倒しに倒れている者もいる。

　そしてバラッドと、彼の作った人形たちもくずおれているのがわかった。

「よし。上出来だ」

　小さくつぶやき、アーセルは再び馬を走らせる。

　すぐに馬を寄せてきたルカが、浮かれた調子で声をかけてきた。

「すごかったな、おい！　あんなもんあるなら出だし惜おしみするなよ！　なんなんだ、あれ！」

「人形を壊す『滅ほろびの鍵かぎ』の基本の仕掛けを組みこんだものだ。人形の機能を一時的には止められるが、どこまで効果があるか、いつまで保もつかはわからない。急ぐぞ。管理機構は？」

「死んだのはいない、すぐ合流してくるだろ。いやあ、しかしすげえなあ！」

　ルカはただただ楽しそうだが、アーセルにはまだ成功の実感が湧いてこない。

　それより何より、腕の中のセレネがちゃんと目覚めるかどうかが心配で、気が気ではなかった。唇を引き結んでセレネを抱き直すアーセルに、ルカは少し目を細めて笑いだす。

「く、くくく……はははは！　いいねえ、なんだか色々と大変なことになってきやがった！」

「笑い事か？　面白いことなんかどこにもないだろう」

　アーセルがむっとして言うと、ルカは嬉しそうに目を細めて答える。

「いやいや、面白いさ。バラッドもあんたも、その子もな。これからは案外面白い時代になりそうな気がする。で、あんたら、これからどこへ行くんだ？」

「水葬都市に戻る以外にないだろう。フォルトナートにこのことを知らせなきゃならない」

　アーセルの答えに迷いはないが、それを聞いたルカは大げさに顔をしかめた。

「はあ？　ばかか、お前。んなことしたら、なんのかんの言って貴族どもにその子を取り上げられちまうぞ。逃げちまえよ！　どこへでもいい、とにかく、奴らの手が届かないところまで逃げちまえ。護衛なら俺が後払いでやってやる」

「ちょっと待て、おい、一体何の話をしているんだ、お前は！」

　ルカの話が思いも寄らないほうへ転げていくので、アーセルは焦あせって叫ぶ。

　しかしルカは案外真面目な様子でアーセルを見ていた。

「何って、お前らの話だろうが。わかってるんだろ？　都市では奇跡は起こらない。その子はあんたにこれ以上ないってくらい懐なついてるけど、いかにも高そうな人形だ。だったら連れて逃げるしかないだろ」

　あまりに単純かつ真理を言い当てた言葉に、アーセルは息を詰める。

（逃げる？　この子と、あの街へ戻らずに……どこかへ？）

　そんなことは考えたこともなかった。一度も──

（いや。違う。噓だ。考えたことは、あった）

　フォルトナートがセレネを引き取れないと言ったとき、いっそ逃げてしまおうかと思ったのは本当だ。でも、アーセルは逃げなかった。

　理由は至し極ごく単純だ。そして、その理由は今も揺るがない。

　アーセルはゆっくりと息を吐き、腹に力を込めて視線を前方へ向けた。

「……俺は逃げない。だってこの子は、まだ人形じゃないか」

　そうだ。セレネはまだ恋を知らなくて、アーセルは、兄のように彼女を愛している。

　……多分。
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「……そっか。バラッド、そんなことになってたのか」

　今日は完璧な貴婦人を装ったイファが、ため息交じりにつぶやく。

　どうにか無事に水すい葬そう都と市しへと戻って来たアーセルたちは、フォルトナートへの報告を終えた後、カリンを引き取るためにフォルトナートの私し邸ていにやって来ていた。

「セレネに会ったせいでバラッドには『時無しの人形師』の記憶が完璧に甦よみがえったらしいんだが、その人格っていうのがとんだ悲観主義者で──こんなことになった、ってことらしい」

　豪ごう奢しやな屋敷の家族用食堂の窓辺に立ったアーセルは、ずらりと並んだ円まるい硝子ガラス越しに見える水路を見つめながら言う。

　イファとカリン、そしてセレネは長卓についてお茶をいただいているのに、彼だけは何かを警戒するようにずっと外を見ていた。

（難しい顔だな、アーセル。確かに、バラッドがいつ戻って来るとも知れぬ現状では気が気ではない、か）

　セレネはこっそりアーセルのほうをうかがいつつ、膝に乗せた兎うさぎをふにふにと撫なでる。

（うう……それにしても柔やわらかい。可愛かわいい。やはり、あの墓の中よりここのほうが断然いい）

　温かな兎の感触が嬉しくて、セレネはしみじみと辺りを見渡した。

　フォルトナート邸の食堂は細長く、床は大理石の上に森を織りこんだ豪華な織物が敷かれている。艶なまめかしい曲線の脚を持つ長卓には様々な柄の陶器が並べられ、焼きたての焼き菓子が少し、泡立てたクリームと一緒に載のっていた。船遊びをする貴婦人を描いたポットには紅茶がなみなみ入っているはずだが、人形はものを食べることはできない。

　そこで、セレネとカリンの前のカップには香りのよい薔ば薇らの花びらが何枚か入っている。

（さすがに元人形のご婦人は人形へのもてなしの発想が違う）

　無駄と言えば究極の無駄だが、それでも人間と一緒にお茶ができるのは楽しいものだ。

　対してバラッドの造った墓はあまりに寂しかった。

　あれはあれで美しいと思うが、あそこにいては心が渇かわいてしまうようにも思う。

　だって、バラッドも人形なのだ。人間が大好きなはずの、魔ま抱ほう石せきを抱えた人形。

（バラッド……今頃どうしているだろうか）

　アーセルを選んでこの街に帰って来たのを間違いだとは思わない。けれど、創造主のレプリカであるバラッドが嫌いなわけではけしてないのだ。

　自分はアーセルが助けに来てくれたからいい。でも、墓の中のバラッドにいつか助けは来るのだろうか？

　兎を抱いて黙っているセレネをよそに、卓の端に座ったイファが慎重に言う。

「死んだひとの記憶が完璧に蘇よみがえるなんて不思議な話だけど、アーセルの話を聞くかぎりじゃ本当なんだろうな。だって、人形は人間を殺そうなんて滅多に思わない。『時無しの人形師』が言ってた魔抱石の特性のせいかもしれないけど、私たちは本当に人間が好きなんだよね。人間を滅ぼしたいくらいに憎むのなんて、基本的に同じ人間だけだよ」

（む。おそらくは正しいが、随ずい分ぶんはっきりものを言うご婦人だな）

　自分のことは棚に上げてセレネが考えていると、アーセルはきまり悪そうに頭を搔かいて長卓に戻ってきた。彼はセレネの向かいに座り、卓に肘ひじをついてさらに考えこむ。

　アーセルにとってイファは敬うべき貴婦人だが、こうして他の邪魔がないときは、ふたりの態度は昔どおりの気の置けないものに戻るようだ。

「実際そうなんだろうな。バラッドはあの巨人も操ってた。総そう督とく宮きゆうを襲ったのも十中八九あいつの仕し業わざだと思う。──あいつはもう、人間の敵に回ったってことなのかも」

「人間の敵か。嫌な響きだけど、気をつけなきゃいけないね。バラッドに深く関係してたような人形は注意して見張るようにする。あとは管理機構に都市の警備を頑張ってもらおう。フォルトナートも何か調べてはいるみたいだけど、私たちはバラッドが帰って来たらすぐに対応できるようにしておいて、あとは情報収集するしかなさそうだ」

　イファはひとつひとつ考えながら言い、小さくため息を吐ついて焼き菓子を口に放りこんだ。

　アーセルの前にも一応お茶一式は用意してあるのだが、彼は手をつける様子を見せずにイファに尋たずねる。

「最近、フォルトナートはどうだ？　さっき報告に行ったとき、やけに忙しそうだったけど」

「実際忙しいよ。もうすぐ冬のお祭りだろ？　街中が無ぶ礼れい講こうになるうえ、人形の披ひ露ろう公こう演えんに他の都市の貴族たちもたくさんやってくる。そのついでに都市同士で色々話し合いがあるから、今は根回しの時期だよ。総督宮の襲撃事件の後だし、つけこまれないように必死さ」

　ふと聞き慣れない単語が引っかかり、セレネはカップから顔を上げてアーセルを見つめた。

「おい、アーセル。『披露公演』というのはなんだ？」

　ただ言葉どおりの意味ではないだろう、と思って訊きいてみると、案の定アーセルは少し躊躇ためらいがちに教えてくれた。

「まあ、平たく言うと人形の買い付け会みたいなもんですよ。水葬都市で年一回やるやつは、『魂持ち』か、それと同等の人形しか出てこない。客も相当な貴族に限られます」

「ほう。そんなことをやっているのか、ここでは」

　セレネは感心して頷うなずく。すると、隣に座ったカリンが青い瞳を輝かせ、期待に満ちた様子で耳打ちしてきた。

「披露公演のときのお祭り、すっごくにぎやかで綺麗なんだよ！　そのときだけは、貴族じゃなくてもみんな仮面をかぶるんだ。で、思いきり綺麗に着飾るの。仕立屋さんは一年中その日のために頑張って衣装を作ってるし、それだけ見に来るひともいっぱい来る」

「それはまた華やかだろうな。警備の面では難しかろうが」

　堅かたいことを言いつつも、祭りを想像するとセレネの心も浮き立ってきた。

（そうか、今回は私は動けるのだから、祭り見物くらいはできるのか、ひょっとして）

　そう考えればたまらなく楽しみで、今にも街に飛び出していきたくなる。

　ほとんど無意識にアーセルのほうへ視線をやると、彼は優しく笑い返してくれた。アーセルが笑っているとそれだけで心がほんのりと温まって、セレネも自然に笑顔になる。

（連れて行ってくれるだろうか、お祭り。──ああ、いや、アーセルは臣下なのだから、命ずればいいのか。しかし、私には取らせる褒ほう美びもあまりないしな。自主的に誘ってくれると嬉しいような気がする。まあ、その、アーセルが他に祭りに行く人間がいなければ、の話だ）

　考えていると段々落ちつかなくなってきて、セレネは慌あわてて薔薇の花びらが入ったカップを取ってのぞきこんだ。

　イファも祭りの話になると少し緊張が解とけたようで、気さくな笑みを浮かべて続ける。

「お祭りの最中だから、披露公演に貴族以外が紛まぎれこんでることもあるんだけどね。まあ貴族じゃなくても、お金を持ってて、人形をしあわせにしてくれるひとならフォルトナートも人形師ギルドも文句ないみたい。そういえばアーセルは今年は出ないの？」

　話をふられると、アーセルは少し真顔に戻って首を横に振る。

「俺には出せる人形がいないから。それにあそこに集まるのは一流の貴族かもしれないけど、人形を美術品だと思ってる奴らがほとんどだし。──カリンは、もっと近所の、カリンも納得できる相手に引き渡すよ」

（うん、さすがアーセルだ。それでよい。この間訪たずねて来たご婦人も、カリンを『養子』にもらうと言っていたしな。ああいう考え方ができる人間はそう多くない）

　きっぱり言い切ったアーセルが誇ほこらしくて、セレネはかすかに微笑ほほえむ。

　隣のカリンはびっくりしたように瞬まばたいて、しばらく自分の膝ひざ頭がしらを見下ろしていた。

　やがて決心したように顔を上げると、カリンはアーセルに向かって懸けん命めいに主張する。

「アーセル。その、あたし……この間のひとが嫌だったわけじゃ、ないんだ。ただ……その、すごいいきなりだったから」

　すると、今日のアーセルはカリンから逃げることなく、少し恥ずかしそうに笑って言う。

「うん。俺も、ちゃんと説明しようしようと思っては先さき延のばしにしちゃってた。ごめんな」

「ううん。いいんだ。あたしこそ、ごめん」

　なかなかいい雰囲気になってきたふたりに、イファが紅茶のカップを傾かたむけて微笑む。

（ここであと一押し、というやつだな）

　セレネは思い、カップを置いて優美に自分の胸に手を当てた。

「──さて、アーセル。突然だが、せっかくこの都市に帰って来たのだ。バラッドのことは警戒するにせよ、ずっと引きこもっているのでは気が滅め入いる。私はこの街の中が見たいぞ」

「街の中、ですか？　そういやまだ見物もしてませんでしたっけ」

　アーセルは思案げに言い、セレネを見つめてくる。セレネの発言に何やら裏があると気づいているような雰囲気だが、セレネはあえてそれを無視して鷹おう揚ように告げた。

「うん。まだなのだ。昔ここにいたときは創造主のアトリエにこもりきりだったし。ということで、都市見物の供ともについて来るがよいぞ、アーセル。もちろんカリンもな。さらについでに、カリンを買うというそのご婦人とお茶などもしてみたいものだ」

「セレネ？　なんでセレネが、あのひととお茶？」

　びっくりして振り向くカリンと視線を合わせ、セレネは微笑む。

「私とアーセルと一緒なら、お前も慣れない人間と会うのもそう怖くはなかろう。それに私も貴族を見る目はあるからな。相手がどんな人間か見み極きわめてやろう」

「……セレネ……！」

　カリンは半分口を開けて呆ぼう然ぜんとしていたが、突然くしゃりと顔を歪ゆがめ、勢いよくセレネに抱きついた。

「セレネ、好き！」

「なんだ、どうした？　私もお前が好きだぞ」

　セレネは嬉しく微笑んで兎と一緒にカリンを抱きしめ、ちらとアーセルのほうを見た。

　アーセルは少し驚いたように瞬いた後、実に嬉しそうな顔になる。

　その顔をごまかすように撫でながら、アーセルはイファを見やった。

「この子って、俺が街中を連れ回してもいいのか？　連れ帰ったときは非常事態だったけど、この子は俺の人形じゃないだろ」

「だねえ。でも、バラッドの件が片付くまで、セレネの面倒をみるひとは必要だよ。その子もアーセルにお世話してほしいみたいだし。なんなら私が後見人になるから、みんなでしばらくここに泊まっていったらどう？　アーセルのアトリエじゃ、警備が心配だろ」

（おお、さすがに話がわかる。しかし、ここに泊まれるのは嬉しいような──アーセルのアトリエが懐かしいような、複雑な気分だな）

　セレネはカリンを抱きながら考える。今思うと、あの物もの置おき同然のアトリエがなんとも懐かしくてたまらないのが変な話だ。

　一方のアーセルは、少し躊躇いがちな様子でイファに訊いた。

「そこまで甘えていいのか？　お前だって色々忙しいだろうし、迷惑じゃないのか」

「だって、面倒より楽しみのほうが多そうだもの。食費はアーセルのぶんしかかからないし。それにここ、色々と衣装が揃そろってるんだ。侍女もね」

　真紅の瞳を悪戯いたずらっぽくきらめかせるイファに、アーセルは今ひとつぴんとこない顔で頷く。

　しかしセレネは勢いよく顔を上げて反応した。

「何！　侍女と衣装！」

「そういうこと。着替えよっか、セレネ！」

　イファが華やかに笑うと、セレネはさっさと椅子から飛び降りた。

「うむ、今行く！　アーセル、この兎を頼む！　カリン、お前はどうする？」

「あたしも行く、あたしも！　ちょっと待っててね、アーセル」

　一斉に華やいだ雰囲気になる女性陣に、アーセルは兎を抱えて曖あい昧まいに笑う。

「あー、なるほどな。うん、まあ、楽しんできてください。あと、カリン。イファはともかく、侍女に迷惑かけるなよ。で、日が暮れるまでには用意をすませてくれな、頼むから」

「女の支度には時間がかかって当然なんだよ、アーセル。それにしても楽しみだ！　セレネもカリンも綺麗だから、なんだって似合うよ！　セレネはどんな服が好き？」

　うきうきと言いながら、イファはセレネたちを食堂から玄関広間へ、その奥の吹き抜けの広間から階段へと導いていく。

　セレネは反射的に『女王たるもの』と考えそうになり、ふと思いとどまった。

（アーセルは、もっと自由な発想で服を選べと言っていたな）

　自由な発想。今何を着るべきか、ではなく、何を着たいか、を考えたらいいのだろうか。

（今、私はどんな服を着たらしあわせな気分になるだろう？）

　豪奢な屋敷の中を歩きながらしばらく考えた後、セレネは少し躊躇いがちにイファとカリンを見た。

「その。……アーセルは、どんな服が好きだと思う？」

　途端にイファは嬉しそうな笑顔になり、カリンはじっとりした目でセレネを見つめる。

　ふたりの反応が妙に居い心地ごこち悪く、セレネは慌ててふたりを見比べた。

「なんだ？　なんという目をしているのだ、カリン！　これはいけない考えか？」

「別に、いけなくないけど」

　ぷい、と視線をそらされてしまい、セレネはまだきまり悪い気分で首をひねる。

「そうか？」

　そんなふたりを見てイファは鈴を転がすように笑い、軽かろやかに階段を上っていった。

「あのね、アーセルは、派手すぎなくて、甘すぎなくて、でもちゃんと可愛い服が好きだよ。だけどほんとは服なんかより、人間とか人形のほうが大好きなんだ。だから君たちは好きな格好をすればいいのさ。誰かのことを考えて服や贈り物を選ぶのって、しあわせだよね。──さ、みんなでおめかししよう！」





[image: ]






「アーセル、おいでよ！　こっちこっち！」

　カリンがはしゃいだ声で叫び、飛び跳ねるようにして数歩先を行く。

　大運河にかかる橋の左右には小さな店が立ち並び、行き交う人々は生き生きとした人形を振り返っては指さし、囁き合って笑った。

　人形師の袖そで無なし外がい套とう姿のアーセルは、片手にセレネの手を引いて大おお慌あわてでカリンを呼ぶ。

「ばか、カリン！　俺から手、離すなって言っただろうが！」

　セレネは小さく笑い、しあわせに辺りを見渡しながら言った。

「まるで子供のようだな。目覚めてさして長くないのだから、実際子供なのだろうが」

「育て方が悪かったんですかねえ。カリン、ほら、おいで！」

　穏やかな中にも厳しく言い、アーセルはもう片手にカリンの手を取る。

　これは別に迷子対策ではなく、人形は人形師か持ち主と一緒でないと外を歩いてはいけない、という決まりのせいだ。高級品である人形はともすれば攫さらわれがちだ、というのもある。

（アーセル、きっといい父親になるのだろうな）

　そんなことを考えてアーセルを見上げるものの、なぜか今日は視線が合わなかった。

（む。……アーセルの奴、さっきから今ひとつ私のほうを見ようとしないように思うのだが、気のせいか？）

　そう思うと急に不安になってしまい、セレネは自分の身体からだを見下ろす。

（ひょっとして、気に入らなかったのだろうか。この服）

　みんなと悩んだ末にセレネが選んだのは、貴族的な深い青の衣装だ。

　デコルテを品よく開け、袖は肘ひじのあたりから大きく広がって手首を見せる形。ほっそりとした上半身にきちんと寄り添う身頃から、ふんわりふくらむスカートまでのラインは貴婦人の衣装そのものだが、各所にあしらわれた大振りな黒レースや、膝下までのスカート丈がこの衣装を少女のためのものだと教えてくれる。装飾品はあえて、首にチョーカーを巻いただけだ。

　地味なのではないか、と危き惧ぐしたのだが、着てみるとこれが白い肌によく映える。豪奢な装飾ではなく優美なラインが魅力な類たぐいのドレスで、これはこれでセレネは気に入った。

　とはいえ、アーセルが気に入ってくれないなら意味はない。

（困ったな。私はカリンみたいに動けるわけではないし、気の利いたことが言えるわけでもない。ただ、美しくいることくらいしかできないのだが。それさえ駄目だと、私はとてもどうしようもない奴だぞ）

　そう思うとなんだか自分が小さくなって、溶け消えてしまいそうな気分になる。

（──ええい、せっかく外へ出たというのに、これでは駄目だ！　なおさら容よう色しよくが悪くなる。いったん服のことは頭から追い出せ！）

　とにかく気分を変えよう、と視線を辺りに向けると、どっとにぎやかな光景が押し寄せてきた。数日前の襲撃事件の影響は、少なくとも表面上はどこにも見当たらない。橋を行く人々は皆どことなく華やいだ様子で、そこらの店で菓子やお祭り料理の材料や、ちょっとした小物やリボンなどを真剣に吟ぎん味みしている。

　ふと男女ふたりでリボンを見ている人間が目について、セレネはしばらくそのふたりを目で追った。平々凡々たる容姿のふたりだが、笑い合いながら女の髪にリボンを添わせている様子は、どことなくきらきらして見える。

（いいな、人間というのは。本当にささいなことできらきらできて）

　微笑ましい、ずっと見ていたい──と思うのだが、どこか胸の奥がむずむずして、結局セレネは彼らから視線を外した。なんだか今日は本当に調子が出ない。

（……おかしい。せっかく帰って来て、アーセルの隣にいられるのに。もう少しどうにかならないものだろうか。何かこう、不自由でならん。心が思うほうへ行かない。きっと訓練が足りないせいだな。しあわせなはずなのに、今ひとつしあわせな感じがしない、というのは）

　カリンはそんなセレネの様子を見るともなく見ていたようで、不意に口を開いた。

「アーセル。私、さ。今日のお茶で、もしあのおばあちゃんのこと気に入ったら、試しにあのひとの家、泊めてもらってもいいかな？」

　いきなりのことに、アーセルもセレネも驚きに目を瞠みはる。

「大丈夫か？　あれだけ嫌がっていただろうに！」

　思わずセレネは訊いてしまうが、カリンは少し笑っただけだった。強がっている様子もあるが、その瞳は真剣だ。アーセルはしばらく考えこんだ後、小さく頷く。

「ああ。仮かり契けい約やくがすめば、可能だよ。もちろん先方がいいって言ってくださったらだけどな」

　カリンは頷き返し、視線をそらしてつぶやいた。

「うん。外に泊まったことないから、新鮮だ」

（──決めたのか、自分で。アーセルを困らせず、あの婦人を愛してみようと、決めたのか。すごい勇気だな。日々成長しているのだ、カリンは）

　セレネはしみじみとカリンを見つめ、どことなく恥ずかしいような気分になる。自分は本当に長い間この世界にいたのに、そのほとんどの時間、内心人間をなじっていただけだった。

（愛する気になれば、世界はこんなに広いのに）

　随分遠回りをしてしまったけれど、まだ遅くないといい、とセレネは思う。

　これからでも、たくさんたくさんこの世界を愛せるといい。

　そしてまずは、アーセルがこっちを見てくれるともっといいな、とも思った。

　（ならば、待っているだけでは駄目だ）

　セレネは意を決し、軽くアーセルの手を引いて言う。

「アーセル。私も……今日は、アーセルのアトリエに泊まりたい。あそこが、好きなのだ」

　アーセルは少しびっくりしたように瞬いてセレネを見下ろし、すぐに穏やかに笑った。

「嬉しいですね。じゃあ、イファにそういうふうに言っておきましょう」
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　祭りの気け配はいで浮き立った街を歩いて、ごくくだらないがらくたを売る店や、高価な装飾品を飾る店をのぞいて回って、一度総督宮へ戻って。

　最後にカリンの引き取り手である未み亡ぼう人じんと、ごく家庭的なお茶をして。

　やるべきことをすべてやって、アーセルとセレネが帰路についたのは、もう夕暮れと夜の境目あたりの時間だった。

　闇の忍び寄る水葬都市は不思議だ。運河を行き交う小舟に灯ともされた明かりが、大運河沿いの街灯が、朝まで夜会をやる邸宅の篝かがり火びが、昼の日の光よりもきらびやかに輝いて見える。

　アーセルとカリンは水葬都市の主な施設が集まる広場へ向かい、高いひさしの下の道を歩いている。片側に並ぶ店はもうみんな閉じていて、辺りにひとの気配はなかった。

「今日は随分出歩きましたけど、疲れました？」

　アーセルはセレネの手を引きながら静かに言う。

　その横顔が運河側の街灯に照らされているのをちらと見やり、セレネは小さく答えた。

「ばかを言え、私は人形だぞ？　お前のほうが疲れたのではないのか」

「人形だって疲れると思いますよ。知らないものをたくさん見たときとかには。俺は頑丈だから大丈夫。このくらいじゃびくともしません」

（本当か？　どことなく声に力がないが。カリンと話しているときは、もっと元気なくせに）

　ついついそんなことを考えてしまい、セレネはアーセルから視線をそらす。

「そうか。私も、大丈夫だ。カリンも、大丈夫だといいな。結局、本当にあのご婦人の家に泊まることになってしまって」

「大丈夫だと思います。あの子はあれで結構しっかりしてるし、実はどんな人間ともすぐ仲良くなるんですよ。今回のことは、長々とへそを曲げてただけで。陛下が間に立ってくださって、本当によかったです」

　アーセルの返事は迷いなく、声にはカリンへの信頼がにじみ出ていた。

　よいことだな、と思うのに、なぜかセレネの胸はますます重くなってきてしまう。

　実際、なんなのだろう？　アーセルがカリンを信頼しているのはいいことだ。素敵なことだ。なのにどうして、自分だけこんな気持ちになってしまうのだろう。

「──陛下？」

「うん？」

　不意に声をかけられ、セレネは少し驚いて顔を上げた。

　アーセルと視線が合う。

　彼のヘイゼルの瞳をのぞきこんだ途端、セレネの全身は目に見えるほど震えた。

　知らず知らずのうちに足が止まりかけ、セレネは自分でもぎょっとする。

（なんなのだ、この気持ち。──嬉しい。嬉しい、のに、怖い）

　やっとのことで視線が合ったのに、それが嬉しくてたまらなくて心は浮き立ったはずなのに、同時にひどく怖くなってしまった。彼に見られているのが、彼が自分を見ているのが怖い。

　耐えきれずに思わず視線をそらしてしまい、セレネはそんな自分に驚き戸惑う。

（なんなのだ、私は……！　せっかく、やっと目が合ったというのに）

　前はこんなことはなかったはずだ。アーセルといるのはただ穏やかで、面白いだけだった。もっと自分に自信があって、自由で堂々としていられた。今はまったく逆だ。

　心はざわめき、どこに立っていていいのかもよくわからない。

（私、変わってしまったのだろうか。ひょっとして、気づかないうちにバラッドに手を入れられていたのかも）

　苦しくて悲しくて、ついでに悔しくて、セレネはしょんぼりと自分のつま先を見つめる。

　そんなセレネに、アーセルは心配そうな声をかけた。

「今日はなんだか、ちょっと調子が変じゃないですか？　……特にこう、街に出てから」

（アーセルのほうは、前と同じだな。ひたすらに、優しい。私をせっせと気き遣づかっている）

　揺るぎなく見えるアーセルの態度に複雑な気分になりつつ、セレネはぼそぼそつぶやいた。

「変か。変だというなら、お前のほうではないか？　さっきからちっとも私のほうを見ない」

「……そう、でした？」

　戸惑ったような返答。

　困らせたか、と思うと今度は急に後ろめたくなり、セレネはうろたえ顔を上げる。

「あ、いや、その。別に、いいのだぞ。別に、だからどう、という話ではない。ただ、前はよく目が合ったのに、今日は変だな、というか……いや、いいのだ！　もう気にするな！」

　言えば言うほど駄目になっていく気がして、セレネはぷいと視線をそらした。

　そのままアーセルの手を引き、セレネは夜の道を猛もう然ぜんと歩き出す。

（とにかく今夜はおかしい。とっととアトリエに帰るのだ。帰って、アーセルが眠った後にゆっくり悩めばよい。このままアーセルの前で悩み顔などさらしていられるか！）

　セレネの固い靴の音が石いし畳だたみに当たって小気味よい音を立てる。

　続いて、おとなしくセレネに手を引かれて行くアーセルの靴音が、少しゆっくりと響く。

　黙ってどれほど歩いた後だろう。やがて、アーセルは物静かに切り出した。

「陛下。まだ、陛下にちゃんとお礼が言えてませんでしたね、俺」

「礼？　一体なんの礼だ？」

　セレネは振り向きもせずに尋たずねる。アーセルはゆっくりと告げた。

「色々です。俺にくれた言葉、色々について。あと、あの古戦場で、あなたはバラッドじゃなく人間を選んでくれた。バラッドに啖たん呵かを切ったあなた、格好よかったです」

　格好いいと言われるとどこかこそばゆく、セレネはちょっとだけ振り向いて主張する。

「何を言っているか！　私は全然駄目だったのだぞ。バラッドの傍そばにいると、彼の愛に搦からめ捕とられそうで、全身が痺しびれて、苦しくて、愛しくて、考えがまとまらなくて──でも、約束どおりにお前が来てくれたから、動けたのだ。お前の言葉を聞いていると、私は……身体だけではなくて、心も、とても自由になれる気がする」

　そう言い切ると、アーセルはふっと足を止めた。

　見上げると、彼の穏やかな目が自分を見下ろしてくる。相変わらず怖い瞳だ。

　バラッドや創造主の目とは違う。アーセルの目に移る感情は、不思議なほどにセレネの中に染み入ってくる。だから怖い。だから魅み入いられずにはいられない。

　セレネはどうにか彼の視線を受け止め、懸命に続けた。

「礼を言わなくてはいけないのは私のほうだ。お前のおかげでこうして自由にしているのだから、お前には何か褒美を取らせねば駄目だ。なのに、私には、なんにもなくて」

「何言ってるんですか」

　ぼそりとつぶやき、アーセルはわずかに表情を歪ゆがめた。

　悲しいような笑いで背をかがめ、彼はセレネの顔を温かな両手で挟む。

　触れられたところから、痺れるような温かみがセレネの全身に回る。セレネの唇はわずかに開き、言葉を発することなく震えて閉じた。

　さっき視線が合ったときと同じ。けれど、そのときより酷ひどい。

　わくわくして、怖くなる。いたたまれないけれど、嬉しい。動けなくて、何も言えなくて、ただアーセルを見上げる。

　アーセルは一度目を伏せてから、それを隠すように笑って言った。

「褒美なんか要いりません。あなたがそうして楽しそうにしてくれてるだけで、俺はものすごく嬉しい。あのね、あなたは優しすぎるんですよ、陛下。あんまりにも優しくて、ひとのことばっかり考えている。これじゃ、いくら俺があなたを愛したって追いつかない。こんな俺を哀れと思うなら、陛下。もっとわがままを言ってください。欲しいものを言えばいい。やりたいことも。俺にできることならなんでもします」

「優しい、だと？　ばかな。私は邪悪な女王なのだ。優しいはずがないだろうに」

　びっくりしてセレネが言うと、アーセルはますます困ったような笑顔になる。

「邪悪って、どのへんがです？」

「ん？　それは、だな。まあ、魂が、とか、容よう姿しが、とか、むしろ存在自体……」

「……陛下、失礼ですが、邪悪ってどんなことだかわかってますか？」

　ちょっと面白そうに訊かれ、セレネはきっ、とアーセルを睨にらんで胸を張った。

「っ、本当に失礼だぞ、アーセル！　とにかく私は邪悪だから優しくはない！　そうして根っからの女王なので、基本的に満ち足りているのだ。あとは、ただ──」

（お前が傍にいてくれれば──……ん？　なんだ？　声が、出ない？）

　途中で言葉が喉に詰まってしまい、セレネは何度か瞬いた。

　何か間違ったことでも言おうとしたのか、と考えこんでみるものの、望みなんて本当にそれくらいしかない。

　できればこの都市で、アーセルのアトリエにいたい、と思う。

　特別なことはそんなになくていい。アーセルが仕事をしている隣で、日がな一日ぼんやりと窓の外を見たり、彼の仕事のちょっとした手伝いをしていられたらしあわせだと思う。

　ふと視線をやったときに彼と目が合ったら、さらにしあわせだと思う。

　自分が楽しいときに、アーセルも笑っているといいな、と思う。

　全然女王らしくない望みだけれど、自分が女王だなんて忘れていいなら、やりたいことはそれだけだ。

（言わなくては伝つたわらないのに。本当に、私はおかしくなってしまった。……アーセル）

　セレネはうろたえたまま、どうにか自分の手を動かした。言葉よりは身体のほうが自由になったけれど、それでも動きはひどくぎこちない。ぎこちない指で、アーセルの袖をちょっとだけつまむ。わずかにアーセルの腕が震えたのがわかった。

　少し動こうとしてから、やっぱりやめた、そんな震えだった。

（……抱きしめては、くれないのだな）

　急にものすごい悲しみで胸が痛む。いきなり何もかもが耐えられないような気分になってしまい、セレネは思いきってアーセルの腕を振りほどいた。

「陛下？」

　困惑を含んだアーセルの声が追ってくる。悲しい。苦しい。そんな自分の心が見えないように、セレネは両手を後ろで組んで、ひらりと身を翻ひるがえした。そしてなるべく明るく言う。

「まあ、よいのだ。私は、お前がたまにこうして一緒に散歩などしてくれれば、しあわせだ。いつまでこうしていられるかはわからんがな。……バラッドがああなってしまったからには、私はまた他の誰かに買われることになるのだろう？」

　自分で言ってみた事実が改めてずっしりと心にのしかかり、セレネの石はわずかに冷える。

　そう。セレネにはわかっている。

　アーセルは自分の主人でも創造主でもない。きっと、長く一緒にはいられない。

（……そうか。私、わかっていたから、口に出せなかったのだな。傍にいてほしい──と）

　納得してしまうと、情けない笑いが浮かんできてしまう。駄目だ。きっと今の自分は美しくない。笑うならもっと美しく笑おう。自分には美しいくらいしか価値はないのだから。

　せいぜい最高に美しく笑って振り返ろう。

　そう思ったとき、いきなり背後から抱きしめられた。

　かつてないほど強く、すがるように、縛しばるように抱き寄せられる。驚きで一瞬思考が真っ白になった。アーセルが震えている。何も言わずに、ただセレネを抱きしめている。

（どうしよう、怖い、でも──）

　嬉しい。

　そう思った途端、セレネの胸はかつてないほどに熱くなる。熱い。熱い。熱さが頭の中まで入ってきて、まともな考えを溶かしてしまう。蕩とろけた思考が一気に全身に巡って力が抜ける。このまま崩くずれてしまいそうだった。いっそ倒れてしまいたかった。

　全部アーセルに任せてしまいたかった。

　アーセル。名前を呼びたいのに、声も出ない。

「セレネ」

　代わりのように、アーセルがセレネの名を呼んだ。

　その瞬間にまた胸が熱くなる。瞳の奥で白い光を感じる。これは何？

　震えながら、セレネは彼の手にどうにかしがみつく。

「もし──もし、ですよ。もし、俺が、あなたのこと」

　耳元でアーセルが囁ささやく。もし、と言っているのに、決意を秘めた囁きは冷えている。

　セレネはますます震えた。光が強くなる、このままでは取り返しのつかないことが起こる、そんな気がして、セレネは身じろいだ。蕩けてなくなってしまいそうな身体の在あり処かを全身全霊で確かめて、セレネはどうにか声を絞しぼり出した。

「私は……私、は、お前が選んだ相手なら、誰にでも買われて行こうと思う。ちゃんと私を養う甲か斐い性しようのある人間なら、誰でもかまわん」

　途方もない気力を費やして言い切ると、胸の中の熱がそのままものすごい痛みに変わった。

　胸がつぶれる。助けて。心で泣きわめきながら、どうにかアーセルにすがった手を離す。

　アーセルも、驚いたように腕を緩めた。

　放さないで。嫌だ。放さないで、そんな自分の心の声を聞きながら、セレネはアーセルの手をすり抜けた。一歩、二歩。頼りない足取りで石畳を歩き、美しい大運河を見やる。

（──あれに身を投げたら、この苦しい思いから解放されるのか。ゆっくりと溶けて川底に溜たまって、少し別の形になって再結晶しながら、楽しい思い出だけ思い出していられるのか？）

　底のない悲しみにたゆたいながら、セレネはまつげを伏せる。

　──わかってしまった。

　セレネはアーセルが好きなのだ。創造主でもないのに、主人でもないのに、誠実で少し変わり者の彼のことが大好きだ。

　そしてアーセルも、多分、少しはセレネを好いてくれている。

　好きだ、と叫んだら。一緒にいろ、と命じたら。抱きしめてくれ、と懇こん願がんしたら。

　多分彼は、そうしてくれる。

（でも、できない。できるものか、そんなこと）

　喉の奥が灼やけるように痛い。思い出すのは、馬車の中でバラッドが言っていたことだ。

（バラッドは、アーセルが仕事を増やして私に貢みつぎ物ものをしていたと言っていた。当然のようにもらった手袋一枚、靴下一枚のために、この男はどれだけ頑張ったのだ？　優しすぎる。お前は本当に優しすぎるのだ、アーセル。私には、何ひとつ返すものなどないのに）

　このうえ『ずっと一緒にいたい』なんて言ってしまったら、一体どうなるのだろう？

　これ以上頑張られてアーセルに早死にでもされたら、きっと自分はおかしくなってしまう。

　だとしたら、やるべきことはひとつだった。

　セレネはじっと胸の魔ま抱ほう石せきを意識して、心を押し鎮しずめようとする。きっとできるはずだ。自分の思いにはさみを入れて、切り取ってしまうこと。セレネとアーセル、ふたりの身の丈に合うくらいまで、切って、形を整えること。

　セレネはカリンとは違う。セレネはとても長い時間を生きてきた。それくらいはできる。

　ほら、もう心は平坦になってきた。

　なるべく素敵な笑顔で、振り返ることもできる。

「信頼しているぞ、私のアーセル。きっとお前は、私にもいい主人を見つけてくれる」

　大丈夫、声も震えなかった。今の自分はちゃんと綺麗だと思う。

　どことなくぼやけた視界の真ん中、薄闇に沈んだ夜の道で、アーセルは立ちすくんでいる。

　ひどい顔だ。あんまりにも苦しそう。すぐに駆け寄って、どうした、大丈夫か、と言って、しばらく手でも握ってじっとしていてやりたいような顔だ。でも、できない。

　途方に暮れるのも、謝るのも、今は胸の中でだけしかできない。

（すまない、アーセル。お前のことが好きだ。とても好き。でも、駄目だ。──私は意い気く地じがない。お前にはもう充分迷惑をかけた。お前がこれ以上大変な思いをしたら嫌だ。そんなことになったら、私のほうが壊れてしまう）

　胸の中の本音を置き去りにして、セレネはさらに何か言おうとした。

　そのとき、ふと遠くから気になる音が近づいてくるのに気づく。──人間の、足音だ。

　アーセルも同じものに気づいたようで、少しだけ表情を改めて道の先を見やった。闇からにじみ出すように現れたのは、細身の長なが外がい套とうを着た紳士のようだ。

「──こんな夜に散歩かね、グランディ君」

　紳士はふたりに充分近づくと、軽く片手を挙げて言った。品の良い出いで立たちに、品の良い無表情に、品の良い発音。すべてが完かん璧ぺきなのに、どことなく気を許せない雰囲気の男。

　アーセルはすばやくセレネに歩み寄り、その手を取ってぎゅっと握った。

「ギルド長。あなたこそ、祭りの準備ですか？」

（アーセルの知り合いか。それにしても、随分と警戒しているな）

　セレネは敏感にアーセルの気持ちを感じ取り、彼の手をしっかりと握り返す。

「そんなようなところだよ。その、隣にいるのはバラッドが買ったという人形かね？　カリンはもう売ったのか」

「やけにくわしいですね。カリンはまだ仮契約で預あずけただけですよ。──失礼、急ぎますので」

　アーセルは淡々と言い、ギルド長の横を通り過ぎようとする。

　ところが、ギルド長は瘦せた体でアーセルの行く手を遮さえぎった。

　アーセルが警戒をにじませた目で相手を見やる。ギルド長は特にひるむでもなく、相変わらず仮面じみた笑顔で告げた。

「わたしの話はまだ終わっていないよ。祭りの披露公演に出たまえ、グランディ君。バラッドが消えたのだから、代わりにわたしが君に金位をやろう。それでよかろう？」

「その件は、もうお断りしたはずです。大体俺には披露公演に出す人形がありません」

「その子を出せばいい」

（……何？　なんの話だ？　アーセルが私を、披露公演に？）

　どうしてそうなるのだ、とセレネがぎょっとしていると、アーセルがすかさず答えた。

「一体なんの話をされてるんです。ご存知のとおり、セレネは俺の作った人形じゃない。今は預あずかっているだけで、後見人はサンクトゥス夫人です。出品を求めるなら夫人にどうぞ。おそらく了承はなさらないと思いますけどね」

「そうかもしれんね。しかしどうも恥ずかしい話だが、ギルドの事務がさぼっているせいで、まだサンクトゥス夫人の後見人手続きは済んでいないのだ。だからその子について正式な抗議ができる人間はどこにも存在せんのだよ。アーセル、君は今のうちに、なるべく穏おん便びんにこの子を我々に引き渡しておいたほうがいい。君の今後のためにも、ね」

　明らかに不穏なものが混じり始めたギルド長の台詞せりふに、アーセルの顔は険しくなっていく。彼は周囲に注意を配りつつ、少し声を低くした。

「なんなんだ、あんたは。前から妙だ妙だとは思ってたけど、一体何を企たくらんでる」

「人聞きが悪いな。企んでいるも何も、わたしはギルド長としての役目を果たしているだけだ。きみも『金位』を取れば自動的にわかるはずだった役目だよ。我々の神しん祖そが『時無しの人形師』だということは、君も知っているだろう？　我々は彼をずっと捜していただけだ」

　あくまで静かに言うギルド長に、アーセルはいささか怪け訝げんそうに言う。

「捜すも何も、目の前にいただろうが。あのバラッドのばかが」

　すると、ギルド長はすっと目を細めて笑った。

「あんなものはただの器うつわだ。わたしたちが捜していたのは『時無しの人形師』の最愛の人形、セレネ──その子だよ」

（──え？　私？）

　いきなりの話に、セレネは驚いて目を瞠る。

　確かにセレネは『時無しの人形師』の作品だが、それだけなら他にも同じ条件の人形は何体か残っているはずだ。アーセルもまた、不審げに顔をしかめて言う。

「この子がお前たちのなんの役に立つ。この子は創造主のことはろくに覚えてない。『時無しの人形師』の記憶を取り戻したとかなんとか言ってたのは、バラッドのほうだ」

「バラッドが知っていることくらい、我々はとうに知っているとも。彼は自分がセレネを愛していると勘かん違ちがいして、長く闇で売買されてきたこの子をわたしたちより先に手に入れようとやっきになっていただけだ。けれど彼女は人形の遊び道具ではない。この都市の行く末を決める存在だ。──彼女は、我々人形師ギルドが執行を任された、『時無しの人形師』の遺言を知っている」

　遺言。そう言われると、セレネは妙に落ち着かなくなった。

　確かに自分は創造主の声や顔を忘れても、その言葉はずっと覚えていた。『遺言だよ』と前置きされた言葉もあった気がする。

（でも──なんだか嫌だな。くわしくは、思い出したくない）

　──お前は邪悪。お前は悪の坩堝るつぼを落ちていく。

　そんなことをいつも囁いていた創造主。あのときは全部が甘い愛の言葉だと思っていた。

　今はそうではないことがわかる。創造主はなんだか怖いことを言っていたのだ。生きることに、人間に倦うみ疲つかれ、最愛の人形であるセレネに何かを囁き続けていた。

　──それこそ、遺言のように。

　セレネの背筋は、重く冷たく凍りつく。だが、アーセルはそれを断ち切るように告げた。

「だからって、お前たちにこの子を渡さなきゃならない理由は俺にはない」

　静かで、強い言葉だった。彼の言葉を聞くだけで、セレネの胸は少しだけ軽くなる。

　ほっとして視線を上げたセレネを見つめ、ギルド長はため息を吐ついた。

「仕方ないな。では、カリンは壊される」

「な……に？」

　いきなりの台詞に、一転してアーセルが目を瞠った。セレネもぎょっとして凍りつく。

（この男、何を言っている？　どうしてカリンが関係あるのだ。あの子はもう、あの優しそうな婦人のところへ行ったはずだ）

　セレネの必死の思いを踏み砕くだくよう、ギルド長の声は静かにきっぱりと響いた。

「あれは念入りに砕いて溶かし、石が再結晶することもないように砂漠に撒まいてしまおう。可か哀わい想そうに、なかなかよくできていたのだがな。わたしは好きだったよ。……おや、アーセル。なんて顔をしているんだね。あの子を買ったのはバートン男爵夫人だったか。老いた召し使いと暮らす未亡人だ。館の警備が充分とは言えまい」

　アーセルは何か答えようとしたが、声が出ないようだった。

　当たり前だ。カリンが、あの可愛い子がばらばらになる光景を思い浮かべれば、セレネだってもう少しも動けないような気持ちになる。

　ギルド長はそんなアーセルをしばらく眺めてから、あっさりと身を翻して歩き出した。

「アーセル……」

　セレネはアーセルを見上げ、かすれる声を絞り出す。アーセルは遠くなっていくギルド長の背中を睨にらんだまま、そっとセレネから手を解き、早足でギルド長に追いついた。

「待て！　貴様……」

「おいで、木で偶くよ」

　アーセルの声を遮さえぎってギルド長が言い、同時に辺りに奇っ怪な高音が響き渡った。細い金属の弦つるを弾いたかのような音が響く中、突如として水路から巨大なものが姿を現す！

「なっ──！　お前、は！」

　水しぶきの中に魔抱石の輝きを見て取り、セレネが小さく叫んだ。

　アーセルが反射的に水しぶきから顔を手で守った、次の瞬間には、水中から現れた黒い巨人がひさしを支える円柱に手をかけている。巨人は軽々と水路から己の巨体を引き揚あげ、ギルド長の背後へと忠実に寄り添った。

　アーセルは数歩よろめき下がり、冷たい汗をにじませて囁く。

「お前……これを、一体どこで手に入れた？」

「ふむ。やはりバラッドは君には我々のことを何も言わなかったようだね。奴が久しぶりに取った弟子だ、それなりに思い入れがあるのかと思えば、そうでもない、か。……この際だから教えておいてあげよう。古戦場からこれを掘り出し、総督宮を襲わせたのは我々だ」

　淡々と答えるギルト長には、一切の罪悪感がない。高揚感もない。ただ事務的に喋るだけで、それがなおさら気味が悪い。おそらくこの男は誰にも共感しないのだ。

　共感しないからこそ、どんなことも動じずにやってのける。

　彼は巨人の無骨な身体を軽く叩いてみせ、さらに研究者然とした口調になって続けた。

「かつてのフォルトナートは、人形嫌いではあったが我々人形師ギルドの利益はきっちりと確保する男だった。そう悪くない元げん首しゆだったと言ってもいい。しかし、魔抱石の研究を始めたというのはいただけん。そのような研究を進めるようなら、我々もそれなりに力を持たねばならん。見たまえ、水に浸かっていたとは思えない見事な動きだろう？　今回は前回の失敗を踏まえて防水を強化した。仕組みはかなり単純化してあるから、バラッドでも強引には操れん」

「……ひょっとしてあんたら、バラッドが古戦場にその巨人どもを隠してるのを知ってて、わざわざ同じものを使ったのか」

　低く問うアーセルの声はかすれている。ギルド長は浅く頷いて微笑んだ。

「それももちろん考えはしたよ。結果として総督宮を襲ってこれの力を見せつけたあげく、バラッドを都市から追放することもできた。実にすばらしい。私たちには運があった。これでセレネを手に入れるのに異を唱える者はどこにもいなくなったというわけだ」

「さっきから黙って聞いてりゃ延々と勝手なこと言いやがって！　ここにいるだろうが、異を唱える奴は！」

　アーセルは色をなくして怒ど鳴なった。今にも巨人など無視してギルド長につかみかかりそうな勢いに、セレネは耐えきれなくなって彼のもとに駆け寄る。

「アーセル、止よせ！」

「陛下、あなたはそこにいてください」

　緊張のあまり険しくなった声で言われるものの、セレネは足を止めることはできなかった。

（これはやみくもに叫んでどうにかなる話ではない！　私の力で巨人を操ったとて、それでカリンが無事に帰るとは限らない。ならば……私のすべきことはひとつだけだ）

　覚悟したセレネはなるべく毅然として胸を張り、アーセルの横から数歩前へと出る。

「セレネ！」

　アーセルの切せつ羽ぱ詰つまった声が自分の名を呼び、腕をつかもうと手が伸べられた。

　セレネは必死に、それでもなるべく優美な所しよ作さでアーセルの手を払いのけると、そのまま白い手をギルド長のほうへと伸べた。

　そしていかにも高慢に、うっすらと笑いを浮かべる。

「この手が欲しいのだろう？　要らぬことをごちゃごちゃ言わずに、とっとと取るがよい。創造主の遺言なら、いくらでも恵んでやろう。私は創造主最愛の人形にして、人形の女王だ」

　セレネの言いようにギルド長は眉根を寄せ、子供の遊びに付き合う男の顔になって笑う。

「なるほど、この子は自分の立場をよくわかっている」

　ギルド長は緩ゆるやかに歩み出て、セレネの手をうやうやしく取った。

　いかにも堂に入いったやりようだったが、見るからに心が伴ともなっていないのがわかる。

（くだらん芝しば居いだ。──しかし、アーセルとカリンを守るためなら、演じきってみせよう）

　強く自分に言い聞かせ、セレネはどうにかギルド長に触れられるのを我慢する。

　所詮、自分は人形なのだ。アーセルとずっと一緒にいることもできない。

　ならばせめて、アーセルの役に立ちたい。彼の役に立っているのだと思えば、砂を嚙むような日々にも花の香りくらいは錯さつ覚かくできるかもしれない。

　セレネはギルド長に手を委ゆだねて静かに振り返り、たたずむアーセルを見た。

　彼は懸命にこちらを見ている。セレネの目に何かを読み取ろうと、のぞきこんでくる。

　セレネはアーセルの目に負けないよう、折れそうなほどに背を伸ばして言う。

「私は行くべきところへ行く。絶対に邪魔をするなよ、アーセル。カリンをしあわせにしてやれ。そうしてお前も、幸せになるのだ。これは私の、人形の女王の命令だ」
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　引き止めればよかったのかもしれない。

　でも、アーセルにはその方法がわからなかった。

　セレネを連れたギルド長と巨人を呆ぼう然ぜんと見送ってしまった後、アーセルの前には数人の男が現れ、『送りますよ』だのなんだの言って取り囲んできた。

　不意を突けば勝てない相手ではなかったかもしれないが、そのときは勝ってなんになるのかがよくわからなかった。よくわからなかったので、とにかく死なない努力だけをして殴なぐられていると、どこかで甘ったるい香りがしたように思う。

　多分薬を嗅かがされたのだろうが、あまり怖いとも思わなかった。

　すぐに落ちていった真っ黒な眠りの中で、アーセルは断片的に白い髪の少女のことばかり思い出していた気がする。

　彼女は儚はかなげな身体からだでひらひらと動き回り、アーセルに向かって言う。

　──私を売るのか？　アーセル。

　いいえ、そんなことはしません。俺はあなたの王国の唯一の臣下です。

　俺は墓の中から、あなたを見つけた。あなたの瞳を。あなたの心を。

　あのきらめきを、どうして金に換かえようとなんて思うだろう。金ではとても追いつかない。

自分の命を投げ出したって、とてもじゃないがあがなえない。

　なのに、なぜ。

　ひどい悲しみに襲われて、アーセルは歯を食いしばった。

　なぜ、もっと手を伸ばさなかったのだろう。なぜ言えなかったのだろう。

『もしあなたが許してくれるなら、俺は、あなたを連れて逃げようと思います』

　アーセルはあのとき、そう言いたかったのに。言えると思ったのに。

「──アーセル」

　誰かが自分を呼ぶ。聞き慣れた声だ。

　よく澄んだ、どことなく高貴で音楽的な──

「……セレ、ネ……？」

　はっとして重い目ま蓋ぶたを開け、喉のどから声を絞しぼり出す。

　ひどく嗄しわがれた声しか出なかったが、アーセルはとにかく身体を起こそうとした。

「そうすぐに動かんほうが賢明だと思うよ」

　美しい声はどことなくのんびりと言い、ほとんど同時にアーセルの全身を激痛が走った。

　息を詰めて震え、アーセルはどうにか長椅子の背もたれにしがみつく。

　そのまま痛む目を上げて見ると、辺りは見慣れた自分のアトリエだった。応接間、兼、居間、兼、玄関である部屋には、穏やかな午前の光が満ちている。

　そして路地に面した小さな窓の前に、ひとつの人影があった。窓からの光で輪りん郭かくが白飛びしてしまうような、真っ白な長身。

「お前……バラッドか！」

　愕がく然ぜんとして叫ぶと、自分の声が全身を突き抜ける。頭と胸あたりが凄すさまじく痛み、アーセルは再び長椅子の背もたれにしがみついて震えた。

　バラッドはそんな彼の様子を横目でちらと眺め、薄い唇に優美な笑みを浮かべる。

「君、いくらわたしが多少固定してやったとはいえ、骨の一本や二本にはヒビが入っているはずだ。起きるときは重々注意したまえ──と、言ってやろうかと思っていたところだったのだがね。まあ元から君は賢けん明めいとは言いかねる人間だ。とりあえず痛みを感じれば、自分の置かれた状況くらいは思い出すだろう。どうだね？」

「っ……お前……びっくりするほど、前のまんま、だな……！　なんだってこんなとこにいる。どうやって都市に、入って来た……！」

　脂あぶら汗あせをかきながら訊きくアーセルに、バラッドは軽く肩をすくめてみせた。

　相変わらずぞっとするほど美しい姿だが、今日は不思議にまがまがしさがない。

　バラッドはどことなく人間くさい調子で窓辺に背をもたせかけ、白い衣装の中から一枚の仮面を取り出した。額ひたいに優美な三日月の飾りがついた白い仮面は貴族がつけるものによく似ているが、こちらは祭り用の少し作りが粗あらいものだ。

　バラッドは元から仮面のような顔に仮面を半分当ててみせて言う。

「今は祭りのさなかだからね。他都市の貴族の奥方を誘惑して、一緒に入って来た。都市の内部では仮面をかぶっていれば後はどうとでもなる。しかし、誘惑というのは実に……実に不ふ愉ゆ快かいな経験だったよ。比較的美しい相手は選んだのだが、どうして人間というのはああも不完全なのだ？　そもそも左右対称ですらない。わたしのセレネとは比べものにならん」

　段々言っていることが優美とはほど遠い内容になってきたのに眩暈めまいを覚え、アーセルはますます震えてバラッドを怒ど鳴なりつける。

「お前、まだ懲こりずにセレネを奪いに来たってことか！　盛大にふられたくせに！」

「……そうなのだ。わたしは作られて初めて人形にふられた。あの衝撃が忘れられん。新鮮で、甘美な雷いかずちに打たれたかのようだった。これはこれで、運命だと思わないか？」

「一体頭に──じゃない、魔ま抱ほう石せきに何が湧わいた!?　ちょっとそこ、どけ！」

　いいかげん相手の妄もう言げんに付き合ってもいられなくなり、アーセルは寝かされていた長椅子からどうにか下りてバラッドに歩み寄った。

　彼の横から縦長の硝子ガラス窓をのぞくと、路地がすでににぎやかな雰囲気に包まれているのが見て取れる。リボンの切れ端が風に舞い、祭り衣装を引きずって通り過ぎる人間がいる。

「……バラッド、戯たわ言ごとはいいから真面目に答えろ。一体どうして俺のとこに来た？　祭りの『披ひ露ろう公こう演えん』までは何日だ！」

　嚙みつくように訊きくと、バラッドは軽く肩をすくめて答える。

「公演は今日だよ。だから君のぶんまで祭り衣装を用意したのだ。どうせセレネはあの、ギルドの阿呆どもが連れて行ったのだろう？　どうにかして助け出さねばならん。ということでここに来たのさ。セレネは君にご執しゆう心しんだから、君を餌えさに彼女を奪い返すつもりでね」

　言われて見ると、長椅子の前の円卓には、祭り衣装が山盛り置いてある。

　とは言えまだバラッドを信用する気になれず、アーセルは彼を睨にらんだ。

「──お前、なんでギルドにセレネが攫さらわれたことを知ってる？　大体人間を丸ごと滅ぼそうみたいなこと言っといて、今さら俺がお前に協力するとでも思ったか？」

「ふむ。まあ、後々真面目に考えたところ、人間を全部滅ぼすのは面倒だ、という結論に達した。セレネがああ言うのだから、そもそもわたしは『時無しの人形師』とは少し違うのかもしれんな。『時無しの人形師』は己の死や人間の死を悲しみすぎて、悲ひ愴そうな気分のまま信者のような人間を集めたり、最愛の人形に暗い遺ゆい言ごんを残したりしたが、わたしはもう少し楽しく生きたいものだ」

（こいつ……ひ、開き直った……！）

　アーセルとセレネの説得が実を結んだと言えば聞こえはいいが、実際バラッドのあっさりした様子を目の前にすると釈しやく然ぜんとしないものがある。

　あまりのことにひきつるアーセルに、バラッドは少し目を細めて続けた。

「敵を取り違えるな、アーセル。『時無しの人形師』がかつて集めた信者どもの精神は、人形師ギルドの幹部連中に受け継がれている。彼らの最大の目的は、セレネに残された遺言を執しつ行こうすることだ。だが、セレネは『時無しの人形師』の精神状態が一番悪かった頃作った人形だ。どうせろくなことにならん。とはいえわたしが口を出しても、ギルドはわたしを『時無しの人形師』本人とは認めていないからね。いっそこっそりセレネと一緒にあの墓の中に立てこもるのが最も平和な選択だと思ったのだが──君がセレネに惚ほれてしまったのは計算外だった」

　あとは多分、バラッドにとっては自分がセレネにふられることも計算外だったのだと思う。

「そうか、実はまともな奴だったんだなあお前……って言いたいとこだけど、素直にそんなこと言う気にならないのはなんでだろうな！　お前はどうしてそう腹が立つ性格なんだ！　お前が芝しば居いっけたっぷりすぎるせいで、色々ここまでこんがらがったんだぞ！」

「では、素直に君に全部を打ち明けたら、君はセレネに惚れなかったか？」

「俺は、惚れてるとか、そういうわけじゃ──」

　ほとんど反射的に否定しようとして、不意に言葉が途切れた。

（違う）

　はっきりと、アーセルの心のどこかが反論している。

　がなりたてている。今さら自分に言い訳して何になるのだろう？

　惚れてないなんて噓だ。ずっとそう思いたかっただけだ。自分はずっと、自分はカリンを愛するようにセレネを愛しているのだと思おうとしていた。

　でも、セレネとカリンは違う。どうしても違う。

　セレネは不思議な人形だった。不思議で、賢かしこくて、優しくて、気け高だかい。

　彼女の何もかもが驚きだった。その言動はいちいち心に染みた。

　そしてどことなく──尊敬できた。

（そう、なんだよな。人形だの人間だのって問題じゃなくて、あんな子は初めてだったんだ。誇ほこり高いのに優しくて、正直で。やけに真面目に俺の話を聞いて──共感してた）

　アトリエの作業室で魔抱石を挟んで語り合った日。

　セレネの瞳はいつもよりさらに雄ゆう弁べんで、柔やわらかくて、アーセルと同じことを感じているのがよくわかった。不意に彼女が人間のように見えてきて、アーセルは内心随ずい分ぶん焦あせったものだ。

　彼女は人形だ。人形に惚れる人形師など、下の下だ。

　今までは必死にそう言い聞かせて、臣下ごっこをやって乗り切っていた。

　それが崩れてしまったのは、カリンと三人で祭りの前の街を歩き回ったときのこと。

　あのときのセレネは衣装のせいか急に大人びて見えてしまって、人間らしく見えるどころか──正直、少女というより、女にすら、見えてしまった。その所しよ作さが、アーセルに向ける視線が、妙な雑ざつ念ねんを呼びそうで、そんな自分がひどく汚らわしいような気分で。

（まずい、って思ったんだよな、あのとき）

　けれど大抵、まずいな、と思ったら、もう戻れないところまで来てしまった後なのだ。

　アーセルは静かに深呼吸をして、バラッドを睨みつける。

「わかった。セレネを助け出すところまでは協力する。その後は、お前はやっぱり俺の敵だ」
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　年に一度の冬の祭りに、水葬都市は浮かれ騒いでいた。

　この期間ばかりは都市は黄昏たそがれを脱ぎ捨てて、きらびやかな色彩と喧けん噪そうに包まれる。石敷の路地という路地を、華麗に装って仮面をかぶった人々や輿こしが行く。

　青色の大運河には様々な色のリボンが流れ、造花を山盛りにした小舟が行ったり来たり。

　ありとあらゆる街角に出た楽団は、遠い昔に作られた音楽の一部を延々と繰り返す。

　そんな楽曲の切れ端を聞きながら、セレネは劇場の舞ぶ台たい袖そでで椅子に座らされていた。

「もうすぐ君の番が来る。しかし、君を競せり落おとす人間はいないから安心したまえ」

　隣でギルド長が落ち着いた声を出している。

　けれどセレネは彼の言うことなど半分も聞いていなかった。

　ただひたすらに、この後やるひとつのことだけを考えている。

「君は舞台の中央まで出たら、さっき我々に教えた『時無しの人形師』の遺言を、お披露目に集まった人々に伝えるのだ。それを合図に、わたしたちは彼の遺言を執行する」

（自信たっぷりだな。しかし一体、どこから来た自信だ？）

　セレネはじっと黙りこんだまま考える。

　さっきセレネがギルドの面々に教えた『時無しの人形師』の遺言は、遠い昔に死んでしまったひとの言葉だ。どうしてそれを繰り返すだけで自信満々でいられるのだろう。

（きっと、このひとは考えるのをやめてしまったのだな。何が自分たちの本当の望みか。何が自分たちにとっていいことで、悪いことか。自分の頭で考えなくなってしまったのだ）

　ギルド長はアーセルとはまったく逆だ、とセレネは思う。

　アーセルは魔抱石について疑問を持ち、それが再生できれば、とまで言っていた。魔抱石を再生するのがいいことか悪いことか、人形であるセレネは知らない。それでも、アーセルが人間たちの直面した問題をどうにかするために頑張っていたことはわかる。

　アーセルは常に自分で考え、今、目の前にいる相手の意志を大事にした。

　セレネはそんなアーセルが好きだった。

（もう会うことはないかもしれんが、アーセルに恥じるようなことはできん。恥じぬよう、堂々と生きて、動く。そのためになら、どんなものにでも逆らってみせる）

　セレネが心の奥で強く思ったとき、舞台のほうからにぎやかな拍手が響いてきた。

　──前の人形のお披露目が終わったのだ。

「さあ、では行くよ」

　仕立てのよい黒い服に身を包んだギルド長は囁き、自分の腕をセレネに差し出す。万が一にもセレネが舞台上でおかしな真ま似ねをしないよう、ひとりにはしないつもりなのだ。

　セレネは機械的にギルド長の手を取って立ち上がり、ゆっくりと舞台に向かって足を動かす。アーセルに動けるようにしてもらった足だった。

　かつん、かつん、と小気味よい音が響いて、暗あん転てん幕まくの向こうからきらびやかな光が近づいてくる。人々のざわめきが大気を震わせているのがわかる。

　手元の資料をめくる乾いた音。香水の匂い。扇せん子すの陰で笑う貴婦人の声。

　それらが入り交じった真っ白な光の中に、セレネは静かに歩み出た。

　その瞬間、飾り立てられた劇場はしん、と静まり返る。

（──たくさんの客がいるな）

　造花や、美しい書き割りで飾られた舞台の中央に立ち、セレネはゆっくりと視線を上げた。

　目の前に広がる真紅の劇場、円えん蓋がいに描かれた天井画、これまた真紅の座席に身を埋うずめた、ひと、ひと、ひとの海。一階席も二階、三階のボックス席も、古びた劇場のすべての席はひとで埋まって、まるで極ごく彩さい色しきの花畑にいるようだ。

　彼らは揃そろって息を吞み、セレネをじっと見つめている。

　半円形の舞台をぐるりと囲むガス灯の明かりに照らされた真っ白な髪を、肌を、夢見がちなまつげを、琥こ珀はくの瞳を。磨き抜かれた爪を、今日のために仕立てられた、一面に金の花はな蔓かずらを刺し繡しゆうした重い黒のドレスを。

　愛らしいとは言えない。美しい、とただ讃たたえるのでも足りない。

　そんな姿をさらしながらも、セレネはしみじみと考える。

（以前は人間など、醜みにくいだけにしか見えなかった。でも、今は少しだけ違う。醜かったり、美しかったり、全部含めて、ひとなのだ）

　なんだか愛しいな、と、そんな気持ちが胸の石から湧き上がってきて、セレネは淡く微笑んだ。やはり、人間は愛しい。彼らを憎むのは嫌だし、憎まれるのも嫌だ。

　人間はそう善よくもないが、そう悪くもない。触ると温かくて、ただ、そこにいるもの。

（こんなふうに人間を愛する私は、別に、邪悪な女王でいなくてもいいのかもしれんな）

　穏やかに考えこむセレネの耳元に、ギルド長が囁く。

「ではセレネ。あの言葉を言いなさい。『時無しの人形師』の遺言を」

（創造主の、遺言）

　彼の言葉のひとつひとつを思い出すと、セレネの顔には愁うれいが宿る。

　今ならはっきりとわかる。創造主は人間を呪っていた。滅びに向かう人間を愛し、憎み、悲しみすぎた結果、動けないセレネしか愛せなくなっていた。そうして、彼が遺した言葉は。




　──黄昏に生きるより、わたしは漆しつ黒こくの闇を選ぼう。わたしたち人間はここを去り、すべてを人形の王国としよう。




（人間には死を。魔抱石には、人間の思い出だけを抱いて人形として生きる未来を。それが創造主の願い）

　昔は、創造主がそんなことを考えているなんてわからなかった。

　今だったら、どうだろう。暗い言葉を繰り返す彼を抱きしめて、大丈夫、と慰なぐさめてあげられたかもしれない。

　──大丈夫。そんなに悲しまなくても、私たちは生きていける。

　そんなふうに。

（でも、もうあなたはここにはいない）

　セレネは静かに眼前の人々を見つめ、重い唇を開いて叫んだ。




「皆、すぐにここを出て逃げろ！　ここはすぐに燃え落ちる！」




「お前……っ、何を！」

　すぐにギルド長がセレネの口を覆おおった。しかしその慌てぶりが、セレネの言葉に現実味を与えてしまう。客席にさざ波のように動揺が走り、誰かが係員に話しかける声がする。

「お静かに！　何かの間違いです。劇場の明かりはすべて、完璧に管理されています！」

　ギルド長の声が朗々と響く。直後、他の声が舞台袖から飛んだ。

「そうだな。劇場の奈な落らくにたっぷりあった薬品の類たぐいも、実に完璧に管理されてたぞ」

　聞き慣れた声にセレネは大きく目を瞠みはり、ギルド長の腕の中で身をよじった。

　相手が自分を放す気がないと悟ると、思い切ってその手に嚙かみつく。

「うわっ、なんだ!?」

　嚙みつかれるなどとは夢にも思っていなかったであろうギルド長を振り払い、セレネは舞台袖を振り返って声を限りに叫ぶ。

「アーセル!?　お前か？」

「上だ、気をつけろ！」

　ほとんど同時にアーセルの鋭するどい叫びが響き、同時に袖から祭り装しよう束ぞくの男が飛び出してきた。

　セレネを追おうとしていたギルド長は、アーセルの声につられて頭上を見る。

　間を置かず、巻かれたままの重い緞どん帳ちようががらがらと音を立てて落下してきた！

「う、うわ、わ……！」

　悲鳴をあげてギルド長が幕を避よける。

　セレネはひるまずにドレスの裾すそをつかんで駆け出し、落下する幕の下をぎりぎりでくぐり抜けた。背後で凄まじい音と共に幕が舞台へ転がる。

　振り返りもせずに、セレネは金と黒で飾った祭り装束の男に飛びついた。

　彼もまた、すぐにセレネを抱き留めてくれる。

　その腕が、温度が、胸に広がった震える喜びが、相手が誰だかをはっきりと教えてくれた。

「……っ！」

　声も出せずにとにかくしがみつくセレネを、力強い腕が抱き上げる。

　彼はそのまま舞台の縁から楽団席へと飛びこむと、身をすくめる楽団員の間を駆け抜けた。様々な声が飛び交う中、彼はセレネを抱いたまま、劇場隅に立てかけられた梯はし子ごを上り始める。

「──みなさん、どうか、そいつを捕まえてください！『時無しの人形師』の最高傑作を連れて逃げようとしているそいつを！　警備！　奴を捕らえろ！」

　すっかりざわついた客席に向かい、幕を搔き分けて出てきたギルド長が声を限りに叫んだ。

　しかし客たちは互いに顔を見合わせ、戸惑ったように立ったり座ったり、出口へ向かい始めたりしているばかりだ。

　緩やかに深まる混乱の中、客たちを押しのけるようにして、劇場の制服や得体の知れない黒服を着た男たちが劇場に入りこんでくる。

　と、そこで群衆の中から声がした。

「彼を捕まえる必要はない」

　どこまでも澄すんだテノールが劇場中に響き渡り、出口に固まっていた人々がいっせいに道を空ける。まるで稽古を重ねた芝居のような動きだ。それほどまでに、その声には力があった。

　声の主はあまりに堂々と人々の間を抜け、中央通路を半なかばまで歩いて立ち止まる。

　彼は目が覚めるような銀の光沢を持つ水色の祭り衣装をまとい、真紅の薔ば薇らの造花を悪趣味なほどに山盛りにした帽子をかぶっていた。

　何百もの視線を集めた人物は鮮やかな所作で帽子と仮面を取り、無造作に床へと放り出す。

　そうして露あらわになった顔は、仮面よりも作り物めいて美しい。

　片目を薔薇の眼帯で覆ったその美貌。

「バラッド……！」

　ギルド長がうめき、客たちもしばし混乱を忘れてバラッドに目を奪われる。

　バラッドは辺りをぐるりと見渡してから、よく通る声で告げた。

「さて、今起こったのは美しい姫君の誘ゆう拐かい──に見えるが、実のところは窃せつ盗とう事件だ。ただ己の欲のために男が人形を奪うばった。なるほど、彼は捕らえられ、裁さばかれるべきだろう。けれどこの祭りの日、ここに集まった紳士淑女の皆は知っておられるに違いない。男が人形を奪っても、唯一裁かれずにすむ場合がある。……そう。人形が彼を選んだ場合だ」

　バラッドの役者のような台詞せりふに、観客たちは一瞬で魅み了りようされた。

　まるで劇場全体が、古い芝居に乗っ取られてしまったかのよう。

　誰もがバラッドと、梯子を上って照明係のための露台バルコニーへ上がったセレネと、祭り衣装の男に釘付けだった。

　バラッドは人々の視線を受けて満足げに微笑み、静かに露台へ視線を注ぐ。

「『人形の女王』セレネよ。水すい葬そう都と市しの人形王にしてお前の創造主、『時無しの人形師』の姿と記憶を継つぐわたし──お前を愛するこのわたしが、ここで証人となろう。あなたの選択は？」

「わ……私、か」

　バラッドの言葉に、セレネは我に返ってつぶやいた。

　おそるおそる祭り衣装の男のほうを見やると、彼は無造作に帽子と仮面を引き剝がす。

「……セレネ」

　現れたのは、セレネを真っ向から見つめて、セレネの姿を映している茶色の瞳。繊せん細さいさと精せい悍かんさが入り交じる顔に浮かぶ真剣そのものの表情。最初にセレネを見つけてくれたひと。

「アーセル……」

　セレネは小さくそのひとの名前を囁く。

　胸の石がかっと熱くなって、熱が一息に全身に巡めぐった。予想はできていたはずなのに、やっと実感が追いついてきた。アーセルが、迎えに来てくれた。……本当に。

　そんなこと、望んではいけないと思っていたのに。

（そうだ──望んでは、いけない。駄目だ。崩れては、いけない）

　どうにか自分を叱しつ咤たして、セレネは泣きそうな顔で声を張りあげる。

「どうしてこんなところへ来たのだ、アーセル！　私を信じられなかったか？　こんなことをしては、お前は無事ではいられん……それ、に、その、私は人形だ！　邪悪だし、傲ごう慢まんだし、性格が悪いし、着替えさえ最近できるようになったばかりだし、物知らずで、何も、何もお前の助けになどなれなくて、ただお前の傍そばにいる資格なんかなくて……！」

「この、ばか！」

　いきなり怒鳴りつけられ、セレネは目を瞠って硬直する。

（い、今、の……アーセル、なのか）

　生まれて初めての経験に、今までの思考など吹き飛んでしまった。呆然とするセレネの両肩に、アーセルの手が乗る。彼はこの上なく真剣で、切実で、それこそ泣き崩れそうな顔で叫んだ。

「お前じゃなきゃどうにもならない！　人形だろうと人間だろうと関係ない、何ができようができまいがそんな問題じゃない、もうどうしようもない、ずっと、そうだった」

　叩きつけられた言葉があんまりにまっすぐで、セレネはもう、瞬まばたきもできない。

　ろくにものが考えられない。──違う。考えなくて、いいのだ。

　あふれる。心から。身体から、あふれてしまう。

　アーセル。

「いつも、来るのが遅くてごめんな。……愛してる」

　彼がそう言って、泣きそうな顔で笑ったそのとき、セレネの身体の中心は壊れそうなほどに熱くなった。全身に熱が回って、目の前が真っ白な光に塗りつぶされる。世界が砕ける。ちりぢりになる。

　壊れる、と思った。壊れてしまう。今までの私が。なくなってしまう。

　怖い。怖いけれど、それでもいい、とも思う。

　好き。あなたが好き。確かなのはそれだけ。今考えられるのはそれだけ。

　目がよく見えない。でも、それすらそんなに怖くはない。少し切ないのは、あなたが見えないことだけ。アーセル。

　心の中で名を呼んで、セレネは懸命に手を伸ばした。さっきまでとはまったく変わってしまった世界の真ん中に。

　きっと手を取ってくれるひとがいると信じて伸ばしたその手が、ぐっとつかまれる感触がある。と、その手の感触から、紙をめくるみたいに再び世界に色がついていった。

　戻って来る。薄暗い劇場、古びた天井画、手を握ってくれているアーセル。

　アーセルの顔が驚きに満ちているのはなぜだろう。それに少し服がきつい。

「アーセル……好き、だ。どうしよう……駄目、なのに、どうしようもない。好き……！」

　セレネがとにかくそう囁くと、アーセルが思い切り抱きしめてくれた。

　今までより強い力で。少し苦しいくらいに、奪うくらいに、強く。でもそれがあまりに心地よくて、セレネの胸の熱さは再び酷ひどくなって、震えて、膝ひざが崩れてしまいそうになる。

　セレネは必死でアーセルにしがみつく。

　そのとき、セレネはやっと自分の変化に気がついた。

（なんだ？　前より、彼の感触がよくわかる。簡単に身体が動くし、少しだけ、手足が長くなったような──）

　これは、もしかして。

　ひとつの可能性に思い至り、セレネは息を吞んだ。

「アーセル、アーセル、ひょっとして……私……あなたを、選べたのか？　今、の、光は……私は、人間に……なった、のか？」

　やっとのことで囁くと、アーセルがほんの少し身体を離して、かすれ声で囁いてくれる。

「ああ。人形のときより少し大人びて──ものすごく、綺麗だ。ありがとう、セレネ」

　彼の声が耳を撫で、手のひらが頰に触れてくれる。

　途端に目の奥が耐たえがたく熱くなって、セレネの頰ほおをぬるいものが伝つたった。

　これもまた、初めての感触だ。

（手に、入ってしまった。きっと手に入らないと思っていたものが）

　あまりの衝撃に呆然とするセレネの涙を、アーセルは丁てい寧ねいに指でぬぐってやる。

　そんなふたりの様子を見上げ、バラッドはひとり、物もの憂うげに自分の髪を指に絡めた。

「──ふむ。ま、物語としてはそうなるだろうね。わたしは所しよ詮せん、運命を回すからくり仕掛けとでもいったところだったのかな。……これでも、今回は本物だと思ったのだが」

　誰にも聞こえないようにつぶやいた後で、バラッドはまだ残っている客や係員たちに適当に手を振った。

「さ、出し物は終わりだ。君たちはとっとと後片付けでもしたまえ。地下の可燃性の薬品はすべて、わたしとアーセルと、ご協力願った人形たちが無効化した。劇場は燃えないよ」

　バラッドの言葉に、人々は我に返ったように再びざわめき始めた。早足で出口に向かう人々の流れが劇場内にでき始めた、そのとき。

　舞台上から、地を這はうような呪わしげな低い声が響く。

「ならば、こちらだ」

　直後、劇場全体が大きく揺れた。

　鈍い音が連続し、古い建物全体がみしみし、めきめきと音を立てる。

　ばらばらと天井から塵ちりが落ち、アーセルは険しい顔になってしっかりセレネと手を繫つなぐ。

　そのまま走り出そうとしたとき、唐突に凄まじい轟ごう音おんが辺りを襲った！

　音と共に真っ黒な塊かたまりが天井をぶち破り、木製の露台を巻きこんで床へと落下する。

「アーセル！」

　アーセルは悲鳴をあげるセレネを強く抱き、崩れゆく露台を思い切り踏み切った。

　間一髪で壁に立てかけられたままの梯子に飛びつくと、それは大きくぐらついて分厚い幕を巻きこみ、そのまま多少速度を落として床へと倒れた。

「痛っ……！」

　幕の海の中へ放り出され、セレネが初めての衝撃に顔を歪ゆがめる。

「セレネ、無事か！」

　彼女をかばうようにして転がったアーセルが、間かん髪はつ容いれずに訊いてきた。セレネはどうにか頷うなずいて目を開け、アーセルのこめかみから血が流れているのを見て真っ青になる。

「私、は、大丈夫だ。アーセルこそ、血、血が……！」

「大丈夫、人間はこれくらいで死にやしない！　立って！」

　アーセルは言い、セレネに手を貸して立たせてくれる。彼女がアーセルの腕に抱かれて振り返ってみると、劇場の天井にはぽっかりと穴が空いてしまっていた。まだぼろぼろと木くずが零れ落ちる穴から青空が垣間見え、光の帯が照明のように劇場内に射しこんでいる。

　そしてその光の下にうずくまっているのは、真っ黒な巨人だった。

　あの、古戦場にいたひとの形をした兵器。不気味な巨人はたったひとつの目をぐるりと回して辺りを見渡す。今度こそ劇場は大混乱に包まれ、けたたましい悲鳴が響き渡った。

　恐きよう慌こうを来きたした人々がどっと出口に押し寄せる。

「まずい！　どうにかして、あれを止めなくては！　大惨事になってしまう！」

「よせ、今は逃げることのほうを考えろ！」

　アーセルはそう言って駆け出そうとするが、セレネは激しく首を横に振って彼の腕をつかむ。

「お願い、待って！　ひとがこれ以上傷つくのは嫌だ！　やってみる……私には、力がある」

　セレネは叫び、胸の中心を意識して巨人を見つめた。

　胸の魔抱石の感覚は以前よりぼんやりとしたものになってしまったが、それでもちゃんと認識する気になれば認識できる。セレネの視界には、見る間に巨人からにじむ魔抱石の光が広がった。

（固まれ！　そこで、静かにしていろ）

　セレネは全神経を集中して、巨人に語りかける。

　しかし巨人から漏もれる光はわずかに揺らいだだけだ。巨人はすぐ短い足で歩き出す。

（駄目だ！　止まれ、止まれ、止まれ！　動くな！）

　ひやりとしたセレネが頭が痛くなるほどに念じると、巨人はようやく身体をこわばらせて止まった。とはいえその目はきょろきょろと動き続け、今にも再び動き出しそうな気配に満ちている。

　緊張をほどけないセレネたちの眼前に、ふとバラッドが優美な足取りで歩み出た。

「アーセル、セレネ、君たちは裏から逃げたまえ。ここはわたしがどうにかする」

「駄目だ！　バラッド、あなたじゃどうにもならない！　私だって操りづらくなってるのに」

　すかさずセレネが叫ぶと、バラッドは少し驚いたように横顔を見せる。

「わかるのかね、セレネ。きみは、もうひとになったのに」

「ひとになったが、まだ胸に魔抱石は抱えている。『時無しの人形師』が選んだ最高の石だ。アーセル！　頼む、きちんと、私を抱いていてくれ！」

　セレネの切せつ羽ぱ詰つまった叫びに応じて、アーセルがすぐに後ろからぎゅっと抱きしめてくれた。守るような、縛しばるような腕。こんなときでも、彼に抱きしめられると安心する。

　この腕があれば大丈夫。そう思える。

「──わかった。いざとなったら、俺はとにかく一番にお前を守るからな」

　覚悟を決めた彼の問いに、苦しく震えながらもセレネは頷く。

　そしてとにかく巨人をじっとねめつけた。

　できるかどうかはわからない。でも、やってみようと思う。

　以前バラッドが言っていたこと──魔抱石の力が、かつて行っていたこと。

　石の力は、古くは魔法となって世界を作り替え、ひとを栄えさせた。

（使える力さえ充分にあれば、今だってもっと大きなことができるはずだ。やり方をみんな忘れているだけで、魔抱石も、それを反応させる人間も、ここには揃そろっているのだから）

　自分にそう言い聞かせて、セレネは言う。

「私の力で、あれをどうにかする。お前の心をもらって、私の魔抱石の力を最大限に引きずり出す。昔の魔法みたいに。大丈夫──私にならできる。これでも、人形の女王だからな」

　彼女の言葉に、舞台上で呆れ果てたような笑い声が弾けた。

「ばかな、魔法だと！　そんなことができるはずがない！　そんな夢物語のようなことができたら、我々も絶望などしない。そもそも、『時無しの人形師』自身が人間に絶望することもなかっただろう。できないのだよ！　この世界の黄昏は、『時無しの人形師』の絶望から始まった！　そして、彼の絶望に終わる。それが一番美しい。お前たちは勘かん違ちがいしている。わたしはこの街を、世界を、ただ滅ぼしたいわけではない。美しくしたいのだ。美しい終わりで、完璧な美としたいのだ。美に殉じゆんじてこその人形師の都だ──違うかね？」

　笑いながらも、どこか淡々とした口調で言うのはギルド長のカロウリだ。

　アーセルはカロウリを複雑な目で見やり、すぐにセレネの耳元で囁く。

「セレネ──」

　その囁きだけで、セレネの魂は痛いほどに震えた。

　愛するひとが、自分の名前を呼んでいる。ただそれだけのことが、こんなにも自分の存在を揺さぶってくる。なんて怖くて、なんてしあわせな感覚。

「アーセル」

　愛しいひとの名を呼んで、セレネは一度目を閉じた。暗い目ま蓋ぶたの裏にかすかな光が躍おどっているのがわかる。さっき、人形から人間になったときに見えた光の欠片かけらが、まだ残っている。

　静かに呼吸して、セレネは世界の大気を自分の中へ取りこんだ。

　そこへ、刻きざむような言葉が落ちてくる。

「愛している。一生だ」

　再び眩暈めまいがするような光が目蓋の裏で弾け、セレネは目を開けた。

　視界は真っ白だ。すべての輪りん郭かくをぼやけさせる、白い光が世界に満ちている。

　真っ白な世界はすぐに細かな粒に砕けたかと思うと、ばらばらに揺らめき始めた。これが、かつて魔法使いが見た景色なのだろうか。あちこちに様々な流れがある。波打ち、揺らめき、渦うずを巻いている。

　世界を支配している力の流れが、今は手に取るようにわかった。流れが見えるのなら、それを変えることもできるのかもしれない。巨人がいたあたりを見つめれば、不自然な形の輪郭に押しこめられた力の塊かたまりがあるのがわかる。幾つもの結び目で縛られた塊。

　セレネはその塊に向かって手を伸べる。結び目を解ほどくように指を動かす。賭かけるような、祈るような気持ちで。

　──変われ、とセレネは巨人に命じた。

　さあ、その、多くのひとを殺あやめた、呪われた姿を捨てるがいい。

　お前はもう生まれ変わって、もっと美しく儚い姿になるといい。




　ほどけろ！




　セレネが命じた瞬間、巨人の姿を縛いましめていた結び目がすべて弾け飛ぶ。

　同時にぱっと視界に色が戻り、世界が元のように見え始めた。

　陽光の射しこむ下、まだ巨人はうずくまっている。

　失敗か、とセレネが青ざめかけたとき──巨人は不意に端からほろほろと崩れ出したかと思うと、なんと、何百羽もの白い鳥になっていっせいに飛び立った！

　ものすごい羽は音おとが立ち、鳥たちが天井に開いた穴から我先にと外へと出て行く。

　辺りには花はな吹ふ雪ぶきのように白い羽根が舞い散り、人々は呆然とその光景を見つめて立ち尽くしていた。

「なんなんだ、今のは……今のは、まるで……」

　舞台上にいたカロウリが、限界まで目を見開いてつぶやく。

　放心寸前の彼は、やがて力なく舞台に座りこんだ。

　バラッドはバラッドで、珍しく驚きの表情を浮かべて舞い散る羽根の中にたたずんでいた。

　羽根の一枚を手のひらに受け、しげしげとそれを見つめる。

「やれやれ。いくら長くこの世に存在するとはいえ、こんなものを見るとは。……ふむ。人間も人形も、魔抱石も、皆、まだまだ捨てたものではない、ということかな」

　不思議そうに言うバラッドの表情はどこか幼い。まるで今生まれたばかりのように瞬き、彼はセレネとアーセルを見つめた。

　羽根の積もった上に寄り添って立つふたり。

　有限を生きるがゆえに、彼らはどこか神こう々ごうしくバラッドの瞳に映りこむ。

[image: ]

（魔法……できた、のか。なんだか、とっても強引だった気がする、が）

　一方のセレネはぼんやりと思い、わずかによろめく。集中が切れた途端、ひどく身体が重くなった。これは倒れるかな、と思ったところを、アーセルが後ろから支えてくれる。

「セレネ……大丈夫か？」

「ああ。あなたが力をくれたからな」

　セレネは力なく微笑んで言う。ちょうどそのとき、劇場全体がみしみし、と嫌な音を立てた。アーセルは険けわしい顔になると、セレネを両腕に抱き上げる。

「──行こう。ここは危ない」

「ああ。ありがとう、アーセル。バラッドも……」

　セレネはアーセルの首に手を回し、バラッドを振り返った。彼が浅く頷いたのを確認し、アーセルはそのまま足早に劇場を出る。まだ少し混乱の残った玄関広間をくぐると、いきなり世界は明るくなった。

　まぶしいほどの陽光と、光を反射して宝石のように輝く水路。広場一面を埋め尽くす祭り装束の人々。その中で、唯一地味な色彩の塊がある。セレネがのろのろと瞬いてそちらを見やると、紺色の管理機構の男たちの中からフォルトナートの声があがった。

「アーセル、セレネ！　無事だったか」

　いつもどおり険しい顔で、フォルトナートは階段を駆け上がってくる。

　入れ替わりで管理機構の男たちが崩れかけた劇場へとなだれこんだ。

「どうにかこうにか、と言ったところです。今回は早かったですね、管理機構が動くの」

　アーセルが疲れのにじむ声でからかうと、フォルトナートは少し笑って彼の肩を叩く。

「元からギルドのことも調べていたのだ。だが、都市の貴族連中に根回しをするのにこれだけ時間がかかった。すまなかったな。ギルドの幹部連中も、奴らの息が掛かった連中も、あらかた押さえたから安心しろ。カリンも無事保護した。ああ、あと、祝しゆう儀ぎは弾むからな。期待していいぞ」

「そりゃ安心ですけど……ええっと、祝儀って？」

　アーセルが首をひねっているところに、今度はフォルトナートの横からイファが顔を出して、少し泣きそうな顔で笑う。

「これだから男のひとって、現実的じゃなくて困るよねえ。これからも生きてくんだよ、アーセルたちは。──ほんと、無事でよかった。ごめんね、色々気づいてあげられなくて」

「……いいんだ、充分だよ。そもそもお前が謝ることじゃないだろ、イファ」

　答えるアーセルは少し青ざめているが、ごく落ち着いた雰囲気だ。

　イファはそんなアーセルをしばらく見上げてから、崩れるように笑ってセレネのほうを見る。

「セレネ……人間になったんだね」

「どうやら、そうみたいだ」

　セレネが頷くと、イファはちょっと涙をにじませて何度か頷く。

「よかった、ね」

（ああ、やはりこのひとは元人形だったひとだな。きっと知っているのだ。人形が人間に恋をするときの感じ。すべてがほどけてなくなって、愛するひとのために帰ってくるあの感じ）

　セレネは全身を覆った疲れが少しだけ薄くなっていくのを感じて、穏やかに微笑む。

「ありがとう。大丈夫、私はきっと、しあわせになると思う。そんな気がするのだ」

「うん。きっと、ね」

　セレネがイファに頷きかけると、アーセルは再び注意深く石段を下り始めた。

　そのとき、ふたりを少し遠巻きに見ていた辺りの人々から、ふと、拍手の音が零こぼれる。

　なんだろう、とセレネとアーセルが周囲を見渡すと、なぜかばらばらと拍手は増えていく。

　やがて拍手は広場全体へと広がって、セレネとアーセルは大いにうろたえるはめになった。

「あ、あ、アーセル、これは一体なんなのだ？　私、何かしたか？」

「さあ……ええっと、さっきのセレネの魔法に対して、かな？」

「違いますよ、アーセルさん。これはおふたりの恋の成じよう就じゆを祝福して、です！」

　今度は明るい少女の声があがり、アーセルが大きく目を瞠る。

「あ……クリステル？　どうしたんだ、こんなとこで！」

　また知り合いだろうか、とセレネが見ると、そこには柔やわらかそうな短い金髪のとびきりの美少女がたたずんでいた。その傍かたわらには、これまた匂におい立つような美しさの黒髪の青年がそっと付き添っている。金髪の少女は零れんばかりの笑みを浮かべ、両手を合わせて言った。

「ちょうど、お祭り見物に来ていたんです。いつか、この風景も本に書こうと思っていたのですが……なんだか、お祭り以上に素敵な物語に遭そう遇ぐうしてしまいました！」

「クリステル。これは物語ではなくて、人生ですよ」

　ひそひそと黒髪の青年に耳打ちされ、クリステルは思し慮りよ深ぶかげに何度も頷く。

「わかってるわ、ヴィリ。物語みたいに、素敵な人生ね」

（物語のように素敵、か）

　そう言われると少しこそばゆい。

　アーセルはどう思っているだろう、と彼を見上げると、不意に彼の身体はぐらりと傾かたむいた。

「っ、おい、アーセル！　アーセル、大丈夫か!?」

　セレネは慌てて自分から地面に飛び降り、アーセルを支えようとして叫ぶ。すぐに周囲からも何本もの手が差し伸べられ、アーセルを受け止めてくれた。

　セレネが改めて見上げてみると、アーセルの顔色は実に酷ひどい。

　疲労でか、怪我でか、そのすべてでか、正直いつ倒れてもおかしくないくらいだった。

（どうして今まで気づかなかったのだ！　まだまだ心構えが甘すぎるぞ、私！）

　セレネが自分の頭をぽかぽか殴りたいような気分になっている前で、アーセルはそれでもどうにか人のよさそうな笑みを浮かべてみせる。

「ごめん……色々と、限界だったみたいだ。でもまあ、大丈夫。まだ、死ぬ気はしないから」

「死ぬ気で死ぬ奴が世の中にどれだけいるというのだ！　これだからお前は心配なのだ！　休め、今すぐ休め！　私の肩……ではやや心配か……。誰か、彼を安全なところへ連れて行くのを手伝ってくれ！」

　セレネが懸命に叫ぶと、早速何人かが歩み出てきてくれる。

　それらの人々を強引に搔き分け、いかにも楽しげにやって来たのは案内人のルカだった。

「本当に困ったもんだよなあ、このやせ我慢の頑張り屋さんは。ほれ、つかまれ」

　実に恩着せがましい調子で言い、ルカは半分担かつぎ上げるくらいの勢いでアーセルに腕を回させた。アーセルは苦しげな息を吐き、ルカの耳元にぼそぼそと言う。

「それなら、せめて、大運河……水葬都市が、よく見えるとこに連れてってくれ……頼む」

「都市がよく見えるとこ？　嫌なこと言うなあ。お前ほんとに死ぬんじゃないだろうな？」

　本気で嫌そうな声を出すルカに、セレネは大おお慌あわてで取りついた。

「待てっ、アーセル！　駄目だからな！　さんざん待たせたあげくにあんな告白をしておいて、勝手に死んだら許さないからな。そんなことになったら、私、すごく呪うからな！」

　アーセルに向かって必死に言いつのると、彼はうっすらと微笑んでつぶやく。

「わかってるって、大丈夫。死なないよ。お前がいるから」

　力ないせいで妙に甘くなった声こわ音ねに、セレネは思わず真っ赤になる。

「ア……アーセルは、卑ひ怯きようだ！　こんなとき、にっ！　アーセル……」

　半分自や棄けのように叫び、でもこんなふうに叫んだら体に障るのかも、と思ってすぐに声を小さくする。何がなんだか、もうよくわからなくて、勝手にほろほろと涙が零れ出てしまった。

　そんなセレネの涙を見ると、アーセルは自分が苦しい中にも悲しげな顔になる。

「セレネ。ごめん、大丈夫だよ。死なないって、ほんとに」

「……誓え。いや、ずっと死ぬなというのではないが、でも……」

「誓う。お前が俺に飽きて、どうでもよくなるまでは、頑張って生きる」

　噓うそ吐つき、と言いそうになって、セレネはぎゅっと唇を引き結んだ。

　噓、と口に出してしまったら、本当に噓になってしまいそうだったから。

　だから、頷くことにした。

　頷いて、口に出すことにした。

「……うん。そうしろ。一生、飽きてなどやらないから」

　アーセルは浅く微笑み、ルカは彼を連れてゆっくりと広場の端の舟ふな溜だまりへとたどり着いた。黒い小舟の中でもひときわ豪華な寝椅子調に仕立てられた一いつ艘そうに、ルカはアーセルを下ろす。

　アーセルは寝椅子に身を横たえてほっと一息吐き、セレネもすぐにその横に乗りこんだ。

「気分はどうだ？　こんなところにいるより、すぐに治療したほうがいいのでは？」

　心配をにじませて言うセレネを見上げて、アーセルは少し苦笑する。

「うん、まあ、そうだな。でも、いったん治療に入って眠っちゃったら、次起きたときには祭りが終わってる気がして。──一緒にお祭りを案内する、って約束しただろ？」

「ばかを言うな！　祭りなど、来年もあるではないか！」

「でも、今年は一回だけだ」

　案外頑かたくなに言うアーセルに、セレネはまたにじみ出してしまった涙を懸命に指でぬぐう。

　アーセルはふらつく指を彼女に伸べ、涙をぬぐい取りながらそっと囁いた。

「──元気になったら、人形を、たくさん作ろう。愛さずにはいられないようなやつを。で、細工物とか、からくりも作るんだ。全部に魔抱石を入れて。貴族以外も持てるようにして」

「……うん？」

　アーセルは、突然なんの話を始めたのだろう？

　セレネが首を傾かしげると、アーセルは少し真剣な目になって続けた。

「石のことをみんながまた愛するようになったら、きっとこの黄昏の時代は終わる。もう一度──きっと、今度は前よりもう少しだけ、優しい、石とひととの時代が来る」

（そうか、そういうことか。……こんなときでも、あなたは世界のことを考えているんだな）

　なんだか拍ひよう子し抜けしてしまい、セレネは何度か瞬く。

　そしてすぐに、目の前のひとがものすごくいとおしく見えてきてしまった。

（優しい、ひと）

　諦あきらめないアーセルの行く道が、どこまでも平坦だとは思わない。でも、彼が彼であるかぎり、きっとセレネはアーセルを愛していける。そんな気がして、幸福で胸が満たされる。

「そうだといいな。うん。きっと、大丈夫だ」

　囁くように言い、セレネは大きく頷いた。

　アーセルは淡く笑ってセレネの頰から指を離すと、彼女の指を取って軽く引いた。

　引かれるがままにセレネが身をかがめると、不意にその頰に軽い口づけが降ってくる。

　一瞬何をされたのかわからなくて、次の瞬間には全身がとんでもなく熱くなった。

「ちょ、っと、ちょっと待て！　アーセル……」

「──何？　どうかしたか？」

　どう、と言われても、困るのだが、とにかく身体の熱が去らないし、どうしたらいいのかわからなくて、セレネはしばらくうろたえた後、真っ赤になってアーセルの耳元に囁く。

「その。私は逃げないから……色々と、ゆっくり、頼む。私はひとになったばかりなのだ」

　それを聞いたアーセルは、何度か瞬いてからくすくすと笑い出す。

「そっか、そうだよな。大丈夫。ゆっくり行こう。まだまだ、何もかも始まったばかりだ」

　アーセルの手がセレネの指に絡む。温かい手のひらを感じると、セレネはほっと安あん堵どの息を吐いた。なんだか急に周りのことなどどうでもよくなってくる。セレネはそのままそっとアーセルの隣に転がり、小舟の上から空を見つめてみた。

（綺麗、だな）

　穴の底から見上げる空は円まるく切り取られているのに、どこまでも続く自由を感じさせてくれる。自由だ。きっとここから、どこへでも行ける。

（しかし……どこへ行くにせよ、何をするにせよ、まずは始めなくては駄目、だよな？）

　そっと決心すると、セレネは傍らのアーセルを見やる。

　そのとき、少し遠くからカリンがアーセルを呼ぶ声が響いてきたので、セレネは少しだけ慌てて、彼の頰にこっそり口づけたのだった。
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　あとがき




　こんにちは。リアルタイムで読んでくださっている方には、少しお久しぶりでしょうか？

　少女小説トンデモ同盟所属作家、栗くり原はらちひろです。




　今回お手に取って頂いている拙せつ作さくは、人形とひとの愛のお話、「レプリカ・ガーデン」の三巻目になります。このシリーズ、基本的にお話は一話完結なのでこれだけでも読めるはず。

　とはいえ今回のお話は最終巻仕様、別名アンコール・アワー（若干意味不明）となっておりまして、一巻と二巻の登場人物がぞろっと出て参ります。ので、併あわせて一、二巻も見ていただけるとより感慨深く読んでいただける……場合もあるんじゃないかと思います、はい。

　未読の方は、試しに一、二巻も眺めてみてやってくださいませ。




　そんなこんなで最終巻です！　ここまでのおつきあい、本当にありがとうございました。

　私としては本来、この本もまったく新しいカップルのお話にしようと思っておりました。編集さんには「革命家と踊り子の恋はどうでしょう」とか寝ぼけたことを言っていたような気がします。それ今時誰が喜ぶの。この世界で革命って何やるの。

　……いや、まあいいとして……とにかくそんなつもりでいたんですが、個人的に一巻を書いたときにアーセルに同情票が集まっていたのも気になっていたのですよ。

「あのひとって救済されないんですか」と未いまだに訊きかれるのを思い出し、最後なので、えいやっと救済してみることにしました。で、アーセルを救済するなら、いつも隅っこでひらひらしてるバラッドもちょっと中央のほうへ引っ張り出してみようか。ということでお話をひねくってみたらこんな結果になったというわけです。いかがだったでしょう？　とにかく書いた目的がそんなですので、ちゃんと救われるべきひとが救われていたらよいなーと思います。

　頑張れ、アーセル。君の嫁は（ある意味）世界一！




　──ちなみに、バラッドを引っ張り出したのは、明咲あさきさんの描かれる超・美麗なバラッドをカラーで見たかったとかそういう邪じや念ねんのせいもあったことをこっそり告白しておきます。

　邪念大事です……清らかになると淡泊になりすぎますから。ええと、その、救いようがないレベルで眼がん帯たい美形好きでごめんなさい（小さくなりつつ）。あと、白はく髪はつも好きです。どこまでもマイナー趣味です。




　それにしても本当に明咲さんの画は凄いなあ、と思います。三冊通して本当に素晴らしい画えをいただきました。ありがとうございました……！

　人形の女の子たちの儚はかなさと強さや、男の子たちの貴公子っぷりや、バラッドの孔く雀じやくっぷりや、音のするような色遣いなど、明咲さんでないと描けない画ばかりだなあ、といつもしみじみうっとりしておりました。

　明咲さんのこれからのますますのご活躍をお祈りいたしております。お体はお大事に！




　お世話になったといえば、担当編集氏にもあれやこれやとものすごくお世話になりました。いつもネタに困らないというか、楽しい気持ちにさせていただけるメールやら何やらに癒いやされておりました！　色々未熟な作家で申し訳ありません。また、今度は上品めに赤ワインなど飲みましょうー。そして綺麗な本を作ってくださったデザイナーさんや、その他関係者の方々にも心から御礼申し上げます。

　大変恵まれた環境で世に出して頂いたシリーズだと思っています。しあわせです。




　最後にここまでシリーズにおつきあい頂いた、もしくは今気まぐれにこの本を手に取ってくださったあなたに、心よりの感謝を捧げたいと思います。黄昏たそがれたへんてこな都市と荒野の旅、いかがでしたか？

　お気に召してくださいましたら、ご感想のひとつふたつもいただけると大変喜びます。

　でも本当は、読んでくださったひととき、この本があなたとご一緒できて、ちょっとした暇つぶしになっていれば、私は勝手に報われてしまっている感もあるのでした。ぼわわん。
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　さて、いわゆるあとがき的なことは書き終えましたが、まだもう少しだけページがあるようです。ここはひとつ水すい葬そう都と市しのモデルなのがばればれなヴェネツィアの話でもしてみることにしますので、特別お暇ひまな方のみおつきあいくださいませ。

　──といっても一度ちょろっと行ったことがあるだけなんで、基本信用ならない与よ太た話ばなしです。申し訳ない。しかし一回だけでも、なんだか不思議なところでしたね、あそこ。

　何が不思議って、本当にテーマパークっぽい。歴史を考えればそれどころじゃないんですが、何しろヴィジュアルの印象が強すぎて。駅を降りた瞬間大運河がどーん！　と目の前に広がって、黒いゴンドラと運河沿いの大邸宅が視界に入ってきた途端、脳が「これってＣＧか書き割りじゃないの？」って疑い始めてしまう感じです。

　いや、だって、あんな街、実在すると思えないじゃないですか？

　映画に出てくるんならわかるんです。絵画でも。しかし「これが現実です」って言われると、自分の知っている現実と違いすぎて意識が地じ滑すべりを起こすというか、「とにかく不思議」という感想に落ち着くわけです、私の場合。




　あのヴィジュアルの凄さって、一体どこからくるんでしょう。もちろん建物なんかも凄いですし、街の構造自体が劇的な効果を狙って作られたなんてところもあるだろうし大きいんだと思うんですが、やっぱり一番の原因というか、凄さの根は水かなあ、とも思います。




　私は普通に暮らしていても水辺が好きでして、多少余裕があるときは川かわ縁べりまで散歩に行って「今日はちょっと水位が高いな」なんて思って眺めていたりします。

　水っていいですよね。色んな表情がある。時間によって見え方がまったく違う。

　強い夕ゆう陽ひを受けてぎらぎら金属的なまでに陰いん影えいが深いときもいいし、もっと淡い光できらめいてる感じもいい。毎日、毎時様子が違うので飽きないし、じっくり眺めてみるとそれだけで妙に感動できたりします。ヴェネツィアは常に、すべてがそういうものに囲まれてるんですものね。景色が刻々と、劇的に移り変わる。そりゃ目も奪われるよ、という。

　……まあ、現実のヴェネツィアは綺麗なだけというわけにもいかなくて、うっかり目の前で水路に生活排水どばー！　ってバケツで捨てているひとがいたりするわけですが……夏はかなり臭そうですが……うん。それはそれ。




　あの壮絶にドラマチックな水の光景に色んなひとが惹ひかれて、色んな作品を作っちゃうんでしょうね。そうしてヴェネツィアのイメージは広がっていく。それこそ水の流れみたいに。

　一方で私の中ではあの都市の作り物感が引っかかり続けて、レプリカ・ガーデンという人形の話になったんじゃないかなあ、とも思います。カーニバルの仮面のイメージももちろんありますが、作り物＝人形という単純な連想があったんじゃないかな、と。

　しかもレプリカの水葬都市って、人間が掘った穴の中なんですよね。そこに溜まった水って、ダイレクトに海に流れてはいかない。これはもう作り物感と閉塞感が、現実のヴェネツィアよりさらに半端じゃないという。辛気くさい設定でほんと申し訳ない……。

　正直そこまで意識して設定しているわけではないのですが、水葬都市の閉塞感って、人形遊びに興じることしかできなくなった（ように見える）人間たちの行き止まり感の暗あん喩ゆだったのかもしれないですね。そういえばバラッドの片目も、澱よどんだ水を思わせるようなどろんとした青だったなあとか。考えてみると感慨深いような気がしてしまいます。




　でもまあ、そんな閉じた世界でも空は開いてるわけです。いつでも。

　多分これは、そんなお話だったんじゃないでしょうか。




　──ヴェネツィア、とりあえず気になったら映画ででもご覧になってみてください。観光気分を楽しみたい方には古いところで「旅情」（あのグラス買いました）、お嬢さんの髭以外は素敵な出来だと思う「ヴェニスの商人」、大穴で「ミニミニ大作戦」（最初だけ。笑）などなど。
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